
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　海かい浜ひん部族









　緩ゆるやかに──眼下を木々の梢こずえが流れ去って行く。

　巨きよ大だい樹じゆの葉を編んで造られた帆ほにたっぷりと風を孕はらみ、地上を奔はしる小こ舟ぶねは今……草木深い山林を一気に飛び越こえようとしていた。

　陸上帆艇ランドヨツト。そう呼ばれている移動手段。

　普ふ段だんは安定用の鎖くさりをぶら下げているという事も在り、地面から僅わずかに浮ういている程度の高度を維い持じしているのだが、今ははっきりと空を飛んでいる。帆と同じく巨大樹の葉を編み、樹じゆ脂しを塗ぬって作られた気囊バルーンに、魔ま術じゆつで合成した軽い気体──水素を注ぎ込み、艇てい体たいの上、帆柱の先せん端たんに取り付けた結果である。

　面めん倒どうな山越えを──これで一気に片付けようという算段だ。

「……妙みよう案あんだと思ったんだがな……」

　呟つぶやいて──元ジンデル王国国境警備隊所属の魔術猟りよう兵へい、イオリ・ウィンウッドは陸上帆艇ランドヨツトの御ぎよ者しや席から背後を振ふり返った。

「ま……まだか!?　まだなのか!?」

　先さき程ほどから帆柱にしがみついたまま悲鳴じみた声で問い続けているのは、イオリの道連れの一人、女騎き士しのユーフェミア・ワディンガムである。

　長い金きん髪ぱつを兜かぶとを被かぶる際の邪じや魔まにならぬようにと後頭部で括くくり、白銀を基調とした鎧よろいを帯び、腰こしには剣けん──女ながらに勇ましい姿の、そしてそれがよく似合う美しい娘むすめなのだが。

「いつまで飛んでいるのだ、これは!?」

「あんまり速度出したらむしろ振り落とされるだろ。怖こわいなら床ゆかだけ見てろ──って訳にもいかんのか」

「誰だれがこ、怖、怖いなどと──ひあっ!?」

　突とつ如じよ、横手から吹ふいてきた風に煽あおられて、大きく揺ゆれる陸上帆艇ランドヨツト。

　ユーフェミアは悲鳴じみた、どころか悲鳴そのものを上げて帆柱に益ます々ます強くしがみついた。どうやら彼女……高い所が苦手であるらしい。怖ければ床を眺ながめていればいい──筈はずなのだが、この陸上帆艇ランドヨツト、元々は『流れ森』と呼ばれる浮ふ遊ゆう植物の一部を切り出して作ったものなので、実は床にもあちこち隙すき間まがある。むしろ床を見ていると改めて真下を眺める事になる訳で、恐きよう怖ふ感が増しかねない。

「もう上だけ見てろ。その方が高さが分からないからマシだろ。山越えはもうちょっと掛かかりそうだしな」

「くっ…………いっそ、いっそ、殺せっ!?」

「また今度な」

　溜ため息いき交じりにそう言ってイオリは──もう一人の同行者の方に眼めを向けた。

「タビタは平気か？」

「……なに？」

　とこちらは対たい照しよう的に全く怯おびえていない様だ。

　いつもの通りイオリの方を振り向いてくるその顔には、特に表情らしい表情が無く、だからこそ、よく整ったその顔立ちの愛らしさも際きわ立だっている。

　タビタ。イオリがこの絶対流る刑けい地ちたる棄界ゲヘナに送り込まれた際、最初に出会った棄界人ゲヘナントにして、イオリの恩人であり、相棒であり、目的であり、そして『嫁よめ予定者』だ。最後の肩かた書がきはタビタの自じ称しようだが。

　棄界人ゲヘナントは、いわゆる獣けものの様な尾おと尖とがり耳を備えた種族で、実際、獣じみた身体能力を備えている。彼等は魔術を使う事が出来ない様だが、その代わりに魔力を自分の体毛や髪かみの毛に注ぎ込んで、剣や槍やりを成す。

　タビタは今、己おのれの蒼あおい髪から生成された巨大な片かた刃ば剣けんを片手に、平然と陸上帆艇ランドヨツトの上に立っていた。元々樹上生活をしている部族の出という事もあり、タビタの平へい衡こう感覚はイオリ達と比べて異様に優すぐれている。恐おそらくタビタにしてみればユーフェミアが何を怖がっているのかも分からないのだろう。

「むしろ見ているこっちの方が怖いな」

「イオリ。怖い？」

　小さく首を傾かしげて不思議そうに言うと、タビタは帆柱にしがみつくユーフェミアの横をすたすたと歩いてイオリの座る御者席に来ると、操艇用の紐ひもをまたぎ、イオリの膝ひざの上に向かい合う形ですとんと腰を下ろしてきた。

「いや、ちょっと待て。何してる？」

「怖くない」

　そう言ってタビタはイオリの頭に腕うでを回して搔かき抱いだく。同時に長い、ふさふさの毛が生えた彼女の尻尾しつぽもイオリの身体からだに巻き付いてきて──

「大だい丈じよう夫ぶ」

「いや、大丈夫じゃないからやめろ、危ないって！」

　タビタにしてみれば『怯える』イオリを慰なぐさめている積もりの様だが……障害物の無い空中とはいえ、艇を操あやつるのに前が見えないのは危険極きわまりない。その辺の危機感もタビタには欠落しているのだろう。

　大体、元々タビタは薄うす着ぎである為ため、腕を回してイオリの頭部を抱だき締しめるという事は、即すなわちそのまま布一枚だけを隔へだてて胸を押しつける事にもなる訳で。豊満という程ほどではないが、しっかりと存在を主張する二つの柔やわ肉にくの感かん触しよくが、イオリの平常心を頼たのみもしないのにかき乱してくる。

「そういうのはユーフェミアにしてやれ。怖がってるんでな」

「だ、誰が怖がってなど!!」

「…………イオリ？」

　タビタは『ああ言ってるけど？』と言わんばかりにユーフェミアとイオリの間で視線を往復させる。表情を極力、表に出さない事を常識としている部族の出であるタビタは、他者の表情を読む、という感覚もあまり育っていない。ユーフェミアの強がりも額面通り、言葉通りに受け取ってしまうのだ。

「いいから、ユーフェミアの──」

　と言いかけて、イオリはふと眉まゆを顰ひそめる。

　風の匂においが変わった。むせ返る様な青々とした草木のそれから──

「──む」

　タビタも気付いたのだろう。イオリより嗅きゆう覚かくに優れる彼女が、イオリよりも後で反応したのは単に、それが彼女にとって初めて嗅かぐ匂いだったからかもしれない。

「喜べ、ユーフェミア。そろそろ抜ぬけたぞ」

「い、いいから、地面に降りたら言え！」

　と帆柱に頭をくっつけて叫さけぶユーフェミア。

「見てみればいいものを」

　と呟いてイオリは、タビタの脇わきからそれを見た。

　視界いっぱいに広がる──無辺の水の領域。

　海だ。棄界ゲヘナのそれが現世のそれと完全に同じものかどうかは分からないが、少なくとも風に『潮の匂い』は感じ取れる。

　陸上帆艇ランドヨツトは山の頂を飛び越えて『次』の領域へとさしかかりつつあった。

「…………」

　イオリはふと、御者席のすぐ脇に、紐で吊つるしてあった指輪に目を向ける。

　王族の末まつ裔えい捜さがしの為に選ばれた十二人の罪人──彼等に与あたえられた、魔法の品。魔術と異なり、人から独立しても存在し機能するそれは、今、わずかに震ふるえながらもその表面に刻まれた模様から、ある方向を指していた。

　即ち、イオリ達の前に広がる海を。

「あそこが目的地だってのか？」

　気囊バルーンに充じゆう塡てんしていた水素の──正しくは水素の仮想物質の魔術を中断。高度を下げて海に向かい山の斜しや面めんを──その上空を移動しながら、イオリは眉を顰めた。

　魔法の指輪は、イオリ達がジンデル王国の貴族達から与えられた帰き還かんの為の道具だ。戻もどった者の居ないと言われる絶対流刑地──棄界ゲヘナから、現世に帰還する為には、この指輪をつけて、指輪の示す場所に立たねばならないというが。

「『約束の場所』は、海の上？　もっと……何か『此こ処こ』って分かり易やすい場所があるもんかと思ってたが……」

　イオリは目を細めて水平線を見つめる。

　何ど処こまでも果てしなく真まっ直すぐである筈の一線に、綻ほころびが在る。僅かな突とつ起き。

「……島？　それに……」

　微かすかに見える白い突起物は──あれは塔とうか。

「未まだか！　未だなのか!?　もうすぐか？」

　と帆柱に額をくっつけたまま目を瞑つぶるユーフェミアが問うてくる。

「もうすぐだ。百位数えてろ」

　そう彼女に言ってから、イオリは陸上帆艇ランドヨツトを操作。

　気囊バルーンは今や完全に萎しぼんで垂れ下がり、降下というより落下にも等しい勢いで山やま肌はだを滑すべり降りながら、陸上帆艇ランドヨツトは程無くして海辺に──砂すな浜はまに出た。勢い余って陸上帆艇ランドヨツトの底が砂を搔き、衝しよう撃げきでユーフェミアが悲鳴を上げたが、実質的な被ひ害がいは無い。

「イオリ。大きな湖？　何か匂い、違ちがう」

　とタビタが耳を震わせながら言った。これは、驚おどろいているのか。表情はあまり変わらない彼女だが、その内面はしばしば尻尾や耳に現れる。

「海だよ。お前は初めて見るんだっけか。俺も棄界ゲヘナの海は初めてだが──」

　とタビタに言いながらイオリは考える。

（一度降りて様子を見るか？　それとも──）

　陸上帆艇ランドヨツトは、低い高度とはいえ、空中に浮かんでいるので、陸上だろうが水上だろうが構わず移動が出来る。目的地が海の上だからといって、改めて船を調達する必要は無い。

　ユーフェミアが怯えているし、この辺りの地理には詳くわしくないので、一度、陸上帆艇ランドヨツトを停とめて休む、という手も在ったが──

「……いや」

　イオリはそのまま、降下してきた勢いに任せて海を渡わたる事にした。

　広い砂浜は見通しが良い分、魔術だの何だのの攻こう撃げきを受け易い。王族捜さがしを失敗させんと、イオリ達を──というより十二人の罪人を狙ねらうウォーレンの存在もある。出来るだけ早めに目的地に辿たどり着いた方が良いだろう。

　瞬またたく間に砂浜の上を通り過ぎ、陸上帆艇ランドヨツトは程無くして海上へと滑り出ていた。

「ユーフェミア。止まってはいないが、とりあえず高度は下げたぞ。今は水の上だし、落ちて死ぬ様な事も無いだろ」

「…………」

　言われて恐る恐る顔を帆ほ柱ばしらから離はなすユーフェミア。

　彼女は──

「……イ、イオリ！　な、何をしている!?　は、破は廉れん恥ちな！」

　と彼女が指さしてくるのは、タビタがイオリの膝の上に乗っかったままだからだろう。

　しかもタビタの上着──肩かたから胸の辺りまでを普ふ段だん覆おおっている衣い装しようが、イオリにくっついたまま身体を滑らせたせいか、上にたくし上げられる様な状態になっていて、彼女の形の良い胸が、陽光の下に曝さらけ出されている。

「わ、私が見ていないのを良いことに、そんな、そんな真似まねを！」

「──イオリ？」

　触さわる？　とばかりに目を瞬しばたたかせながら胸を張るタビタ。

「いや、隠かくせ、お前も」

「……そ、そもそも、れ、劣れつ情じようを催もよおすというのなら、まずは付き合いの長い私に──」

「──あ？」

「いや、何でも無い！」

　ぶんぶんと首を振ふって叫ぶユーフェミア。

　アータートンの街での一件で彼女の『誤解』は解けたというか、イオリに対する敵意や復ふく讐しゆう心は消えた様だが……だからといって気き恥はずかしくて態度を一変させる訳にもいかないのか、ここ数日のユーフェミアの様子が微び妙みようにおかしい。

　またこれに刺し激げきされたのか、それとも別の要因なのか……タビタまで以前にも増して積極的というか、イオリにべたべたとくっつきたがる上、それにまたユーフェミアが反応して激げつ昂こうする、という悪あく循じゆん環かんが続いていた。

「ああ、もう面めん倒どう臭くさい……」

　と溜息をつくイオリ。タビタから慕したわれるのも、ユーフェミアとの仲が以前の状態に戻るのも、イオリとしては嬉うれしく思う気持ちは在る。だが──

（現世に帰るまでは、惚ほれた腫はれたとかやってる余よ裕ゆうがないんだよ）

[image: ]

　無事にタビタとユーフェミアを現世に連れて行くまでは、その手の話を考えたくても考えられないというか──

「…………!?」

　そんな浮うわついた事を考えていたからか。

　イオリは──脅きよう威いの接近に気付くのが遅おくれた。いや。歴戦の魔ま術じゆつ猟りよう兵へいである彼としても、それは初めての体験だった。気付かなくても無理は無い。

　即ち──真下、水面下からの、奇き襲しゆう攻こう撃げき。

「タビタ！　ユーフェミアッ!!」

　イオリが叫ぶと同時に、陸上帆艇ランドヨツトが空中に撥はね上げられていた。

　真下から、分厚い水の層を突つき破る様にして姿を現した──巨きよ大だいな生物に。

「イオリ！」「イオリ!?」

　積んでいた荷物と共に、空中に投げ出されるイオリ、そしてタビタとユーフェミア。

「──指輪が!?」

　方位を知る為に指から外して紐で吊していたイオリの指輪が、空中に舞まう。咄とつ嗟さに手を伸のばしたがとどかず、空を搔く指先の遥はるか先で、煌きらめきながらそれは海中に没ぼつしていた。

　まずい。だが──今はそれどころではなく。

（こいつも……『竜りゆう』か!?）

　陸上帆艇ランドヨツトを真下から突き上げ、勢い余って空中に躍おどり出たそれ──大量の水みず飛沫しぶきをあげて着水するそれは、巨大な『魚』であった。

（鮫さめ？　鰐わに？　なんだこいつ!?）

　魚……だろう。多分。

　牛や馬でも丸まる吞のみしかねない巨体に加え、鰐の如ごとき長く巨大な顎あごを持ち、全身に無数の細かな『泡あわ』をまといつかせている魚が居れば……の話だが。

　ぱちぱちと全身で大量の泡を弾はじけさせながら、再び水中に没する怪かい魚ぎよ。

　ある種の魚は、水中から飛び出て、水辺の木の枝や葉の上にとまっている昆こん虫ちゆうを、水飛沫で、あるいはその身体で以もつて叩たたき墜おとして、喰くうという──

「くっ……!?」

　恐おそらくその怪魚が待ち受けている水中に──イオリ達は為なす術すべも無く落ちていった。




　　　　●




　遥か彼方かなたで激しい水音が響ひびくのが聞こえた。

「…………おや？」

　エイベル・ヨークは瞼まぶたを開いて瞑めい想そうを中断する。

　精神を落ち着けて己おのれの内面を覗のぞくこの修練は、剣けんの素す振ぶりや柔じゆう軟なんと同じく毎日の日課になっているが……逆に言えば、それは彼にとって呼吸や睡すい眠みんと同様のものになっていた。

　殊こと更さらに『やるぞ』と意識せずとも適当に空いた時間があれば、自然とエイベルは修練に入る様になっている。立つも修練。座るも修練。歩行も呼吸も食事さえもエイベルにとっては己の身を鍛きたえる為ための作業に一元化されていた。

　それはこの棄界ゲヘナに堕おちても変わらない。何処であれ、その身一つあれば修練が出来る。ならば現世だろうと棄界ゲヘナだろうと怠おこたって良い筈はずが無い。

「海かい竜りゆうが騒さわいでいるね」

　ふと頭を巡めぐらせて──岩がん壁ぺきに穿うがたれた丸い窓から外を眺ながめる。

　海上に白い波は濤とうがうねるのが見えた。海竜が水中から躍り出て──再び水中に没したのだろう。だがあの巨大怪魚は、狩かりの時にしか水中から飛び出さないらしい。という事はたまたま水鳥の類たぐいが水面近くにまで降りてきたのか、さもなくば……愚おろかにもこの海を渡ろうとした者が居たという事だ。

「ひょっとして『聖地奪だつ還かん』の殉じゆん教きよう者達かな？　性しよう懲こりも無い。決められた日以外には渡れぬと自分達で言っておきながら、頭に血が上ると道理も分からないようになるらしい」

　エイベルはその端たん整せいな顔に穏おだやかで淡あわい笑えみを浮うかべながら言った。

「さすがは蛮ばん族ぞく。喩たとえようもない程ほどに愚ぐ劣れつだね」

　エイベルは立ち上がると、窓に歩み寄る。

　既すでに海竜は獲え物ものを追って水中に戻ったらしく、付近の海面にゴミが幾いくつか漂ただよっているが、人の姿は見えない。エイベルの視力は常人よりも遥かに優れているが、それでも獲物は勿もち論ろん、海竜の姿も捉とらえる事は出来なかった。

「また君の信徒が無む駄だ死じにしているよ？」

　エイベルは言って広間の奥を振り返る。

　そこには窓から入ってくる陽光も届かず、永えい劫ごうに等しい闇やみが凝こごっている。さして離れている訳でもないのに、その深く濃こく重い暗黒の中を推おし量る事は、難しかった。そこに何が在るのか。そこに何か居るのか。数歩離れれば途と端たんに分からなくなる。

「助けてあげたらどうだい？　君の奇き跡せきで」

　だがまるでそこに誰だれか居るかの様に──居ると知っているかの様にエイベルは静かな笑顔でそう語りかける。

　返事は無い。だがエイベルは気にした風も無く、再び床ゆかに腰こしを下ろすと、碧あおい眼めの瞼を閉じて瞑想を──精神修養を始めた。




　　　　●




（まずい……ユーファ！）

　イオリが咄嗟に案じたのはユーフェミアの事だった。

　タビタが泳ぎが達者なのは知っている。いや。ユーフェミアも泳げるのだ。

　だが問題は──今の彼女は、不完全ながらも鎧よろいを身につけ、剣を佩はいている事だった。

　しかもユーフェミアの鎧は、金具だの革かわ紐ひもだのを使って厳重に身体からだに装着される。水に落ちたからといって、一いつ瞬しゆんで脱ぬぐ訳にはいかない。

　ましてや彼女が今使っている剣は、亡なき父に誕生日に贈おくられた思い出の品だ。彼女は絶対に手放したりはすまい。それが自分を深しん淵えんに引きずり込む致ち命めい的な重りになるとしても。

（ユーファ！）

　彼女はすぐに見つかった。

　思った通り、イオリよりもタビタよりも、重り付きの彼女は深く沈しずんでいる。息苦しさに藻も搔がいているので、鎧を脱ぐ様な秩ちつ序じよだった動きは出来ていない様だ。

（世話の焼ける……！）

　イオリは魔術担体の指輪を塡はめた右手を口元に持ってくると、術語詠えい唱しよう。水の中で明めい瞭りような言葉にならなくとも、イオリが『唱えた』とする自覚があれば魔術は発動する。

　ごぼり、と泡が水中に生じる。

　イオリは水を搔かいてユーフェミアを追いながら──すぐ横を泳いでいるタビタに、手て振ぶりで『上がれ』と指示。一瞬、タビタは躊ちゆう躇ちよした様だが、すぐに彼女はイオリと反対に水面に向かって泳ぎ始めた。

（もしタビタの方にあの『竜』が向かったら……いや、気にしても仕方ない）

　今はユーフェミアを助けるのが先だ。

　イオリは程無くして藻搔くユーフェミアの傍そばに達すると、彼女を強ごう引いんに引き寄せた。

（後でいちいち絡からんでくるなよ……！）

　そんな事を頭の片かた隅すみで考えながら、イオリは尚なおも暴れる彼女の身体を抱だき締しめて──頭ず突つき。軽い一いち撃げきだったが、ユーフェミアが怯ひるんで動きが止まったところで、イオリは彼女の唇くちびるに自分のそれを、無理矢理重ねた。

　予あらかじめ魔術で造っておいた酸素を彼女の中に送り込む。この酸素は仮想物質ではなく、魔術担体と魔術の応用で水を分解して作ったもので、魔術を止めても消えたりはしない。

　ユーフェミアは一瞬、驚おどろいた様に身を震ふるわせてから──

「…………！」

　何やら力ちから尽つきたかの様に脱だつ力りよく。

　その隙すきにイオリは腰に提げていた短たん剣けんで革紐を切り、ユーフェミアの鎧を剝はがすと、肌はだ着ぎのみになった彼女を引っ張りながら、水面に戻もどるべく水を搔いた。だが──

「──！」

　底知れぬ深淵から巨大な顎がイオリ達に向けて急速に迫せまってくる。

　あの怪魚だ。しかも──全身に泡を纏まとい、いかに魚類とはいえあり得ない程の速さで。

（……一部の魔術師が提唱してたアレか……！）

　ジンデル王国で魔術を研究している者達が、『より高速で水中を移動する方法』として、考案し、提唱していた魔術について、イオリは聞き及およんだ事が在った。全身に魔術で生成した空気──酸素等を帯び、水の摩ま擦さつ抵てい抗こうを減らした上で、その気体を後方に噴ふん射しやする、というものだ。実際には気体を後方にのみ選せん択たく的に噴射する手段が見つからなかった事から、実用に耐たえるものではないと言われていたが……

（くっそ……！）

　イオリは術語詠唱。

　水上ならともかく水中で爆ばく轟ごうの魔術を使うのには色々と無理がある──本来ならば。

（奴やつが俺と同じ水を分解して気き泡ほうを生んでるんだとしたら……）
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　イオリの右手から──魔術用の術式回路を刺青いれずみされたその手から、青白い稲いな妻ずまが放たれる。それはイオリの周囲に泡となって存在していた水素の気泡、そして怪魚の身に纏っていた、恐らくは酸素と水素の混合した気泡に、火を付けていた。

　轟ッ！　と空気中よりも強きよう烈れつな爆音が弾ける。

　押し寄せる衝しよう撃げきに押し上げられながら、イオリは──怪魚が沈んでいくのを見る。ただ鼻先を燃やされ、ちょっと衝撃を喰らっただけとはいえ、あの生き物にとっては恐らく初めての経験であろう。驚いてイオリ達と距きよ離りをとったのだ。

（そのままビビってろ……！）

　その間にイオリはユーフェミアを連れ、水を搔いて水面へと急ぐ。

「ぶはっ！」

　ようやく水から出て、魔術による分解で作った酸素ではなく、ごく普ふ通つうの空気を吸う事が出来た。近くには立ち泳ぎをしているタビタの姿も在る。

「とりあえず岸に戻るぞ！　下からアレが来ても構うな！」

「──ん」

　了りよう解かいした、とばかりに頷うなずいてタビタは背中の大剣を使って器用に泳いでいく。

　イオリもまたユーフェミアと共に泳ぎながら岸を目指す──が。

「イオリ──」

「鎧は諦あきらめろ。本当はその剣も棄すてるべきだぞ」

　隣となりを泳ぎながら声を掛かけてきたユーフェミアに、イオリは顔をしかめながら言った。

　彼女は未まだ剣を持ったままだ。お陰かげで水に浮かず、泳ぐ為には、イオリやタビタよりも頻ひん繁ぱんに、強く水を搔かねばならない訳だが──

「そ、そうではなくて！　わ、私は初めてだったんだからな!?」

「なにが？　──って」

　言ってから気付いた。口づけキスだ。

「余よ裕ゆうあるなお前は!?」

「うるさい！」

　顔を真っ赤にして叫さけぶユーフェミア。

　そこに──怪魚が再び真下から襲おそってくる。

　今度は陸上帆艇ランドヨツトが無い分、直じかに丸吞みだ。

「ツイカ、ルイ、タナソヨ、タリソホ、カカ……！」

　だが──水上という事もあり、術語詠唱は問題無く進んだ。

「潜もぐるぞ！」

　言ってイオリは水を搔きながら生成した仮想物質を解放。

　怪魚はイオリ達をかすめる様にして水上に飛び出し──そこで、イオリが生成していた仮想物質に真っ正面から突つっ込こんでいた。

　即すなわち……




　～～～～～～～～ッ!!




　毒性が強い上、水と混じると強烈な可燃性を含ふくむ液体に。

　そして自身が纏っていた酸素と水素の気泡が──仮想物質と共に、魔ま術じゆつ陣じんの稲妻によって着火され、爆発的に燃焼する。

　水上で強烈な爆発の光が弾はじけるのを、水面下から見上げて確かく認にんし、イオリはユーフェミアと共に再び岸を目指して泳ぐ。

　口の中で再度術語詠唱──水素と酸素を分ぶん離りすると、ユーフェミアを手招きして口づけし、酸素を分け与あたえた。今度は『初めて』ではないからか、彼女も素す直なおに従ってくれる。

　そして──

「…………！」

　水中での音は空気中よりもよく伝わる。

　轟音──いや異音にイオリが振ふり返ると、表皮を焼かれたせいか、泡あわを纏わなくなった怪かい魚ぎよが、頭部を中心に数カ所から血を流しつつ水中でのたうっているのが見えた。

　そしてその周囲に群がる──

（冗じよう談だんじゃないぞおい!?）

　十数匹ひきの──怪魚。

　一匹だけでも充じゆう分ぶんに脅きよう威いだが、こんなものが群れを成して襲ってくれば、イオリ達には打つ手が無い。のしかかってくる絶望感に喘あえぎながらも、イオリは改めて水を搔いて少しでも怪魚の群れから距離をとり、水面に顔を出した。

　ユーフェミアもあの怪魚の群れを見たらしく、青ざめている──が。

「──あれは」

　水面が沸ふつ騰とうするかの様に泡あわ立だつ。

　同時にその泡が薄うす紅べに色いろを帯びながらゆっくりと広がっていくのが見えた。

「なんだ、あれは、あれはまさか──と、共食い？」

「狂きよう乱らん索さく餌じか……！」

　現世においては、鮫さめなどに見られる異様な行動である。

　獲え物ものの血の匂においや、獲物の苦く悶もんする際に立てる音、起こす水流、そういったものが入り乱れる現場で、興奮した鮫がありとあらゆるものに子細構わず嚙かみ付く現象だ。獲物どころか鮫が周囲の他の鮫に嚙み付く事もあり、その際に流される血が益ます々ます混乱に拍はく車しやを掛けると言われているが──

「むしろ助かったのか、これは」

　イオリ達は未だ流血していない。だからあの怪魚達は、負傷した同類に先まず嚙み付きに行ったのだ。

「イオリ!!」

　既すでに岸辺に辿たどり着いていたタビタが、自身の大たい剣けん──髪かみに魔力を注ぎ込んで構成する奇髪器サムソニアを投げてきた。奇髪器サムソニアは蒼あおい、タビタの髪と同じ色の尾おを引きながら飛んで、イオリ達の傍の水面に着水する。咄とつ嗟さにこれを摑つかんで──

「いいぞ、引っ張り上げてくれ！」

「──んんんんんんんんぬッ！」

　吠ほえ声──とは若干違ちがう、唸うなり声の様なものを上げながら、水際に背を向けて走るタビタ。イオリ達の背後で何やら激しい水音が響ひびいたが、二人は今度こそ怪かい物ぶつに追い付かれる事も無く、タビタの剣に摑つかまって浅あさ瀬せまで移動する事が出来た。

「はあっ……はあっ……」

　イオリとユーフェミアは波打ち際に仰あお向むけに倒たおれながら咳せき込み、荒あらい息をつく。

　そこにタビタが戻ってきて──二人の顔を覗のぞき込んできた。相変わらずの無表情だが細かい仕草でイオリも彼女が何か言いたげなのは察する事が出来た。

「……どうした？　何かあったか？」

「分からない」

　とタビタは首を振る。

「でも、誰だれか居る様な気がした」

「……誰かって……」

　身を起こしながらイオリは周囲を見回す。

　目に入るのは、海と、砂すな浜はまと、そして近くまで迫っている山林だ。

　隠かくれられる所があるとすれば、その山林の辺りだろうが──

（ウォーレンか？　いや、しかし……）

　今此こ処こで魔術を使うウォーレンに襲われれば、少し厄やつ介かいだ。

「とりあえず……動こう……」

　ユーフェミアに手を貸して立ち上がらせながら、イオリはそう提案した。




　　　　●




　生木というものは実の所……ひどく燃えにくい。

　燃料としての薪まきも、大たい抵ていは何日も乾かん燥そうさせて水分を抜ぬいた上で使うものである。当然、その辺の樹きの枝を折ってきて火を付けても中々、上手うまく燃えてくれない。燃えても火よりも先に大量の煙けむりが出る。防虫だの防ぼう腐ふだのの為ために燻いぶすのならばそれも良いが、単に濡ぬれた衣類を乾かわかしたい、というだけの場合にはやはり生木を燃やすのはあまり適当でない。

「……枯かれ葉はの類たぐいは火の保もちが悪いしな」

　呟つぶやきながらもイオリは魔術で火を付けた枯葉に、更さらに拾い集めた枯葉を追加する。

　既に周囲は薄うす暗ぐらくなりつつあり、枯葉の上で踊おどる火は煙と共に、実に目に染しみる。

　イオリ達は現在──砂浜から少し山側に引っ込んだ辺り、山林が途と切ぎれて砂浜に切り替かわる境界とも言うべき辺りに陣じん取どっていた。

　陸上帆艇ランドヨツトを失い、物資の殆ほとんどを失ったイオリ達は、文字通りに着の身着のまま状態である訳だが……その服自体が水を吸っている為、乾かしてやらねば重いわ、動きににくいわ、おまけに体温は奪うばわれるわ、で非常に面めん倒どうな事になる。

　なので、イオリは下着一枚になって、服を乾かす為の火を維い持じしている訳だが……

「というかユーフェミア」

　肩かた越ごしにイオリは連れの女騎き士しを振り返って言った。

「──脱ぬげ」

「──い!?」

　と凍こおり付くユーフェミア。よく整った顔がひどく引き攣つっていて、まるで死し刑けい宣告でも受けたかの様だが……まあこれは仕方在るまい。今の彼女は鎧よろいの下に着る黒い肌はだ着ぎ一枚である。それを脱げという事は、全ぜん裸らになれという事で──

「イ……イオリ……」

　ユーフェミアは目を伏ふせて呻うめく様に言う。

「た、確かに、その、アータートンでは、償つぐなうなら何でもする、辱はずかしめるなら好きにしろとは……言ったが……言ったが！　その……わ……私は、は、初めてなので、その、出来れば、屋内で……ふ……普通に……」

「何の話だよ。それ、確か防ぼう刃じん用に鋼はがねの糸を縫ぬい込んであったろ。さっさと絞しぼって乾かして塩落とさないとすぐ錆さびるぞ」

　とイオリはユーフェミアの肌着を指さして言う。

「…………あ」

　言われてようやくユーフェミアは気付いたらしい。

「目を瞑つぶってろっていうなら瞑ってるよ。とにかく、俺やタビタの服と違ってそれは放ほうっておけば乾いて元通りって訳にもいかんだろ。予備も一いつ緒しよに沈しずんだだろうし」

「…………む、向こうを向いていてくれ」

　懇こん願がんするかの様な口調で言われて──イオリは目の前の火に再び視線を戻もどした。

　火が爆はぜる音に混じって、ユーフェミアが肌着を脱ぐ音が聞こえてくる。頑かたくなに視線を火に固定していると、すぐ横からユーフェミアが、脱いだ黒い肌着を焚たき火の横に置くのが見えた。どうやらイオリのすぐ後ろで、手を伸のばしている状態の様なのだが──

「──あっ!?」

　足を滑すべらせたらしい。

　次の瞬しゆん間かん、イオリの──やはり服を脱いで裸はだかの背中に、ユーフェミアが覆おおい被かぶさる様にして寄り掛かかってきた。背中越ごしとはいえ、既に薄うす布ぬのすら間に挟はさまず、彼女の身体からだが──特に胸の二つの柔やわ肉にくがイオリの背中に押しつけられる。

「お、おい!?　何を──」

「い、いや、違う、違うのだ、脚あしが滑って!?」

　などと束つかの間、ユーフェミアは慌あわてていたが。

「…………イオリ」

　ふと──彼女は力を抜いて、肌着を持っていた手を、イオリの胸むな元もとに巻いてきた。

　身を離はなすどころか、彼女はそして顎あごをイオリの肩かたにのせるかの様にして……後ろから彼にしがみついている状態である。

「指輪……失ってしまったな」

「…………」

　イオリは溜ため息いきをついた。

　現世に帰るには一人につき一つの指輪が必要だ。少なくともイオリとユーフェミアはそう聞かされていた。

　そしてイオリは怪魚に襲おそわれ、陸上帆艇ランドヨツトが壊こわされた際、自分の指輪も失っている。魔ま法ほう具ぐであるあの指輪は、水中に在っても錆びたりする事は無かろうが、怪魚が何匹も徘はい徊かいしているであろう海域で、深い水底に沈んだ指輪一つを探し出すのは不可能に近い。

「まあ何とかするさ」

「最悪の場合は……どうしても手に入らない場合には私の」

「……阿あ呆ほう」

　最後まで言わせずイオリは肩の上にのっているユーフェミアの頭を、平手で叩たたいた。

「何度言ったら分かるんだ。お前だけを此こ処こに残して行くなんて選せん択たく肢しは無い」

「………………そう、そうだな。そうだった。すまない」

　イオリの胸に巻く腕うでに少し力を込こめながらユーフェミアは言った。

「イオリ……私は……貴様が……いや貴方あなたの……」

　とユーフェミアが躊躇ためらいがちに言葉を繫つなごうとしたその時。

「──イオリ！」

　ざっ──と砂を鳴らしてイオリ達のすぐ目の前に飛び込んできたのは、言うまでもなくタビタだった。魔術を維持する必要もあって、イオリは焚き火の前から動けない為、近くの山林で枯葉拾いや食料になる野草、木の実を捜さがす作業を、タビタに頼たのんでいたのである。

「大きい木の実、見つけ………………ぬ？」

　と言葉を途と中ちゆうで途切れさせるタビタ。

　彼女は首を傾かしげて──イオリの、そしてユーフェミアの顔を覗き込む。

「イオリ？　ユーフェミア？」

「え……あ、いや、こ、これは、これは違うのだ！」

　と慌てて弁解するユーフェミア。

　イオリの背中から身を離そうとするものの、そうすると今度は隠すものも無いままに両方の乳ち房ぶさを曝さらけ出す事になると気付いたのか、改めてイオリの背中にしがみついてくる。

「単にその、脚が滑って！　錆びるから仕方なく！」

「仕方なく子作り？」

「未まだしてないっ！」

「……未だ？」

「あ、いや、それは」

　と──ぐだぐだになっているユーフェミアはさておき。

「というかタビタ、お前その格好……」

　彼女が着ていた衣服は、今も、焚き火の傍そばで乾かしている最中だ。つまり今のタビタはユーフェミアと同じく全裸──である筈はずなのだが。

「獣じゆう身しん化か……なんだよな」

「そう」

　と頷うなずくタビタの身体は……どうにも不思議な状態になっていた。

　元々彼女は、通常の棄界人ゲヘナントと異なり、獣身化しても全身が均一に獣じゆう毛もうに覆われる様な事は無い。獣毛が生じる部分と、そうでない部分が入り乱れる、斑まだらとも言うべき状態になってしまうのである。

　彼女自身はこれを『醜みにくい』として恥はじていた様だが、イオリに『醜くない』とそれを否定されてからは、割と気にせず人前でも獣身化をする様になっていた。

　今も彼女は身体の二割かそこらに獣毛を生やしている──のだが。

　単なる偶ぐう然ぜんなのか……手足の先や顔の一部に加え、いわゆる乳房の辺りや、股こ間かん、といった部分に獣毛が生えている。結果としてタビタは全裸でありながら、際きわどい部分の素す肌はだは見えない状態だ。しかしその一方で腕やら肩やらは素す肌はだのまま、鎖さ骨こつや臍へそも見えているので、何というか、むしろ乳房や股間を強調している様に見えるというか、普ふ通つうに全裸の状態よりも妙みように──劣れつ情じようが煽あおられるというか、扇せん情じよう的に見えたりして。

「なんなのだそのやらしい獣身化は……」

　とユーフェミアが呆あきれた様に言う所を見ると、女性の目から見てもこれはやはり扇情的に映るらしい。タビタ本人は恐おそらく、微み塵じんもそんな意図を──イオリの劣情を煽ろうなどという意図は、持っていないだろうが。

「…………？」

　実際『何を言っている？』と不思議そうにタビタは首を傾げたままだ。

　ちなみに今タビタは、両りよう脇わきにかなり大きな──イオリの知識で似たものを捜せば、椰や子しの実に似た、それぞれが人間の頭程ほどもある灰色の果実を抱かかえている。食べられるかどうかは割って中身を確かく認にんしてみないと分からないが……

「やらしいと思う奴やつの方がやらしい、なんて言うけどな──」

「なっ、わ、私がやらしいというのか、イオリ！」

　と胸に回していた腕を首の方に上げて、締しめ上げてくるユーフェミア。

「わ、私のどこがいやらしいというのだ！」

「どこもかしこもだよ！」

　と彼女の胸の感かん触しよくを背中に感じながら叫さけぶイオリ。まあ、傍はた目めに見れば、タビタよりも、全裸で、イオリの裸の背中に抱だき付いているユーフェミアの方が扇情的だろう。

「ああもう、いいから、腹ごしらえするぞ！」

　タビタに頷いて見せながらイオリは言った。




　　　　●




「イオリ様はユーフェミア様と御ご結けつ婚こんなさるのですか？」

　チヅルがそんな事を尋たずねてきたのは、ある秋の日の午後の事だった。

　急に体調を崩くずしたという事で、チヅルが国境警備隊隊員の任を解かれ、街の療りよう養よう院いんに入って──しばらくした後である。久々の休きゆう暇かを貰もらったイオリは、彼女の兄であるマヒロや同じく休暇を貰った同どう僚りよう数名と共に、チヅルの見み舞まいに来ていた。

　ただしその時、チヅルの傍に居たのはイオリだけだ。

　マヒロや他の同僚は何やら示し合わせたかの様に居なくなってしまい、見舞いに来たのに薄はく情じような、とイオリが腹を立てていると、苦く笑しようを浮うかべたチヅルがそう訊きいてきたのだ。

「なんでそんな話になる？」

　チヅルの乗った車くるま椅い子すを押して、療養院の中庭を歩きながらイオリは尋ね返す。

　たった二カ月ばかり会っていないだけで、奇き妙みように瘦やせ細った印象のチヅルは、ふと真顔になってこう続けてきた。

「いえ。隊長の娘むすめさんは大層、イオリ様に懐なついておられる様に見えたので」

「ありゃ懐いてるんじゃなくて、お気に入りの玩がん具ぐを面おも白しろがって振ふり回してるだけだ」

　言ってイオリは溜息をついた。

「大体、末まつ端たんとは言っても王国貴族の姫ひめと、未だ正規臣民資格も取れていない国境警備隊の雑兵が、結婚とか何の冗じよう談だんだよ。まあ、王国法の建前としちゃ可能は可能だし、あいつ自身が、昔からよくその手の冗談を言ってるけども──」

「そうですか……」

　何な故ぜか妙に残念そうにチヅルは目を伏せる。

「ですが制度としての結婚はともかく、実質として添そい遂とげる事が出来るなら、そういう選せん択たくも在りなのか……と」

「ワディンガム家令れい嬢じようの愛人ってか？　ワディンガム隊長にぶち殺されるだろ、それ」

　と慣れない茶化し方をしたのは──イオリ自身、それを考えた事もあったからだ。ユーフェミアがどれだけ本気かは知らないが、彼女ももう結婚出来る年ねん齢れいだ。最近は恥ずかしいからか、あまりイオリと結婚する、などとは言わなくなったが。

「どうして皆みな、俺とユーファをくっつけたがるんだよ」

「それは、お似合いだから、ですよ？」

　と何ど処こか陰かげのある笑えみを浮かべてチヅルは言った。

「好いた者同士が結ばれる、それが当たり前の世であってほしいと、誰だれもが思いますし」

「好いた者同士って──」

「そういう実例があればあるだけ、他の人達にも夢が見られるというものですよ」

　イオリよりも歳とし下したのくせに妙に年寄り臭くさい物言いをするチヅル。それを指し摘てきすると彼女は『イオリ様よりもほんの少し苦労していますので』などと言って笑っていたが。

「身代わり、肩かた代がわり、などと言ってしまうと少々良くない響ひびきですが。人は決して平等ではありませんし、なりたいものになれる、したい事が出来る人もそう多くありません。だからせめて夢は見たいと──自分の思い描えがいた理想を、誰かに体現して欲しいとも思ってしまう訳で」

「そんなもん託たくされてもな」

　とイオリは肩を竦すくめるものの、仲間達の気持ちは分からないではなかった。

　王国の正規臣民ではないから、難民だから、と有形無形の差別を受けた事はイオリにもある。だからこそ単純な臣民資格制度とは別に──主に感情的な面で『王国の正規臣民と対等な立場での付き合い』を夢想してしまう気持ちは、確かに、理解出来る。そしてその夢に一番近い場所にイオリが居るという事も。

「ユーファもそんな他人の夢のダシに結婚とかさせられたらたまらんだろ」

「まあそうなのですが……生きていれば大なり小なりそういう事は出てきますから」

「誰もが誰かから奪うばい、奪われ、託し、託され──か」

　以前、マヒロとチヅルがそんな事を言っていたのをイオリは覚えていた。

「まあ……ユーファがもし本気なら……」

「本気だと思いますよ」

「何を根こん拠きよに？」

「同じ女としての勘かん──と言えば、御ご納なつ得とくいただけます？」

　そう言ってチヅルは静かに笑った。

　……………………

「…………ああ」

　瞬まばたきを二度三度として──イオリは気付いた。

　夢を見ていた。昔の夢だ。現世での夢だ。チヅルが未だ生きていて。マヒロやサルディバルも生きていて。勿もち論ろん、ワディンガム隊長も生きていて。幸せかどうかはさておき、決して生きる事に倦うむ程の不幸ではなかった──ただ無心に生きる事の出来た、かつての、懐かしい日々。

「なんでこんな……」

　夢を今いま更さら見るのか。ぼんやりと半眼で夜空を見上げながらイオリは考える。いや。夢を見た理由などどうでもいい。夢ならば夢として朝まで続いて欲しかった。もう少し、未だ生きる事に素直な希望を持てていたあの時の事を、夢見ていたかった。

　なのに何故こんな時に目が覚めて──

「…………？」

　不意に、夜空の星が消えた。

「──タビタ？」

　と咄とつ嗟さに口に出たのは、以前、アータートンの街で、タビタが『夜よ這ばい』をしてきた時と似ていたからだ。夜空が遮さえぎられた。何かによって。あの時はタビタがイオリの上に──

「──ッ!?」

　殆ほとんど本能に促うながされてイオリは身を捻ひねっていた。

　タビタではない。タビタならばまさか──眠ねむっているイオリの上に、槍やりを抱えて飛び降りてくる様な真似まねはすまい。

　ざじゃッ！　──とざらついた音と共に砂含ぶくみの土に槍の穂ほ先さきが突つき刺ささる。

　一いつ瞬しゆん前までイオリの胸があった場所だ。

　イオリを夢から引き戻もどしたのは、永い実戦経験で培つちかわれた感覚だった。向けられた殺気にイオリの身体からだが反応し、危ないぞ、起きろ、と覚かく醒せいを促したのである。

「くっ──」

　イオリは毛布代わりに被かぶっていた上着を跳はね飛ばし、飛び起きて──身構える。

　武器として使っていた鋼棍ロツドは、陸上帆艇ランドヨツトと一いつ緒しよに沈しずんでしまったので、今は完全に徒と手しゆ空くう拳けんである。勿論、魔ま術じゆつは使えるが、接近戦で悠ゆう長ちように術語詠えい唱しようをしている余よ裕ゆうは無い。

「なんだ……お前は!?」

　一瞬、イオリ達の王族捜さがしを頓とん挫ざさせようと暗あん躍やくしているあの暗殺者──ウォーレンかとも思ったが、違ちがう。薄うす暗ぐらい中ではあったが、今日は月が出ているせいか、闇やみに慣れた目にはその襲しゆう撃げき者しやの姿がきちんと視認出来た。
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「棄界人ゲヘナントか……」

　それは小こ柄がらな棄界人ゲヘナントの少女だった。

　年齢で言えばタビタと同じか──少し下の。髪かみは金きん髪ぱつで、正面から見ればまるで少年の様な、短めの髪かみ型がたに見えるのだが、やはり棄界人ゲヘナントの常で、後頭部から伸のびた一際長い一ひと房ふさの髪が、手にした槍に──奇髪器サムソニアに繫つながっている。

「…………」

　まるで猫ねこの様な吊つり気味の蒼あおい眼めが、イオリを射殺さんばかりの強さで睨にらんでいた。

　日焼けしているのか、肌はだは浅黒く──小柄だが健康的な肉付きの体たい軀くに、ぴったりと輪りん郭かくの浮き出る様な、水着めいた服を帯びている。殆ど半はん裸らの状態だが、首元には布で作った花が一輪添えられており、手首には何故か此こ処こだけぞろりと妙に長い布製の『袖そで』──いや魚の『鰭ひれ』の様なものが付けられていた。実利性からのものとも思えないので、何か宗教的な意味でもあるのだろうか。この海辺に住んでいる部族──といったところだろうか。

「──ッ！」

　声にならない気合いと共に、槍を構えて襲おそってくる少女。

　イオリは改めて身を捻ってこれをかわし、槍の柄えを──穂先のすぐ下を摑つかむ。棄界人ゲヘナントは大たい抵ていが頑がん健けんな肉体を備えているが、未だ獣じゆう身しん化かしていない様だし、とりあえず武器さえ封ふうじてしまえばイオリにも勝機はある──との判断だったのだが。

「なに!?」

　イオリの手の中でくたりと槍の柄が崩れる。

（しまった、奇髪器サムソニア！）

　タビタがいつも出しっ放しなせいで、つい忘れがちになるが、奇髪器サムソニアは髪を媒ばい介かいに魔力を注ぎ込んで作られた仮想物質──いや疑ぎ似じ物質の塊かたまりだ。多くの棄界人ゲヘナントはこれをある程度まで自由に変形させられるし、出し入れも自由。故ゆえに少女は、イオリに摑まれた、と知った途と端たんに奇髪器サムソニアを消したのだ。

　するりとイオリの掌てのひらから抜ぬけていく少女の金髪。

　少女はしかし前に踏ふみ出しながらイオリに向けて跳ちよう躍やく、素す足あしの蹴けりを叩たたき込んできた。

　イオリは咄嗟に右みぎ腕うでを掲かかげてこれを防ぐも、少女は驚おどろいた事に、イオリの右腕を蹴った反動で更さらに空中に舞まい上がり、今度はイオリの頭頂部にその脚あしの踵かかとを落としてくる。驚くべき平へい衡こう感かん覚かく、身の軽さに加え、恐おそろしい程ほどの反応速度だ。

「くっ──」

　イオリは左腕を掲げてこれを防ぐも、防ぎきれず、少女の踵がイオリの左腕ごと頭に激げき突とつする。衝しよう撃げきで一瞬、視界が揺ゆれて──イオリは体勢を崩した。

「…………くおっ」

　だが倒たおれながらも──咄嗟に掌を返して少女の足首を摑む事に成功するイオリ。

「ヤッ……カッ……！」

　言葉と言うより息の塊の様なものを吐はき出しながら少女が暴れるが、イオリは摑んだ手を離はなさない。放せ、と言わんばかりに少女がもう一方の脚を蹴り出してくるが、小柄な事に加えて不自然な体勢なので、そもそもの威い力りよくが低い。二発三発と蹴りを入れてきたところを、イオリはこちらの足首も右手で摑んでいた。

「このっ……！」

　イオリは少女の両足首を摑んだままを砂地に押し倒す。

　少女は両手をばたばたと振り回していたが、体格で優まさるイオリに両足を摑まれて押さえ込まれれば、さすがに起き上がる事は出来ない様だった。

　改めて少女の髪から奇髪器サムソニアの、髪と同じ金色をした槍が生成される──が、自身の身体の下した敷じきになっているので、これを手にしてイオリを攻こう撃げきする事が出来ない。

「なんなんだこいつは……」

　とイオリが少女を睨んでいると。

「──イオリ？」

「イオリッ!?」

　少し離れた木こ陰かげで同じく休んでいた筈はずの、タビタとユーフェミアの声が聞こえた。

「ああ、タビタ、ユーファ、気をつけ──」

「な、何をしているのだ、イオリ!?」

　とこちらを指さしながらユーフェミアが半ば裏返った声で言ってくる。

「何って──」

　と言いかけて、気付いた。

　少女の両足を摑んだまま、これを左右に開き、仰あお向むけに押し倒している。しかもイオリは上半身裸はだか。つまり傍はた目めには──

「無理矢理、子作り？」

「違ちがうっ!!　こいつが襲ってきたんだよ！」

　首を傾かしげて言うタビタの言葉を悲鳴じみた声で否定するイオリ。

「どう見ても襲っているのはイオリの方に見えるのだが!?」

「性的な意味じゃなくて、殺されかけたんだよ、俺は!!　分かれよ!?」

　妙みようなところで察しの悪い二人に、イオリは泣きたい様な気持ちであった──が。

「……なるほど、理解した」

　とユーフェミアが肌はだ着ぎ一枚のまま、これだけはいつもと変わらず腰こしに吊っていた剣けんに手を掛かけながら言う。タビタも気付いたのか──奇髪器サムソニアの大剣を手にユーフェミアと背中合わせに身構えた。

　薄うす闇やみの中に光る……何なん対ついもの獣の眼。

　いや。それは獣の眼などではなく……

「……五人か」

「それと一頭」

　ユーフェミアの呟つぶやきに──タビタが更に付け足す。

　いつの間にかイオリ達を取り囲んでいるのは、最初に襲ってきた少女と同様、褐かつ色しよくの肌をした棄界人ゲヘナントの娘むすめ達五人と……奇き妙みように人間くさい顔をした、巨きよ大だいな一頭の獣だった。

「…………」

　イオリは眼を細める。

　五人の棄界人ゲヘナントは、恐らくイオリが押さえつけている少女の仲間だろう。何な故ぜ若い女ばかりが五人なのかは分からないが、いずれも棄界人ゲヘナントで奇髪器サムソニアを持っている事に加え、既すでに獣身化もした状態だ。女だからといって侮あなどるのは愚おろかな行こう為いだろう。そもそもその辺の男よりも遥はるかに戦せん闘とう力の高い女というものを、イオリはそれこそ何人も見てきたし、実際、彼の左右に居るのはその典型例だ。

「……なのに襲い掛かってこないのは、俺がお前を押さえているからか」

　イオリは少女の両足から手を離す。

　途端、少女は跳ねる様にして起き上がってぶるりと身を震ふるわせる。獣身化が始まりその全身の体毛が瞬またたく間に濃こさを増し──だがそれが完かん了りようする前に、その首に左右から鋏はさみの如ごとく二本の剣が突きつけられた。

　タビタとユーフェミアである。

「…………」

　少女は、タビタとユーフェミアに交こう互ごに眼を向けて睨んでから──脱だつ力りよく。

　獣身化は途と中ちゆうで中断され、その姿は元に戻っていた。

「～～～～ッ！」

　少女がタビタの方を見て何事か叫さけぶ。

　単なる威い嚇かくの吠ほえ声ではなく、何かの言葉の様だが──

「こっちの言葉か。何て言ってるんだ？」

「……堕だ天てん使しに尻尾しつぽを振ふる愚か者、と言っている」

　とイオリの問いにタビタは無表情のまま答えた。

「……ああ。嫌けん天使派ってやつか……？」

　目の前の少女だけでなく、周囲から注がれる殺気の籠こもった視線を感じながらイオリは呟いた。どうやら、この少女の部族は天使を──現世人を嫌っているらしい。その存在は何度か耳にしていたが、嫌天使派の棄界人ゲヘナントと出会うのは、初めてだ。

　イオリ達を襲ってきたのは単に嫌天使派だからか。だがイオリの側としてはこの少女の部族と戦う理由は無い。さて、どうしたものかと考えていると──

「……カエセ」

　それが少女の言葉だと気付くのに、一瞬、イオリは時間を要した。

「カエセ、セイナル、シマ」

　少女はイオリの方を睨みながらそう言ってきた。

「……なに？」

　この少女は何を言っているのか。

　イオリはタビタの方に眼を向けるが、彼女も小さく首を傾げるだけだ。

　どうやら、嫌天使派だけあって、現世の言葉にはあまり通じていないのだろう。タビタもかなりぶつ切りで片言だが、母親が現世人だった事もあってか、発音は比ひ較かく的綺き麗れいである。対してこの少女は明らかに発音も妙だが──むしろこの少女の方が棄界人ゲヘナントとして標準なのかもしれない。

（いや、しかしそれならそもそも言葉なんて覚える機会も無いだろうに？）

　何か妙な感じがしたが──今はそこにこだわっている場合でも無かろう。

　多少ぎこちなくとも直接、意思の疎そ通つうが出来るならむしろ有り難がたい。

「セイナル、シマ、カエス、コロス、イタミ、ナイ」

「……何だかよく分からないが、脅おどされてるのか、これ？」

　とイオリは呟き──改めて少女の貌を覗のぞき込んで言った。

「セイナルシマ……聖なる島、聖地か。ひょっとして、あれの事か？」

　とイオリは水平線の辺りに見える小さな島とその上にそびえる尖せん塔とうを指す。

「返せって事は、奪うばわれたのか。誰だれに？」

「～～～～～ッ！」

「とぼけるな、と言っている」

　タビタが少女の言葉を通訳してくれる。

　どうやら、この少女とその仲間達は、『聖なる島』を何者かに奪われ、殺気立っていたところに、イオリ達を見つけ、その『聖なる島』を奪った者達の仲間だと考えたらしい。

（それはつまり──）

　イオリ達以外の『罪人』か。

「チチ、ハハ、カタキ、ナカマ、カタキ！　コロス、ワガナ、カチヤ、カケテ！」

「…………いや、ちょっと待て、俺達は」

「コロスッ!!」

　そう叫ぶと同時に──どうやらカチヤという名の少女は不意に、唇くちびるを尖とがらせて口笛を吹ふく。それが一体何の合図かとイオリ達が眉まゆを顰ひそめたその瞬しゆん間かん──

「──ッ!?」

　砂を蹴け立たてて、あまつさえ近くに居たカチヤの仲間である筈の娘二人も跳はね飛ばす様にして、一番後ろに控ひかえていた巨大な獣けものがイオリ達の方に突とつ進しんしてきた。

　いや。それは──

「なんだこれはっ!?」

　ユーフェミアが驚いて叫ぶのも当然だった。

　獣ではない。鳥でもない。それは明らかに魚だった。魚の形状をしていた。

　あろう事か、魚が、鰭ひれで砂を跳ね飛ばし、自らは飛び跳ねながら、突つっ込んでくる。その動きはまるで兎うさぎか何かの様で、遠目に見ていれば愉ゆ快かいかもしれないが、牛馬よりも、熊くまよりも巨大な魚が口を開いて突進してくるのを間近に見れば、笑うどころの話ではない。

「──!?」

　人ひと質じちなど見えていないかの様なその勢いに、思わず怯ひるみ、飛び退のくユーフェミアとタビタ。刃はが僅わずかに離れたその瞬間に、カチヤは身を沈しずめながら再び槍やりの奇髪器サムソニアを生み出すと、これを手に──タビタに先まず襲おそい掛かった。

「──む!?」

　回転しながら叩き付けられる槍の穂ほ先さきを、タビタが大剣で受け止める。

　だが怪かい魚ぎよの突進に怯んでいたせいか──タビタは大きく姿勢を崩くずしていた。

「タビタ!?」

　イオリとユーフェミアの方に突っ込んでくる怪魚。ユーフェミアは剣を構え直すと、イオリを押しのける様に、いや庇かばう様に前に出て、怪魚に相対するが──

「よせ、ユーファッ！」

　イオリがそう叫んだのは──殆ほとんど勘かんだった。

「──!?」

　咄とつ嗟さにイオリの言葉に反応し、怪魚の脇わきに飛び退くユーフェミア。

　次の瞬間、怪魚の巨大な口が素す早ばやく開閉し、打ち合わされる牙きばが火花を散らす。その小さな小さな火は──次の瞬間には急激に成長し、炎ほのおとなって吹き付けられた。

「なにっ?!」

　驚おどろきながら更さらに飛び退くユーフェミア。

　幸い、砂地に吹き付けられた炎は、何ど処こにも延焼する事は無かったが──

「熱っ……!?　火──火を噴ふく!?」

「相手が悪い、退ひけ！」

　そう叫びつつ──イオリは怪魚の火を噴く仕し掛かけについて、見当がついていた。

　棄界人ゲヘナントの奇髪器サムソニアや獣身化も含ふくめ……棄界ゲヘナの大型動物は、イオリ達の様な多た彩さいな魔ま術じゆつは使えないが、代わりに魔力を体毛や表皮に込めて各種特有の能力を発揮する。

　体毛を高速振しん動どうさせて地に潜もぐる地竜や槍やり鴉がらす、仮想物質としての粘ねん液えきを分ぶん泌ぴして斬ざん撃げきや刺し突とつを逸そらす暗竜、体毛を人間の神経に差し込んで身体機能を乗っ取る塚つか鼠ねずみ……扱あつかいこそ違ちがえど、これはつまり、学んで覚える技術ではなく、生来の能力として行使される魔術だ。

　そして恐おそらくこの怪魚は、イオリが先におぼれかけたユーフェミアにしたのと同様、その表皮に触ふれている水を分解して、水素と酸素を生み出す事が出来るのだ。

　勿もち論ろん、水から離はなれていれば、そう何度も火を噴く訳にはいくまいが、もしこの怪魚が水素を体内に溜ためておく事が出来るなら、何度も火か炎えん放射が可能かもしれない。射程は短いだろうが、『飛び道具』を持っているこの怪魚を剣で倒たおすのはかなりの難事だ。

「──サホマサテマ、サイイ、サホマ、サテヤ、サイコ、サホマ、サテマ、サイオ」

　イオリは右手を掲かかげながら口早に術語詠えい唱しよう。

「疾とく顕あらわれよ！　我が思し惟いに従いて！　仮かり初そめなれどここに顕れよ！　雷かみなりの力を秘ひめし石灰、八面の格こう子しに五十と六を数えし元素を捉とらえしもの、今ここに顕けん現げんせよ！」

　魔術の発動と同時に怪魚の身体からだの下──砂すな浜はまがざわめく。

　ユーフェミアを追って小さな跳ちよう躍やくを実行した怪魚は……しかし次の瞬間、びくんと身を震わせて動きを止めた。

（塩水に濡ぬれた身体にゃよく効くだろ──雷らい気きは）

　ある種の物質は、強く圧力を掛ける事で小規模ながらも稲いな妻ずまを発する。

　巨きよ体たいで飛び跳ねるあの怪魚の、着地点にその種の仮想物質を敷しき詰つめてやれば、着地の瞬間にその稲妻が濡れた巨体を這はい回る事になる。一いち撃げきで殺す様な強力なものではないにしても、恐らく初めての感覚にあの怪魚も戸と惑まどって動きを止めたのだ。

　一方──

「──ぬっ！」

　タビタはタビタで、カチヤを相手に苦戦していた。

「カアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　吼ほえながら、猛もう烈れつな勢いで槍を繰くり出すカチヤ。

　体格という意味ではカチヤの方が若じやつ干かん小こ柄がらだが、武器の間合いはカチヤの方が大きい。しかも攻こう撃げきが突き主体という事もあって、薙なぎを基本とする片かた刃ばの大たい剣けんが得え物ものであるタビタよりも、手数が多いのだ。

　タビタの側には、カチヤに対する敵意があまり無いのも影えい響きようしているのだろう。

　カチヤがイオリを襲ったのもどうやら勘かん違ちがいらしいとタビタは気付いているし、それ以外にタビタがカチヤを敵視する理由が無い。突っかかってくるから仕方なく、といった感じの対応であるせいか、激げつ昂こうしているカチヤに、タビタは押され気味だった。

　立て続けに繰り出される槍の突きを捌さばいていくタビタ──だが。

「──！」

　カチヤの全身が獣じゆう毛もうを帯びて一回りその身体が大きく膨ふくれあがる。獣身化だ。

　そして次の瞬間、今までに増して強きよう烈れつな速度で突き出された槍が、タビタの大剣の真ん中に突き刺ささり──甲かん高だかい音と共に、これを砕くだき折っていた。

「むっ──」

　さすがに跳とんで下がるタビタ。

　折れた大剣の半分は、空中で魔力が抜ぬけて消しよう滅めつ。残る半分から──まるで骨が露ろ出しゆつするかの様に、半はん透とう明めいの長ちよう剣けんが生えているのが見えた。

　王権器レガリア。そう呼ばれる……王族にのみ顕現させる事が可能な奇き跡せきの道具。

　多くの場合にそれは剣の形をとるといわれるが──

「…………!?」

　恐らく初めて見るその半透明の剣を警けい戒かいしたのだろう──追撃せずに身構えるカチヤ。「タビタ!?」

　怪魚から距きよ離りをとりながら彼女の所に駆かけ寄るイオリとユーフェミア。

「──大だい丈じよう夫ぶ」

　そう言ってタビタは大剣を一ひと振ふり──瞬またたく間に奇髪器サムソニアは修復されていた。

　山林側に退いて集まったイオリ達三人と、海側に並んだカチヤとその仲間五人と、そして──怪魚。どちらも相手の戦う力を推おし量りきれずに、迂う闊かつに仕掛けられない状態だ。

「オマエ、ナニモノ？」

　と獣身化状態のカチヤがタビタに尋たずねてくる。

　奇髪器サムソニアはともかく、その芯しんとなっていた王権器レガリアは、棄界人ゲヘナントには謎なぞの武器だろう。

　カチヤの左右に並ぶ娘むすめ達も、表情こそ見えないが、いずれも警戒しているのだろう、隙すき無く身構えている。

　そして──

「おいおいおいおい、マジか。マジなのか。マジなんだな」

　不意に──イオリ達でもカチヤ達のものでもない声が割り込んでくる。

「──!?」

　声の主を捜さがして視線を左右に走らせるイオリ。

　次の瞬間──とん、と、まるでその辺の階段を下りるかの様に軽い動作で、イオリ達の目の前に着地する人ひと影かげが一つ。

　長なが柄え戦せん斧ぷを背負い、硬こう革かく鎧よろいを帯びた、中年男だ。

　四角い顔に無ぶ精しよう髭ひげを生やした、いかにもむさ苦しい感じの人物だが──

（こいつ、今、何処から現れた!?）

　何処かから跳躍してきたのだとしても──そもそも人間の脚きやく力りよくでどうにかなる距離にこんな男の姿は無かった筈はずだ。いきなり虚こ空くうから出現したとしか思えない唐とう突とつ振りだった。

　一体何者なのか。イオリが戦せん慄りつを覚えながら身構えていると──

「あー。おい、そこの」

　そう言って中年男がイオリを指さしてくる。

「お前も密命を帯びた罪人の一人、だよな？」

「…………お前もか」

　とイオリは眼めを細めながら、男を見る。

　手には分厚い手て袋ぶくろを塡はめているので、指輪の存在は確かく認にん出来ないが──

「褒ほめてやるぜ。褒めてやる。褒めてやるとも。よく見つけたな、王族の末まつ裔えい」

「…………」

　イオリは横目でタビタを一いち瞥べつする。

　恐らく──先に奇髪器サムソニアの中から現れた王権器レガリアを見られたのだ。

「俺についてこい。来るんだ。来いよ。現世に帰るための『約束の地』はあそこだ」

　そう言って中年男が指さすのは、やはり──あの島だった。

「ついてこい？」

　イオリは眼を細めて言った。

「先に俺達が、俺達がな、俺達が『約束の地』を確保しておいてやったんだよ。感謝しな。感謝しろよ、感謝。原住民共が何やら崇あがめ奉たてまつってやがってな、余よ所そ者ものは近づけさせない、なんてほざきやがるから、まあ──」

　中年男はにたりと歯を剝むいて笑う。

「面めん倒どう臭くさい奴やつ等らは、適当に片付けておいた。食い残しはあるみたいだがな？」

　と言って中年男が見み遣やるのは、カチヤ達だ。

（要するに、自分達は『約束の地』で待ち構えておいて、他の王族の末裔を見つけてきた誰だれかに乗っかる積もりだったか──あるいは横からかっさらう積もりだったか）

　王族捜しの密命を帯びた十二人の罪人は、その能力の高さから選ばれた様だが──それ以前に文字通り彼等が犯罪者であるという事に変わりはない。つまりこの中年男もまた、元々は棄界ゲヘナ送りに処せられる様な重犯罪者だという事である。

　他人の手て柄がらを横取りする事に対して、何の躊ちゆう躇ちよも無い様な奴やつでも、驚くには値あたいすまい。

（それに……俺の指輪が事実上失われた今、こいつか、こいつの所に居るであろう仲間から指輪を奪うばうしか、タビタやユーフェミアと一いつ緒しよに現世に帰る方法は無い……か）

　そう考えれば、此こ処こで一度は恭きよう順じゆんの意を示して油断させておく方が賢かしこい……後から指輪を奪う隙も見つけやすい、とイオリが考えた、その時。

「～～～～～～～～～～ッ!!」

　吼えた。カチヤだ。

　猫ねこの様なその双そう眸ぼうを怒いかりに血走らせて、騎き馬ばにするが如ごとく怪かい魚ぎよの背に飛び乗ったカチヤが──そして五人の娘達が、中年男に向かって突つっかかっていた。

　先の中年男の言葉といい、カチヤ達の反応といい、恐らくカチヤの両親や部族の者達を、この中年男とその仲間が大量に殺したのだろう。イオリ達を襲おそってきたのが若い娘達ばかりなのもこれで合が点てんがいった。戦える様な年ねん齢れいの、あるいは健康な男は、全すべて先に殺されていたのだ。

「カアアアアアアアアッ!!」

　更に──カチヤから一いつ瞬しゆん遅おくれて、獣じゆう身しん化かした状態の娘達が一いつ斉せいに飛びかかる。

　上下左右に逃にげ場無し、後ろに退くしか奇髪器サムソニアの猛もう攻こうをかわす術すべは無い──と、イオリは思ったのだが。

「おいおい、馬ば鹿かか。馬鹿だな。馬鹿だった」

　中年男は──前に出た。

　長柄戦斧は刃は部分が複雑な形状をしている為ために、突き用の武具としても使える──槍やりの様な使い方も出来る。中年男は同時に、包囲するかの様に飛びかかる獣身化した娘達の中から、正面の一人を選んで、これに躊躇無く──神速の突きを放っていた。

「がっ……！」

　長柄戦斧の刺突用突とつ起きを鳩みぞ尾おちに喰らって、空中に縫ぬい止められる棄界人ゲヘナントの娘。

　だが中年男はそのまま砂地を蹴けって更さらに前に出る。カチヤと、そして他の四人の奇髪器サムソニアは中年男に食い込んだと見えて、その実、残像を斬きっただけだった。

　この中年男は、一瞬にしてカチヤ達の包囲攻撃の中から、一番、斃たおしやすい相手を選んでそこに攻撃を集中させる事で、他の者の攻撃をかわした──手て薄うすな所に己おのれの武器をねじ込む事で、強ごう引いんに隙を作り出したのだ。

　白兵戦技能の相当な熟練者である。

　ユーフェミアも相当な技量を備えているが、この男のそれは……恐らく桁けたが違う。

「がっ…………」

　腹を突かれ、長柄戦斧に縫い止められたまま、血を吐はいて痙けい攣れんする棄界人ゲヘナントの娘。

「やっぱケダモノだな。お前等、大の男が寄って集たかって俺等に仕し掛かけてきて、皆みな殺ごろしにされたの忘れたのか？　忘れたんだろうな、忘れたんだろ、しょうがねえな、馬鹿だから」

　中年男は嬉うれしそうに笑うと、長柄戦斧を振ふって棄界人ゲヘナントの娘を振り捨てる。血の雫しずくを撒まき散らしながら吹ふっ飛とんだ娘は、嫌いやな音を立てて近くに生えていた樹きの幹に激げき突とつし──動かなくなった。

「だが俺は誠実だからよ。誠実なのさ。誠実でよ」

　中年男は背後のカチヤ達を振り返って長柄戦斧を構え直しながら笑う。

「男も女も若いのも年寄りも、差別はしねえよ？　ケダモノだって馬鹿だって、全員等しくお肉で、全員等しく、ぶち殺せば紅あかい血が流れるんだ。いいねえ、全員愛めでてやるぜ、とっとと赤い花になりな？」

「き……貴様……」

　と明らかに戦慄の表情を浮うかべるのはユーフェミアである。

「その物言い、まさか〈武術タクテイカル鬼・オーガ〉──ジャレッド・スケルディングか！」

「おお、知ってたかい」

　とユーフェミアの叫さけびに応こたえて中年男は朗ほがらかに笑う。

「〈武術鬼〉──……」

「イオリが官かん吏りに捕つかまった直後に、やはり捕まった男だ」

　とユーフェミアは剣を構えながら言った。

「庶しよ民みんの出だが、有力貴族の剣けん術じゆつ指南役として取り立てられていた一人で……」

「……知ってる。試合に出れば必ず相手が死ぬってんで、有名だったからな」

「試合以外にも陰かげで何人も殺していたらしい。殺さつ人じん鬼きだ」

　ユーフェミアの表情と口調には、はっきりと嫌けん悪お感が滲にじみ出ていた。

「人聞きの悪い事言うなよ。俺は武術家なんでな。武術の力量を維い持じするにゃ、人間を斬る、殴なぐる、折る、絞しめる、そういう感覚を忘れちゃいけねえんだよ。死体でもいいんだが、生きている人間の肉は、締しまるからな。屍しかばね斬きるのとはまた感覚が違ちがうんだよ。だから定期的に、修練に励はげんでたんだがねえ。間違って貴族の子し弟ていを斬っちまってな」

　男は──ジャレッドは言った。

「難民や庶民の時にはろくに調べもしなかった官憲が、点数稼かせぎか、犯人捜しに躍やつ起きになりやがってなあ……迷めい惑わくな話だぜ、まったくよ」

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　黙だまれ、と言わんばかりに吼ほえながら、怪魚に乗ったカチヤが襲い掛かかる。

　怪魚は空中で歯を嚙かみ合わせ、口から炎ほのおを吐く──が。

「──ッ！」

　全身を炎に巻かれながら、しかし、ジャレッドは全く怯ひるまず、むしろ鋭するどく猛たけ々だけしい呼気を迸ほとばしらせながら、前に出ていた。精気を漲みなぎらせたその身体からだで炎を突き破り、炎が燃え移るのも許さず、跳ちよう躍やくして、怪魚の上のカチヤに迫せまる殺人鬼。生木が燃えにくい様に、人体はそう簡単に燃えたりはしない。

「──！」
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　怪魚の背中で硬こう直ちよくするカチヤ。

　咄とつ嗟さに槍が空中のジャレッドを迎げい撃げきすべく旋せん回かいするが、しかし決定的に遅おそい。

　ジャレッドは長柄戦斧の石いし突づき部分で彼女を怪魚の背中から叩たたき墜おとし、そのまま横に着地──即そく座ざに起き上がろうとした彼女の背中を、長ちよう靴かで踏ふんづけた。

「さて。次は首を斬り落とす修練だ」

　そう言ってジャレッドが長柄戦斧を振り上げ──

「…………って何の真似まねだ、お前？」

　と振り返って尋ねたのは、イオリに対してである。

　イオリが魔ま術じゆつで生成し、ジャレッドのすぐ目の前に張った一本の──極ごく細ぼその鋼はがねの糸に気付いたのだろう。術語詠えい唱しようの声は聞かれないように抑おさえていたし、糸そのものは目に見えない程ほどに細い筈だが……重りとして飛ばした先せん端たんの小さな鋼こう片へんか、あるいは糸に込こめたイオリの殺気の方に気付いたのかもしれない。

「いや、俺も修練しようかと思ってな。首を斬り落とす技わざのさ」

「はっは、いい心がけだ、お前、いいよ、いいなあ、お前」

　ジャレッドは眼を細めて──言った。

「だが馬鹿か？　何、ケダモノ庇かばってんだよ。先に見てたが、こいつぁ、お前を襲った敵だろうが？　それともなんだ？　女子供は敵でも許してあげましょうってか？」

「そんなつもりはないんだが」

　イオリは眉まゆを顰ひそめて言った。

「どうにもお前みたいなのが、嫌きらいっていうか、気持ち悪くてな」

「ほうほう。そうか。まあそういう奴はよくいるよ」

　ジャレッドは頷うなずいてから──長なが柄え戦せん斧ぷを振る。

　彼の文字通りに目と鼻の先に張られていた鋼糸は、その一いつ閃せんで見事に両断されていた。

　ジャレッドはカチヤを踏んづけたまま、イオリの方に向き直る。

　イオリまではおおよそジャレッドの歩ほ幅はばで六歩か七歩。単にその長柄戦斧で攻こう撃げきするなら四歩といった所か。ジャレッドがカチヤを殺すのを諦あきらめれば、一瞬で詰つめられる距きよ離りである。そしてイオリには長柄戦斧と打ち合える武器が──無い。

「…………」

　イオリの前にタビタが大たい剣けんを構えて歩み出る。

　ジャレッドがどれだけ強いかは、この短い時間でもはっきりと分かっているであろうに、しかし彼女は臆おくする様子が無い。接近戦は自分の担当、とばかりにタビタはイオリを自分の背中に庇う様に立った。

「イオリ──」

　一瞬遅れてだがユーフェミアもイオリの隣となりに立った。

　それを見て──

「おう。この人を斬るなら先に私をってか。健けな気げだねえ。健気だ。実に健気。ケダモノのくせにな。やっぱり王族の血が入ってるからか？」

　ジャレッドは笑いながら言い──次の瞬しゆん間かん、後方へ滑すべる様に退いていた。

　四人の棄界人ゲヘナントの娘むすめ達が一斉に飛びかかったからだ。一瞬前までジャレッドが立っていた所に、髪かみの毛の尾おを引きながら四本の槍や大剣が突き刺ささる。

　更に──

「アニセトッ!!」

　カチヤが吼える。娘達が剣や槍を引き抜ぬいて左右に散開──そこへ入れ替かわる様にして、あるいは駄だ目め押おしの様にして、怪魚が突とつ進しんし、火を噴ふいた。

「おっと。そう何度も焼かれちゃたまらんわな」

　笑いさえ含ふくんだ声でそう言うと、火か炎えんを避よけて、更にジャレッドは空中に高く高く跳躍。

　そして──

「──!?」

　落ちてこない。

　長柄戦斧の殺人鬼は、平然と空中に立っていた。

「ど、どういう理り屈くつ──」

　とユーフェミアがイオリの方を振り返って尋たずねてくるが、イオリにも分からない。

　魔術の類たぐいではないと思うが、では何かと問われれば、答えられなかった。

「まあいい。修練はまた今度だな。それよりその娘、王族の血を引いてるケダモノ、後でもらいに来るからな？　大事に飼っておけよ？」

　ジャレッドはそう告げると、くるりと空中で身を翻ひるがえす。

　次の瞬間、その姿は夜空に溶とけるかの様にして、消えていた。

「…………」

　眉を顰めて夜空を見上げるイオリ。

　出現と同じく全く唐とう突とつで脈みやく絡らくが無い。イオリが知る限りジャレッド・スケルディングという男は魔術師でも何でもなかった筈はずだし、魔術でもこんな奇き怪かいな芸当が出来るとは思えない。もし出来るとすればそれは──

「イオリ……」

　どうする、と問いたげにユーフェミアが声を掛けてくる。

　乱入してきたジャレッドは去ったが、イオリを最初に襲おそってきたカチヤとその仲間、怪魚は未だ健在だ。

「どうしたもんかな」

　若じやつ干かんの困こん惑わくで殺気の濁にごった視線を受けながらイオリはカチヤ達の方に眼めを向けた。

　カチヤを庇った事も含め、イオリがジャレッドと対立していたのはカチヤ達にも分かっただろう。言葉は分からずともジャレッドがイオリに対して何か文句を言っていたのは、察する事が出来た筈だ。

　どうやら……棄界人ゲヘナントの娘達は対応を決めかねているらしい。

　頭目格らしきカチヤもジャレッドに踏まれた背中が痛むのか、身体こそ起こしているものの、砂すな浜はまに座り込んだまま──だ。

「本当、どうするよ？　未まだやるか？」

「…………」

　イオリに問われて、カチヤが──その猫ねこの様な蒼い眼を困惑気味に瞬しばたたかせた。








第二章　決けつ闘とう次し第だい









『塔とう』の最上階にはたった一つの部屋しか無かった。

　いや。そもそもそれは本当に『塔』なのかどうかも怪あやしい。人間の造った建築物であるかどうかすら定さだかではないのだ。既き存そんの単語や概がい念ねんの中で最も近いものが『塔』というだけの事だった。

　元より中は、人間が住む様な造りにはなっていない。

　他と区切られた空間──曲がりなりにも部屋と呼べる様な構造は、その内部に一つしか無く、最上階のそれ以外は、地上からそこまでを延々と繫つなぐ螺ら旋せん階段ならぬ螺旋傾けい斜しや路ろで全て占しめられていた。

　壁へき面めんには継つぎ目らしい継ぎ目も無く、人工的な加工の跡あとも一いつ切さい無い。その一方で自然に出来上がった『地形』と呼ぶには、それはあまりに規則的でかつ単純な構造をしている。完全な球体や円柱、立方体、直方体の類がまず自然の風景には見当たらないのと同様、その形状はあまりに不自然だった。

「ジャレッド。少々お遊びが過ぎないか？」

　最上階の奥──そこに凝こごる闇やみを見つめながら振ふり返る事も無くエイベルはそう問うた。

　丁度、『空間回かい廊ろう』を通ってジャレッドが戻もどってきた──その瞬間の事である。

「わざわざ『空間回廊』を使っておいて、王族の末まつ裔えいを連れてくる事も無く、手ぶらで戻ってくるなど。何がしたかったんだね、君は？　単に気分転てん換かんのケダモノ殺しかな？」

「悪いね、悪い、悪かった」

　とジャレッドは肩かたを竦すくめる。

「ケダモノ共だけならどうとでもなったんだがな。あの二人居た現世人の片方……ありゃちょっと、まずそうだったんでな」

「君がそう言うという事は……魔術師か」

「いや。多分ありゃ──サイラスと同じ魔術猟りよう兵へいだ。しかも実戦豊富な国境警備隊だろうな。魔術師よりも身軽だし、自分の身を守れる程度には前線でも戦える。一対一ならいくらでも殺やれるが、他の連中にかかり切りになって少しでも眼を離はなすと、思ってもみなかった距離と方角から魔術攻こう撃げきを食らう。中ちゆう途と半はん端ぱな兵種だが、敵側に一人混じってると面めん倒どうな相手だよ」

「……魔術猟兵か。なるほど」

　エイベルは眼を閉じると──不意に声の調子と向ける方向を変えて言った。

「……ゲルトか」

「はい。ヨーク様」

　最上階に繫がる傾斜路。そこを上って姿を現したのは……棄界人ゲヘナントの男だった。

　髪には白いものが多く混じる事からして、年の頃ころは初老の域か。

　だが枯かれた雰ふん囲い気きなど微み塵じんも無く、恐おそろしく大おお柄がらで厳いかつい。全身を褐かつ色しよくの肌はだで覆おおわれ、太い縄なわを幾いく重えにも巻き付けたかの様な筋肉がひどく威い圧あつ的だった。肩かた幅はばも胸の肉厚も、エイベルやジャレッドより一回り、いや二回りは上だ。

　そのくせ、動きは奇き妙みように滑なめらかで、体重を感じさせない。

　顔に幾いくつか大きな疵きず痕あとが残っているが、これでよく生きていたものだと感心する様な代しろ物ものである。一つは左眼を跨またぐ様にして額から頰ほおまでに刻まれた刃は物もの傷きずで、傷周りの肉の凹おう凸とつからして斬きり付けられた上に、抉えぐられたのだと分かる。

　如い何かにも幾いく多たの死線をくぐり抜けてきた歴戦の戦士、といった風ふ情ぜいだが──

「お食事をお持ちしました」

　とゲルトが言って、葉で編んだ皿の上に木の実や焼いた魚などを載のせて差し出してくる。

「……そこに置いておけ」

　エイベルはやはりゲルトを振り返りもせずにそう告げる。

「──は。スケルディング様は如何いかがなさいますか？」

「おお。俺の分も持ってこい」

　言ってから──ジャレッドは、ふと何か思い出した様子でこう続けた。

「ゲルト。お前が言ってた通りだったな。あの三人の中の、棄界人ゲヘナント……あれが王族の末裔だったみてえだ。ちらっとだが、王権器レガリアを確かく認にんした」

「……私の進言が正しかった事、お認めくださいましたか。ありがとうございます」

　ゲルトの口調はひどく淡たん々たんとしていて、そこに感情らしきものはあまり見えない。

　謙へりくだった物言いをしているが、殊こと更さらに媚こびへつらう様な様子も無かった。

「では、私はこれで」

　そう言って巨きよ体たいを半分に折るかの様に一礼して、再びゲルトは傾斜路の方に消えていく。

　その姿を見送ってから──

「ヨークの旦だん那な」

　ジャレッドは顔をしかめて言った。

「前から不思議だったんだがね。あんなケダモノ野や郎ろう、何ど処こで拾ってきた？　──っていうか何であんたが、あんなの連れてんだ？」

「なんで、とは？」

「あんた、棄界人ゲヘナント嫌ぎらいだろうに？」

　そう言われて──エイベルは、切れ長の両眼を瞬かせながらジャレッドを振り返った。

「棄界人ゲヘナント嫌い？　私が？」

「ケダモノって──あんたが言い始めたんだろうに」

「ああ。此こ処こを守っていた部族の事かい？　勿もち論ろんあれはケダモノだよ。対してゲルトは違ちがう。あれはケダモノではない。家か畜ちくだ。私に従順だし役に立つからね」

「…………家畜」

　ジャレッドは僅わずかながら呆あきれた様な表情を浮うかべて言った。

「好きも嫌いも無い。役に立つから使っている。こちらに従うから使っている。牛や馬と同じだよ。家畜を──下々を正しく搾さく取しゆするのは、上に立つ者の義務だからね」

「ま……そうだったな、あんたは」

　肩を竦めるジャレッド。

「あんたはそういう奴やつだった」

「ああ。私はこういう奴だよ。貴族だからね」

　そう告げるエイベルの表情は──むしろ世の真理を説く僧そう侶りよの如ごとくに穏おだやかだった。
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　村は──山林の中に在った。

「…………ここは」

　イオリは先を歩くカチヤ達の背中から左右に視線を転じてみる。

　この辺りの木々はタビタ達の村が在った森とは、植物相そのものが異なっている様だった。小山の如き規模の巨きよ大だい樹じゆは見当たらず、生えている木々の形──葉や枝えだ振ぶりも異なっている。潮風の影えい響きようなのか、それとも山やま肌はだの傾斜や土ど壌じようの問題なのか、あるいは気温や湿しつ度どの問題なのか……ともあれこの辺りには独特の植物が生えている。

　カチヤ達の村も、タビタ達の村の様な、木々にぶら下がったり寄り添そう様な形ではなく、むしろ沢さわの──細い川の近くの地面に、天幕の様な、木の骨組みと布の屋根を持った家を幾つも建てて、暮らしている様だった。

「ここまで案内してくれるって事は……とりあえず『敵』じゃないと理解してくれたのかもな……」

「……そう願う」

　と未まだ緊きん張ちようを解いていないユーフェミアが呟つぶやく様に言った。

　浜はま辺べでの乱戦の──後。

　しばしの睨にらみ合いを経てから、カチヤとその仲間達はイオリ達に対し『ついてこい』と告げて歩き出した。勿論、直接ではなくタビタの通訳越ごしにではあったが。

　武器も食料も殆ほとんどを失ったイオリ達は、とりあえずカチヤ達についていく事を選んだ。

　未いまだにカチヤ達の眼からは、イオリ達に対する敵意の色が消えてはいないが……それは恐らく感情的なものだろう。理性ではイオリ達と戦う必要は無いのだと──イオリ達はジャレッド達とは異なる勢力なのだと理解してくれている様だった。

　その意味ではジャレッドの乱入はむしろ、イオリ達にとっては助けになったとも言える。

　そして──

「…………」

　カチヤがイオリ達を連れてきたのは、集落の端はしの──広場だった。

　木や草を刈かり大きめの石や木の根を取り払はらって、一定の広さの平らな地面が確保されている。そのままの土ではなく、乾かわいた白めの砂が敷しき詰つめられているのは、浜辺から持ってきた為ためだろうか。

　恐らく村で何か共同作業をしたりする為の場所なのだろう。

　その真ん中に立ってカチヤはイオリ達を睨んでくる。

　カチヤの仲間の娘むすめ達も、ジャレッドに殺された一人を、二人が抱かかえて何処かに運んでいったが……残る二人はカチヤの左右に立ってイオリ達を睨んでいる。ちなみにアニセトとカチヤが呼んでいた怪かい魚ぎよは、さすがに此こ処こまでついて来てはいない。陸上で活動出来るといっても魚は魚──あまり水辺から離れるのはまずいのだろう。

「……イオリ、囲まれて」

「分かってる」

　ユーフェミアに言われるまでもない。

　広場を取り囲む様に、木々の間から、あるいは天幕の間から、数十名の人ひと影かげが湧わいて出てくるのが見えた。恐らくカチヤ達の部族の生き残りだろう。大半が女で……その間にちらほらと見み掛かける男は、幼子か、さもなくば老人ばかりだ。

　戦える様な年ねん齢れいの男衆は全員殺されたのだろう。

（……恐らくジャレッドの仲間には魔ま術じゆつ師しか魔術猟兵が最低一人は居るな……）

　イオリは頭の片かた隅すみでそんな事を考える。

　ジャレッドの仲間が何人で、それぞれがどれ程ほどの使い手なのかは分からないが、密命を帯びた罪人が十二人で、そこからイオリ、ユーフェミア、それにケネスを引くと残りは九人──最大でもジャレッドの仲間は八人という事になる。

　対してカチヤ達の部族の男衆が女衆と同数だったと考えても恐らく五十人以上。

　棄界人ゲヘナント達が現世人に比べて、肉体的に精強である事を想おもえば──最低でも五倍以上の戦力を十人以下の兵で殺さつ戮りくするのは相当な難事だ。たとえ奇き襲しゆう戦法をとったとしても、地の利は原住民である棄界人ゲヘナント達の方にある事を想えば、勝つのは難しい。

　となると……範はん囲い攻こう撃げきや対集団戦法を知ち悉しつした魔術師か魔術猟兵がどうしても必要になってくる。魔術を使って、罠わなに塡はめる様な形にすれば……充じゆう分ぶんに数名が数十名を殺戮する事も可能だろう。

　それこそ盆ぼん地ち状の場所に誘さそい込んで、二酸化炭素なり毒性の強い気体なりをそこに流し込んでやるだけで済む。酸素ですら高こう濃のう度ど、高気圧状態では人間を死に至らしめるが、棄界人ゲヘナントにはそんな知識など無いだろう。いや。そもそも親天使派の部族でもない限り、現世人の魔術というもので何が出来て何が出来ないのかを知らない可能性が高い。

「……オマエタチ。ムラ、ホロボス、シタ、テンシ、テキ？」

　何やら意を決した様子で問うてくるカチヤ。

　今いま更さらそんな事を尋たずねてくるのは、カチヤ自身の納なつ得とくの為、というより、近くで見ている村の者達を納得させる──彼等に状じよう況きようを説明する為だろう。

「タビタ。あのカチヤってのは多少俺達の言葉が分かるみたいだが、他の連中までそうとも思えない。念ねんの為に通訳──俺の言葉を、彼等が分かる言葉に言い換かえてくれるか？」

「……ん」

　とタビタが頷うなずくのを確認し、イオリは声を張り上げた。

「元々、俺達は同じ場所から、同じ『仕事』を与あたえられて来た。だからかつてはお前達の村を滅ほろぼした連中とは『仲間』だったという事になる」

「イオリ!?」

　とユーフェミアが慌あわてた様子で声を掛かけてくるが、イオリは構わず続けた。

「だが……『仕事』のやり方については、それぞれ違う。俺達はこの棄界人ゲヘナントの娘、〈紅あかい雨〉のタビタの仲間だ。棄界人ゲヘナントにも敬意は払う。いきなりお前達の村を滅ぼした彼等とは、相あい容いれない──考え方が違う。その意味で今は間違いなく、彼等の、敵だ」

「…………」

　タビタの通訳を経てイオリの言葉が浸しん透とうし──入れ替かわる様にざわめきが広がっていく。カチヤを含ふくめ、棄界人ゲヘナント達の間に明らかな動どう揺ようが広がっているのが見て取れた。

（やっぱりか。嫌けん天使派といっても、現世人を見ると問答無用で殺しに来る様な連中じゃないって事だ。あるいは別に嫌天使派って訳ではなくて……単にジャレッド達の一件から現世人を警けい戒かいしていただけか？　何にしても）

　交こう渉しようが出来る。イオリはそう考えて一歩前に踏ふみ出した。

　すると──

「…………」

　何やらカチヤの方でもイオリに近づいてきた。

　相変わらず視線は睨むかの様に鋭するどいが、彼女はイオリの目の前にまで来ると、少し背せ伸のびをして、更さらには両手を伸のばして──

「──!?」

　いきなり抱だき付いてきた。

「ウゴク、ナイ」

　いや。抱き付くというより両りよう腕うででイオリの頭を引っ張り下ろしてくる様な体勢である。予想外の行こう為いに──イオリはされるがまま、上半身を折ってカチヤに顔を近づけていた。

「イオリ!?」

「おい、イオリ──」

　タビタとユーフェミアが驚おどろいた様子で声を掛けてくる。

　彼女等からすれば突とつ然ぜん、カチヤがイオリに抱き付いて口づけでもしようとしている様に見えているのだろう。カチヤの意図はイオリにも分からないが──ここで二人に割って入られるとまた話がこじれかねない。イオリは二人に対して『大だい丈じよう夫ぶだ、動くな』という風に片手を挙げて見せた。

「…………ン」

　カチヤが合わせ重ねてきたのは唇くちびるではなく、額だった。頭ず突つきでもするかの様に、あるいはまるで相手の体熱を測るかの様に──自分の額とイオリの額を触ふれさせたのだ。

　次の瞬しゆん間かん──

「……!?」

　びくりとイオリは身を震ふるわせていた。

（なんだこれは!?）

　訳の分からない感情が湧わき上がる。覚えの無い記き憶おくが脳のう裏りを過よぎる。

　自分というもの、イオリ・ウィンウッドという人間の意識を構成している諸もろ々もろが揺ゆさぶられ、それら相そう互ごの繫つながりが緩ゆるむ。緩んだ隙すき間まに異物が滑すべり込む。自分が自分であるという当たり前の──当たり前である筈はずの認にん識しきに自信が持てなくなってくる。

　だが……

（……大丈夫……イオリ・ウィンウッド……庇かばう……感謝……襲おそう……謝罪……）

　ぶつ切りの、言葉というより概がい念ねんそのものが、イオリの脳裏に瞬またたく。

　それが誰だれのものなのか、何の説明もないままに、しかしイオリは理解していた。

（カチヤ!?）

　本来誰も──如い何かなる存在であれ立ち入る事が出来ない筈のイオリの心の中に、目の前の棄界人ゲヘナントの少女は易やす々やすと踏み込んできたのだ。いや。そんな生やさしいものではない。イオリの意識の一部はカチヤのそれと混じり合って、区別がつかない状態になっていた。

　自分というものの境界線が侵おかされている。

（これは──カチヤの能力なのか？）

　それも恐おそらくはカチヤだけの。

　意識の一部を溶とけ合わせているせいか、それはもうイオリにとってこれ以上無いという位に明確な事実だった。これはカチヤの『巫み女こ』としての能力だ。共感──いや感応とでも言うべきか。お陰かげで色々な事が分かった。

　泥でい竜りゆうアニセトをカチヤだけが馬の様に乗りこなしていたのも、この能力のお陰だ。

（カチヤは──）

　族長であり司祭である父の能力を継ついでいる。

　カチヤ達の部族は祭事と政治が分ぶん離りしておらず、司祭がそのまま部族の長おさとなるのが習わしだった。部族の長の亡なき今は、能力を受け継いだ嫡ちやく子しであり長子であるカチヤが、部族を率いていかねばならない──

「…………！」

　気がつけば、カチヤはイオリから身を離はなしていた。既すでにイオリの首に回されていた両腕は外れ、カチヤは半歩ばかりイオリから遠ざかっている。

「イオリ!?」

「大丈夫か？」

　思わずふらついたイオリの身を案じてだろう、タビタとユーフェミアが駆かけ寄ってくる。

「ああ、大丈夫だ……」

　言ってイオリは改めてカチヤを見る。

　猫ねこの様な眼めをした棄界人ゲヘナントの少女──両親を失い、しかし悲しみに浸ひたる間も無く部族の未来をその小さな身体からだに背負わされている幼い巫女は、無表情にイオリを見つめていた。

「ワカル、シタ、イオリ・ウィンウッド」

　カチヤははっきりとそう言った。

　名乗ってもいないのに彼女はイオリの名をはっきりと口にしたのだ。やはり先程の意識の溶け合う感覚、知識と記憶の交こう換かんは、錯さつ覚かくでも何でもなかった様だ。

「イオリ、テキ、ナイ」

　その口調に──ある種の感かん慨がいの様なものが滲にじんでいるのにイオリは気付いた。

　同情？　共感？　もっと単純に親近感？

（ひょっとしてこいつ……）

　文字通りに瞬く間の事ではあったし、イオリの側ではごく限られた範はん囲いを、しかも断だん片ぺん的にしかカチヤの記憶を見る事が出来なかったのだが──能力の行使者たるカチヤの側では相当に広く深い所までイオリの記憶や知識を覗のぞき見したのかもしれない。

　特に印象深い場面。魂たましいに焼き付く感情。そういった──今のイオリを形成している諸々のものを。

「～～～～～～ッ！　～～～！　～～～～～！」

　続けてカチヤは静かに成り行きを見守っていた同じ部族の者達に、声を張り上げて何かを伝えている。

　明らかに空気に漲みなぎっていた敵意と緊きん張ちようが緩むのが感じられた。

　恐らく──カチヤがイオリの頭の中を覗き込んで、敵ではない事を、そしてイオリが言った事が偽いつわり無き本心である事を確かめ、それを仲間達に伝えたのだ。

「……カチヤ」

　イオリは改めて頭の中で言葉を組み立てながら言った。

「俺達は、お前達の言うあの『聖なる島』に行かねばならない。その点についてはあの、お前達の部族の男達を殺した『敵』と同じだ。だが俺達は『聖なる島』を穢けがす積もりも、荒あらす積もりも無い。通り過ぎて、天界に帰りたい、それだけだ」

「……カエル、テンカイ？　デキル？」

　とカチヤが首を傾かしげて問うてくる。

　既にイオリが敵ではないという確信を得たからか、彼女の視線からも口調からも険がとれている。勿もち論ろん、タビタと同様、基本的には無表情なのだが。

「出来る、と聞いている。あの『聖なる島』に行けば、俺達は現世に帰れるのだと聞かされている。お前達の村を滅ぼした連中は、『仕事』の成果を横からかっさらって、自分達だけが帰れる様にする為ために、あの『聖なる島』を占せん拠きよしたかったんだろうな」

「…………」

　カチヤは不思議そうに眼を瞬かせた。

　心を覗き見たといっても、イオリの心の中に在る全すべてを知って理解した訳ではないらしい。覚え始めた異国の言語と同じで……『見る』事は出来るし、大まかに察する事も出来るのだろうが、全てを子細に『読み解く』には相応の慣れが必要なのかもしれなかった。

「イオリ、セイレイ、モトメル？」

「……セイレイ？　精せい霊れい？　いや、聖霊か？　」

　とタビタに尋たずねるも、タビタも首を傾げている。

　イオリは改めて問う視線をカチヤに向けると──

「セイレイ、フルイ、フルイ。セイレイ、シマ、イル」

「よく分からないが……」

　どうもカチヤ達の部族は件くだんの島を『聖霊』のおわす聖地として崇あがめているらしい。司祭が居て、巫女が居る以上、当然──ある程度、擬ぎ人じん化された崇すう敬けい対象も在って当然だ。

「俺達はお前達の言う『聖霊』に興味は無い。ただ『聖なる島』からしか帰れないから、あの島に行く事を許して欲しい、それだけだ。カチヤ、お前が『聖霊』と対話出来るというのなら、『聖霊』に俺達があの島に行く事を許すように頼たのんでくれないか？」

「…………」

　カチヤは何やら考え込む様に、眉み間けんに皺しわを寄せて黙だまっている。

『聖なる島』がカチヤ達にとって、迂う闊かつに足を踏み入れる事を許されない場所であるのなら、部外者であるイオリがいきなり『あそこに連れて行ってくれ』と頼んでも受け入れられない可能性は高い。

　やはり無理や無茶を通すには何らかの『誠意』が必要だろう。分かり易くカチヤ達に利となる様な何かを提供出来ると、イオリの側から提示してやらねばならない。

　即すなわち──

「お前達の復ふく讐しゆうに手を貸す」

　イオリは言った。

「村の再建にも手を貸せる。俺は魔ま術じゆつが使えるから、色々と役に立つぞ。代わりに俺達を、『聖なる島』に連れて行ってくれ。何か特別な方法があるんだよな？」

　そもそも最初に『聖なる島』に出向いたカチヤ達の祖先は、どうやって彼の地に立ったのか。そして今現在『聖なる島』を占拠している罪人達はどうやってあそこまで行く事が出来たのか。

　海を行けばあの鰐わにの様な怪かい魚ぎよに襲われる以上、普ふ通つうの方法ではあの島に辿たどり着くのは難しい──筈だ。

　先に陸上帆艇ランドヨツトで山やま越ごえした時の様に、気球を作って空を行くというのも手段の一つだが……あの巨きよ大だいな鰐の様な怪魚がどの程度の高さにまで襲い掛かかってくるのかも分からない以上、迂闊に気球で海を渡わたるのも危険だった。むしろ襲われたら本当に空中では逃にげ場がない。山越えの時の様に空中で怪かい鳥ちようの類たぐいに襲われた場合は、むしろ高度を下げて山林に逃げ込むという方法が採れたが。

（それに……あのジャレッドって奴やつがいきなり現れた、アレ……）

　ジャレッド達は何らかの方法で島と浜はま辺べを行き来出来るらしい。

　やはり安全に浜辺と『聖なる島』を繫ぐ何らかの経路がある筈なのだ。

「…………」

　カチヤは左右に居た娘むすめ達と顔を見合わせる。

　娘達は首を傾げて困こん惑わくしている様だったが──

「イオリ。ワカッタ」

　とカチヤは頷うなずいた。

　それから彼女はその猫の様な鋭するどい眼で改めてイオリを見つめてきた。

「イオリ、カチヤタスケタ。カチヤ、イオリ、タスケラレタ」

「うん？　あ──まあ、そう、なるが。恩に着てくれるなら、正直、助かるが」

　ジャレッドがカチヤの首を刎はねようとした瞬間に鋼はがねの糸の魔術で割り込んだ事を言っているのだろう。あの一件がカチヤがイオリと対話しても良いと考えるきっかけになったというのなら、咄とつ嗟さの判断も間ま違ちがっていなかった事になる。

　だが──

「イオリ、カチヤノ、ムコニスル」

「………………は？」

　唐とう突とつなその言葉に、イオリは間の抜ぬけた声を漏もらしていた。




　　　　●




〈波なみ際ぎわの踊おどり手て〉──それがカチヤ達の部族の名前であるらしい。

　そして〈波際の踊手〉は司祭を族長に戴いただく宗教集団としての側面を持っている。

　彼等の『宗教』……つまり行動理念と生活様式は基本的に『聖なる島』におわすという『聖霊』を中心として出来上がっている。端たん的てきに言ってしまえば『聖霊』を崇あがめ奉たてまつる事が〈波際の踊手〉の存在理由であり、ひいてはそこに属する者達の生きる目的なのだ。

　こうした宗教観は別に珍めずらしいものではない。

　国境警備隊の一員としてイオリは諸外国の宗教観に触ふれる事も多かったし、異国からの難民である両親もジンデル王国で主流のそれとは別の宗教観を持っていた。崇め奉るのが『神』なのか『聖人』なのか『祖そ霊れい』なのか『精霊』なのか言葉は様々、様式も様々だが、基本構造はそう変わらないのが常だ。

　常人を遥かに凌りよう駕がし超ちよう越えつする何かを崇敬する。

　そして崇敬の対象は大なり小なり擬人化される。空を空そのものとして、星を星そのものとして崇めるのではなく、そこに人格的な何かを付ふ与よして理解する事が多い。

　だが──

「セイレイ、オンナ」

　とカチヤは言った。

『聖霊』は老いる事も滅ほろびる事も無い永遠の娘であり、奇き跡せきの力を備えているが、『聖なる島』に縛しばられており、そこから出る事は出来ない。それ故ゆえに〈波際の踊手〉の者達は『聖霊』の無ぶ聊りようを慰なぐさめるべく、『聖霊』を祀まつってきたのだという。

「オサ……オット、セイレイ」

『聖霊』は朽くちる事無き永遠の乙女おとめである。

　だがそれ故に誰だれとも結ばれる事は無く、『聖霊』は男女が仲なか睦むつまじい様子を見ると嫉しつ妬とをする──のだとか。故に〈波際の踊手〉の者達は『聖霊』の妬ねたみを恐おそれて男女で『聖なる島』に上陸する事は無い。というより男子禁制──男は『聖なる島』に足を踏ふみ入れるのを許されないのだそうだ。

　その例外が司祭なのだという。

　司祭の一族の男のみが代々『聖霊』の『夫』役として仕える為に入島を許される。

　だがその一方で……司祭は自らの血統を維い持じし、『聖霊』と交こう歓かんする能力を子々孫々に受け継ついでいく為に、島外では人の妻を娶めとり子を成す義務がある。

（ご都合主義っぽいというか──これは……）

　あるいは、これは部族〈波際の踊手〉を作り上げた始祖、『宗教』を作ったカチヤの祖先が『聖霊』に関する諸々を──祭さい祀しに絡からんで当然に発生する各種権益を独どく占せんする為に作った習わしなのかもしれない。

　ちなみに司祭は当然に男だが……男子に恵めぐまれなかった場合は便べん宜ぎ的に女子が巫み女ことなって『聖霊』に仕え、己おのれの夫を『聖霊』に捧ささげる、という形式をとるそうだ。

　なので……

「シサイ、ミコ、シヌ、シタ、イマ、カチヤ、ダケ」

　現状、〈波際の踊手〉の司祭やその妻たる巫女の血を継ぐ者は、カチヤしか居ない。

　正確には……カチヤの父は複数の妻を娶って何人かの子をもうけていたらしく、中には年とし頃ごろの男子が──カチヤにとっては兄が一人居たらしいが、この者はジャレッド達の襲しゆう撃げきで死亡している。カチヤの下には更さらに四人の子供が居るが、男子は末っ子で、しかも未まだ儀ぎ式しきの次し第だいも知らぬ乳ち飲のみ子である。

　つまり……あくまでも伝統と血統を重んじるのだとすれば、カチヤが『聖霊』を祀る巫女筆頭であり、〈波際の踊手〉の長であり、彼女の夫になる者が次の司祭という事になる。

　司祭ならば『聖なる島』に足を踏み入れても問題は無い。

　だからカチヤはイオリの希望を叶かなえる為、イオリを婿むこにする…………と言い出したらしい。ちなみにタビタとユーフェミアは女なので元より問題が無い。同時にジャレッド達は〈波際の踊手〉の者にとっては仲間の仇かたきであると同時に、禁きん忌きを犯おかし続けている大悪人という事になるらしい。

　しかし……

「それはつまり……建前というか、表向きというか、そういう奴なんだよな？」

「…………？」

　イオリの言葉に首を傾げるカチヤ。

　タビタが通訳をしてくれた様だが、それでも『建前』という概がい念ねんがよく分からないらしい。〈波際の踊手〉の社会にそういう言葉がないのか、単にカチヤが子供なのでよく分かっていないのかまでは、判別がつかなかったが。

「別に俺と本当に結けつ婚こんする──夫婦になるって話じゃないよな？」

「……イオリ、ナル、ムコ、カチヤ。ツクル、コドモ」

　と大おお真ま面じ目めに──というか顔は無表情のままだが、尻尾しつぽは大きく振ふりながら──カチヤは言った。

「いや、子供は……」

「ツクル、コドモ、シサイ、ツトメ」

「それはそうなんだろうけどだな、そもそも──カチヤは、それでいいのか？」

「…………？」

「いや、だから──」

　ほんの少し前まで、誤解とはいえイオリを本気で殺しに来た少女である。

　それがいかに敵でないと分かったからと言って、イオリと夫ふう婦ふになるなどという話は性急に過ぎる。タビタの時もそうだったが、過か酷こくな環かん境きように住む棄界人ゲヘナント達は、共同体に属する義務の様な感覚で、夫婦となり子供を作るらしく──恋れん愛あいという感覚、というか文化が無いか、極きわめて薄うすい様だった。

（いや、それ以前に、俺が現世人だって事──天使だって事、気にならないのか？）

　どうも〈波際の踊手〉は当初のイオリの読みと異なり、問答無用の嫌けん天使派という訳ではない様だが……明らかに違う部分を備えたイオリを、夫として迎むかえる事に拒きよ否ひ感はないのだろうか。

　そんな事をイオリが考えていると──

「…………」

　それまでイオリの隣となりで通訳をしていたタビタがふと立ち上がる。

　次の瞬しゆん間かん、彼女はイオリとカチヤの間に割り込む様にして一歩前に出ると、背中の奇髪器サムソニアを──自身の身の丈たけ程ほどもある大たい剣けんを手にとり、その切っ先をカチヤに突つきつけていた。

「──って、おい、タビタ!?」

「…………」

　イオリの側から彼女の表情は見えないが、恐らくいつも通り無表情だろう。ただ──尻尾がぴんと張りながらも地面を向いている。警けい戒かいか、憤ふん怒ぬか、まあ何にしてもタビタがカチヤに対して敵意の様なものを抱いだいているのは間違いない様だ。

「～～～!?」

「～～～!!」

　周囲に居た〈波際の踊手〉の者達がざわめく。

　カチヤも自分に突きつけられた大剣の切っ先を──不思議そうに見つめていた。

「タ、タビタ、その、大人げない真似まねは……というか子供か、いやしかし!?」

　腰こしを浮うかせながらやはり混乱しているユーフェミア。

　確かにタビタはジンデル王国の基準で行けば未だ成人ではないが、それはさておき。

（アータートンの街からこっち、タビタの考え方が変わってきてるみたいだからな……）

　彼の地で出会った現世人の魔術医ケネスと、棄界人ゲヘナントでケネスの愛人だったハンネ、そしてその妹のマルテ。彼等の関係性を見て、少しタビタの中でイオリに対する感情や、考え方、そしてイオリと他の女性との関係についての捉とらえ方に変化が生じたらしいのだ。

　端的に言えば、以前はイオリが自分以外の女性と肉体関係を結ぼうが、子供を作ろうが、最終的に自分と子作りすればそれでいい──位の考え方だったのが、今は『イオリの子供を産むのは自分が一番最初』位に考えるようになったらしい。

　つまりは嫉妬という感情を覚えた……という感じだろうか。

　これに加えて、アータートンの町の一件以後、ユーフェミアがイオリに対する態度を軟なん化かさせた為ため、余計にタビタを、焚たき付けるというか……焦じらせる結果になった様で。

　ここにきてカチヤがいきなり『イオリの子を産む』とか言い出したものだから、タビタとしてはカチヤに対して敵てき愾がい心しんの様なものを抱いたらしい。

「タビタはイオリの嫁よめ。イオリの子供産む」

　とタビタは言った。

「……タビタ、ミコ、スル。イオリ、コドモ、ウム」

　カチヤはカチヤで、無表情ながら『こいつ何を言っているのだ？』と言わんばかりに、首を傾かしげてそう言ってくる。別に司祭は複数の巫女を──妻を持てるのだから、お前はお前で好きにイオリの子供を産め、という事らしいのだが。

「タビタ、イオリ嫁になる、一番最初」

「…………ム？」

「タビタ、～～～、～～、カチヤ、～～」

「～～～～、～～～、～～～、カチヤ、～～」

　そこからはイオリにもユーフェミアにも分からない言葉の応おう酬しゆうがしばらく続いた。

　その間、タビタもカチヤも何度かイオリの方に視線を投げてきたが──

（…………？）

　自分の方を真まっ直すぐ見つめてくるカチヤの視線を受けて──何ど処こか必死とも言うべき気配を感じてイオリは気付いた。

（……そうか、若い男は全ぜん滅めつしてるんだったか）

　見回した限りでは、男はもう老人か、物心つくかつかないかの幼児だけだ。

　カチヤの婿として適当な年とし頃ごろの──つまりは血統を維持できる様な年ねん齢れいの男は、見当たらない。それこそ外部から呼んでくる位しか無いのだろうが、他の部族の男を今から改めて捜さがすとしても、信用出来るかどうかを確かく認にんするのに手間取るだろう。棄界人ゲヘナントを連れていたジャレッド達に対する警戒を、カチヤの親は緩ゆるめてしまったという話を聞く限り、カチヤ達はもう同じ棄界人ゲヘナントという理由だけで、他者を信用は出来まい。

　それなら現世人で自分を助けてくれたイオリを婿に選んだ方がマシ──位の認識なのかもしれない。

（……しかし、どうしたもんか）

　現世に帰るのにはカチヤ達の協力は是ぜが非ひでも必要だ。

　仮に『聖なる島』へ渡わたる手段が、〈波際の踊手〉達に頼たよらずとも、他に見つけられたとして──しかしイオリ達三人が、ジャレッドとその仲間達相手に戦って勝てるという保証が無い。そしてイオリは指輪を落としている以上、ジャレッド達から指輪を奪うばわねばならず、その意味でもジャレッド達を制圧出来るだけの戦力や戦術は事前に用意したい。戦いに『絶対』は無いのは百も承知だが、出来れば五分五分の勝算が弾はじける程度には準備をしておくべきだろう。

「あのな、タビタ──」

「～～～～～～？」

「～～～～～～！」

　声を荒あららげる様な事は無いのだが、既すでにお互たがい喧けん嘩か腰ごしになっているのか、イオリには口調が速すぎて単語一つ聞き取るのすら難しい。いつの間にかカチヤが奇髪器サムソニアを出して、タビタの奇髪器サムソニアと、がちんがちんと打ち合わせている音まで混じり、挙げ句に、周囲のカチヤの仲間達が何やら声を上げ始めたので、余計に聞き取りづらくなっているのだ。

「これというのもイオリ、貴方あなたがタビタに思わせぶりな態度をとるから……」

「俺のせいか!?　俺のせいだっていうのか!?」

　ユーフェミアの嫌いや味みっぽい物言いに対し、半ば自棄やけ気味に喚わめくイオリ。

　やがて──

「……む」

「……ン」

　両者の間で何かの合意に至ったのか、タビタが頷うなずき、カチヤが頷き返す。

「イオリ。頑がん張ばる」

　とタビタはイオリの方を振り返って言った。

「いや、ちょっと待て、誰だれが、何を頑張るんだ？」

「タビタが、頑張る。決けつ闘とう」

「決闘って──おい!?」

　それはイオリを賭かけて、カチヤとか。

　タビタは自分がイオリの一番の嫁に──つまりは正妻になると譲ゆずらず、しかしカチヤはカチヤでイオリを司祭にする以上、自分が一番の嫁になり、最初に子供を産むのだと言って譲らない。長々と言い争った挙げ句、カチヤから『決闘』で自分達の順位を決めようという提案が在ったらしい。

　どうも複数の司祭や巫み女この候補者が居た場合、どちらがより相応ふさわしいかを決めるのに、こうした決闘を用いてきた歴史が〈波際の踊手〉にはあるらしい。

　とはいえ──

「無茶は止めろ、止めてくれ」

　万が一にもタビタが死ぬ様な事があれば、イオリは使命を果たす果たさない以前に、生きる目的を見失う。さすがに見過ごす訳にはいかない。

「明日、此こ処この上流で決闘」

　とタビタはいつもの無表情で言う。

「方法、魚獲とり」

「そんな命いのち懸がけで争うような事じゃ──って、なに!?」

「魚獲り。魚獲って食べる」

「…………」

　イオリは瞬まばたきしながら隣のユーフェミアと顔を見合わせる。

　どうやらタビタとカチヤが殺し合う──訳ではない様だが。

「コイ、イオリ、タビタ、テンシオンナ」

　カチヤが槍やりの石いし突づきで砂地を叩たたきながら苛いら立だたしげに言った。

「タビタ、カチヤ、スル、チカライッパイ。タビタ、ヤスメ、テント、アタエル、イオリ、テンシオンナ、テント、アタエル」

　万全の態勢で互いに正々堂々と戦えるよう、タビタに、そしてついでにイオリとユーフェミアにも、休む為のテントを貸してやる、という事か。

「私にはユーフェミアという名が──」

「これ以上話をややこしくするな。黙だまっててくれ頼たのむから」

　テンシオンナ、と身も蓋ふたもない呼ばれ方をしたユーフェミアが憤ふん然ぜんとカチヤに叫さけび掛かかるのを、イオリは溜ため息いきと共に止めた。
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　棄界人ゲヘナント達が言うところの『聖なる島』……此こ処こに建物と呼べる様なものは『聖せい霊れい』の御ご座ざ所しよとでも言うべき白い塔とうしか存在しない。

　塔の周囲には多数の椰や子しにも似た木々が生えているが、その密度は疎まばらでおよそ雨風を防げる様なものではない。当然ながらこの島で過ごす場合、野宿が嫌ならば当然──塔の中に寝ね泊とまりするしかない。

　だが塔は塔で──最上階の部屋とそこに繫つながる永い永い螺ら旋せん傾けい斜しや路ろしか存在しない。

　それ故ゆえ、この『聖なる島』を占せん拠きよする罪人達は、普ふ段だん、この傾斜路部分に陣じん取どって雨風を防ぎ、食事も睡すい眠みんもこの傾斜路の上でとっている。『聖霊』を監かん視ししたり、空間回かい廊ろうを扱あつかう『祭さい壇だん』を操作する為に、常に一人は最上階の部屋に詰つめる事になるが、これは交代制で──とりあえず最も多く監視役を務めているのは、罪人達の頭目格となっている騎き士しエイベル・ヨークだった。

「……というか」

　島に自生している果物や野草を主とした食事をとりながら、頭上に延々と続く螺旋状の傾斜路を見上げ、唸うなる様な声を漏もらしたのは──太めの中年女性だった。

　ぞろりとした丈の長い衣い装しようを着ている事や、傍かたわらに何やら金属部品を幾いくつも塡はめ込んだ折りたたみ式の杖つえを置いている事からも分かる通り、この女性は魔ま術じゆつ師しだ。

　ドロシア・トンプソン。三十七歳。

　いつもしかめ面つらをしているせいか、年齢より年とし嵩かさに見られるのが不ふ愉ゆ快かいだとよくこぼしている。魔術師としては優ゆう秀しゆうなのだが、激げつ昂こうし易い性質タチで、現世においては合成麻ま薬やくの販はん売ばいをしていて捕つかまった。ちなみに麻薬の取引の際に生じた揉もめ事で麻薬中毒患かん者じやを数人殺している罪も加算されて、棄界ゲヘナ送りが決定したらしい。

「その、なんだっけ、名前は知らないが、ケダモノ娘むすめが王権器レガリア出せるんだろ？」

「……みたいだね。目もく撃げきしたのはジャレッドだけど」

　と言って肩かたを竦すくめるのは、同じく食事中の罪人である。

　小こ柄がらな男で、上半身は殆ほとんど裸はだか同然、その代わりに下半身にはだぼっとしたズボンをはき、身体からだに幾つも──肩に、腰こしに、太ふと股ももに、小物入れポーチを幾つもつけた帯を巻いている。そして得え物ものとして弓矢をすぐ近くの壁かべに立てかけていた。

　サイラス・ウェインライト。三十歳。

　元国境警備隊所属の魔術猟りよう兵へい。国内外、任務中任務外を問わず、十人以上の少年少女を強ごう姦かんし、その内の半数を殺している──あくまで確認されているだけの数字だが。

　いつも眠ねむそうな表情をしており、言動は飄ひよう々ひようとしていて、とても性犯罪に走りそうには見えないのだが……尋たずねれば少年少女の身体を貪むさぼった際の体験を微びに入り細に入り淡たん々たんと語り出すので、罪人達の間ではサイラスにその種の話をするのは禁きん忌きになっていた。

「たまたま遠眼鏡で浜はま辺べの方を覗のぞいてたら、前にぶち殺した部族の連中が余よ所そ者ものらしい連中と争っててな。で、その際に余所者の方に混じっていたケダモノ娘が、奇髪器サムソニアの中から王権器レガリアを出した」

　と言うのは、先にイオリ達と──ただしくはカチヤ達と戦ったジャレッドである。

　この三人にエイベルを加えた総計四人が、この島に居る罪人である。エイベルが連れてきた棄界人ゲヘナントの男──ゲルトを含ふくめれば、全部で五人。実を言えばこの島に来た当初は他に一人、罪人がいたのだが、島の周囲に獰どう猛もうな海かい竜りゆうの群れが棲すみ着いているのを知らずに筏いかだを組んで沖おき合あいに出て──そこで喰くわれて死んだ。

「そのケダモノ娘が捜してた奴やつなんだろ？　だったらさっさと私達で繰くり出してかっさらってくればいいじゃないか」

　と憤然とした口調でドロシアは言う。

「ヨークの旦だん那なは何をのんびりしてるんだい？」

「『放ほうっておいてもどうせ此処にやってくる』──だそうだ」

　とジャレッドは肩を竦めて言った。

「わざわざ出向いて罠わなにはまってやる必要は無いよ」

　と静かな口調で言うのは、サイラスだ。

「スケルディングさんに聞いた限りじゃ、その棄界人ゲヘナントの娘と一いつ緒しよに居た男、僕と同じ魔術猟兵の様だからね。地の利を活いかす戦い方を知ってる可能性が高い。罠を張ったりとか、罠に誘さそい込んだりとか。もし現地の部族と手を組んだら尚なお更さらに厄やつ介かいだよ」

「そりゃそうかもしれないがね、こっちには魔術使いは二人も居るし、ヨークの旦那も、スケルディングも相当な使い手──」

「ケダモノ共をまとめて殺しまくった時とは違ちがう、違うんだよ、違うさ」

　とジャレッドは肩を竦める。

「もう向こうは油断しねえだろうしな。逆にこっちは油断しまくりだ」

「ははははは」

　サイラスが朗ほがらかに笑い──そしてその『油断しまくり』というのが自分の事だと分かってドロシアは顔をしかめる。思わず魔術担体の杖に手が伸のびかけるが……ここで迂う闊かつな真似まねをしたら、術語詠えい唱しようを半分も済まさないうちに、首を落とされるという事はよく分かっていたので、ドロシアはなけなしの自制心を総動員して呼吸を整えた。

「トンプソンさん。連中が、空間回廊以外にも島にわたる方法を持っている可能性があるってのは、以前ヨークさんが言っていたよね。迂闊に我々が島から出たら、むしろ塔の護まもりが手て薄うすになる可能性だってある」

「……あ」

「まあ、ヨークの旦那の言う通り、連中はなんとかして島に来ざるを得ないんだ。それまでに俺達は出で迎むかえの準備をしておいてやればいい。そういうのは得意だろ？」

「そりゃあ……」

「そうだね」

　とサイラスが頷く。

「さて。俺は飯も食い終わったし、ヨークの旦那と交こう替たいしてくる」

　そう言ってジャレッドが腰を上げる。

「トンプソン、お前は未まだこっちから打って出ない事に疑問があるなら、旦那に直接問うといい。問えばいい。問えよ」

「……意地悪な野や郎ろうだね、あんた」

　とドロシアは唸る様な声で言う。

　ジャレッドが声も無く笑い、サイラスが肩を竦め──

「ま、そう先のこっちゃねえさ、多分、きっと、恐おそらく、な」

　ジャレッドは歯を剝むいて笑いながら、そう言った。
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　驚おどろいた事に……部族〈波なみ際ぎわの踊おどり手て〉の者達はイオリ達を厚こう遇ぐうしてくれた。

　勿もち論ろん、歓かん待たいの宴うたげを催もよおしたり、親しげに話しかけてくる、などという事は流石さすがに無い。

　だがカチヤの言う通り、『決けつ闘とう』を正々堂々と公平にやる為ためか、きちんとイオリやタビタ、ユーフェミアが眠れる大きめの天幕を割り当ててくれた上、保存食らしい乾かん燥そうした木の実や野草、干し肉といった諸もろ々もろの食料も、飲み水と共に提供された。

「微び妙みように塩しお辛からい……」

　とユーフェミアは水に関してそうこぼしていたが、恐らくこの辺りの川は淡たん水すいよりも汽水寄り──多少の塩分を含むのだろう。沿岸部では珍めずらしい話でもない。潮の満ち引きや降水量によって、川の水に海水が混じるのである。

　同じ棄界人ゲヘナントといっても、棲む所が変われば生活様式も変わる。

　天幕とはいっても、タビタ達の集落のそれとは異なり、樹の枝に果実の様に吊つるしたりするのではなく、地面に杭くいを打ち込んで作る本格的なものだ。単に壁や屋根が布製だというだけで、造りはむしろ普ふ通つうの木造家屋に近い。

　また──

「この服も……これは一体、何だ？」

　とユーフェミアが眉まゆを顰ひそめて評するのは、これも〈波際の踊手〉の者達から提供された彼等の衣装だった。

　どうも何かの動物の革で造られている様だが、伸しん縮しゆく性に富んでおり手て触ざわりが独特で、元がどんな動物なのか想像もつかない。しかも驚いた事に、この布は撥はつ水すい性がある。動物の脂あぶらか何かを塗ぬっているのかとも思ったが──

（動物の脂だと、それこそ、服に使うと体温で溶とけるしな……樹じゆ脂しか？）

　この服ふく飾しよくに関しても〈波際の踊手〉は、タビタの部族と明らかに違う。

　獣じゆう身しん化かを前提にして、服が邪じや魔まにならないように──とタビタの部族はかなり余よ裕ゆうのある柔やわらかい造りの布を使って服を仕立てていたのだが。カチヤの部族はというと、まるで水着の様な、下着の様な、身体にぴったりと貼はり付く様な──身体の線がそのまま浮うき出る様なものを、身につける。

　獣身化の際に増量した獣じゆう毛もうが邪魔になるのではないかとも思ったのだが、革そのものに伸縮性がある為か、以前浜辺で見た限り、獣身化して一回り大きくなった彼等の身体にも、その衣装は無理なく馴な染じんでいた。

「……イオリ……その、み、見るな」

　イオリの隣となりを歩きながら、歩く度に揺ゆれる胸むな元もとを左ひだり腕うでで隠かくして言うユーフェミア。以前の黒い肌はだ着ぎの上から鎧よろいを着けていた状態だと、胸当てのお陰かげであまり意識する事は無かった様だが……今はむしろ乳ち房ぶさの形をむしろ強調しているかの様な状態である。

「無茶言うなよ」

　イオリは溜ため息いき交じりにそう返した。

「今は変な気持ちになってる余裕もないから安心しろ」

「……それは、そうだが」

　と何やら──それはそれでユーフェミアは不満そうである。

　今、イオリ達はカチヤ達、そしてタビタと共に、『決闘』の場にやって来ていた。〈波際の踊手〉の者達が居を構える川かわ縁べりから少し上流に上った辺り、川に大きな段差がついてちょっとした滝たきと──そしてかなり広い滝たき壺つぼが出来上がっている場所だ。

　基本的に水は流れているが、澱よどんでいる場所も多い。

　あちこちに丸い──しかしごつごつとした大きな岩が転がっており、独特の景観を描えがき出している。そしてその滝壺、というより大きめの池が『決闘』の場所だった。

「…………」

「…………」

　タビタとカチヤが揃そろって進み出ると、二人して水の中に入っていく。

　水深はそう無い様で、二人が池の真ん中辺りに立っても、水に浸つかっているのは共に膝ひざやくるぶしの辺りまでである。

　そしてタビタは……タビタもカチヤとほぼ同じ仕立ての衣い装しようを身につけていた。

　胸と股こ間かんを隠すだけの、扇せん情じよう的とも言える格好だ。いや、しっかり身体からだを覆おおっている、何かの拍ひよう子しに見えたりしない、という意味では普ふ段だんの格好よりもちゃんと『守られている』感はあるのだが……タビタの肌はだに貼り付く様に、あるいは食い込む様にして巻かれたその衣装は、普段にも増してタビタが『女』である事を強調していた。

　むしろ同じ衣装を着ている分、カチヤの幼さが強調される。

　革の衣装で押さえつけているからという事も在るだろうが、彼女の胸は殆ど膨ふくらんでいる様にも見えなかった。

（というか……婿むこだ嫁よめだって言ってたが、そもそも子供産める歳としなのか、あいつ？）

　などと思うイオリだったが、ユーフェミアがまた色々言ってきそうなので、無論、口には出さない。単に成人していても背が低く胸が薄うすい女性もいるだろうし、部族の血統や、食生活その他にも影えい響きようは受けるだろうから、一いち概がいに比べられるものでもないが。

「～～～～～ッ!!」

〈波際の踊手〉の者達が声を上げる。

　どうやら決闘が始まるらしい──のだが。

「──って、おい!?」

　川下の方でいきなり水が盛り上がったのを見て、イオリは驚きの声を上げた。

（アニセトとか言ってたか……）

　水面を割り開いて姿を現したのは、あの……カチヤが背に乗っていた、陸を跳はねる奇き妙みような魚だ。昨夜カチヤから聞いたところによると、あの魚は『泥でい竜りゆう』と呼ばれており、魚の癖くせに水から上がっている事も多く、干ひ潟がたやら何やら泥どろの多くある場所を本来の住処すみかとしているという。

　竜と呼ばれている事からも分かる様に、本来は人間だろうが何だろうが構わず食べてしまう生き物らしい。だがカチヤは──詳くわしくは話さなかったが、どうやら司祭や巫み女この一族が持つ力で泥竜の一いつ匹ぴきを従えている様だった。

（鮫さめでも従えてる感じか。見た目はでかい跳トビ鯊ハゼだが）

「～～～～～～ッ!!」

　部族〈波際の踊手〉の者達が盛り上がって声を上げる。

　次の瞬しゆん間かん、泥竜アニセトと、タビタ達の間の水面がいきなり──沸わいた。まるでそこだけが沸ふつ騰とうするかの様に泡あわだっているのだ。しかも……

「──!!」

　猛もう烈れつな勢いで、魚が、何匹も空中に飛び出してきた。

「──フゥッ！」

　ひゅん、と槍やりを回してこれを空中で突つき刺さすカチヤ。

　串くし刺しにされた魚は、激しくのたうっていたが──カチヤが槍を旋せん回かいさせると槍から離はなれ、岸辺の岩に叩たたき付けられて、動かなくなった。そこをすかさず、待機していた〈波際の踊手〉の者達が拾いに行く。

「むっ……！」

　タビタも負けじ、と奇髪器サムソニアの大たい剣けんで、飛んで来た魚の一匹を突き刺そうとする──が。

「──!?」

　身をよじりながら跳とんでくる為か、魚の軌き道どうが微妙に歪ゆがみ、タビタは上手うまくこれを突き刺す事が出来ない。結果、大剣ではじき飛ばすだけ──だったのだが。

「イオリ、あれ……!?」

「…………」

　跳ね飛ばされた魚が、岸辺に生えている樹木の一本に激げき突とつ……したかに見えて、木の枝に嚙かみ付き、一いつ瞬しゆんでこれをへし折るのが見えた。

　よく見ればこの魚……イオリ達の陸上帆艇ランドヨツトを沈しずめたあの巨きよ大だい怪かい魚ぎよをそのまんま一ひと抱かかえほどの大きさにした様な姿をしている。大きく伸びた鼻面と、鰐わにの如ごとき顎あご……こんなものが、泥竜に追われて川を遡そ上じよう、水中から矢の様に飛んで来て、苦くるし紛まぎれに嚙み付いてくるのだ。

　腕うでに嚙み付かれれば──魚の大きさと勢いによっては、腕ごと持って行かれかねないし、喉のどに嚙み付かれれば、恐らく致ち命めい的だ。

「なにが魚獲とりだ!?　命いのち懸がけだろ、これ!?」

　と思わず叫さけんで立ち上がろうとするイオリだが、その鼻先に──左右に侍はべっていた若い娘むすめの棄界人ゲヘナント達から、奇髪器サムソニアの槍が差し出される。黙だまって見ていろ、という事らしい。

「ちっ──タビタ！　やめろ、こんな決闘──」

　元々こんな漁に慣れていないタビタが勝てるとも思えない。

「…………」

　だが──ちらりとイオリの方を一いち瞥べつして、再びタビタは身構える。

　駄だ目めだ。棄き権けんする気は無いらしい。半ば意地になっている様だった。

「ゥゥゥウウウウウルゥゥウウウウウウウアアアアアアッ！」

　カチヤが、吼ほえる。

　次の瞬間、彼女は全身の毛を逆立てて獣身化していた。

　顔は勿論、指先爪つま先さきに至るまでを隈くま無なく多う獣の如き毛。毛に魔力を込こめて仮想物質を生み出しこれを操る棄界人ゲヘナント達は、獣身化する事で、本来の身体の外皮に更さらに、『筋肉』を纏まとう。絡からみ合った毛が伸縮する事で、腕わん力りよくを、脚きやく力りよくを倍加させるのだ。

「…………!!」

　カチヤの槍が猛烈な勢いで突き出され、引かれる。

　連続の刺し突とつだ。いちいち岸に魚を投げ落とさず、そのまま串くし焼やきの如く複数の魚を突き刺していく。明らかにその分だけ槍は重くなる筈はずだが、獣身化によって筋力が倍増しているカチヤの動きは、微み塵じんも衰おとろえない。

「まずい、タビタは……」

　タビタはあまり獣身化をしたがらない。

　現世人と棄界人ゲヘナントの混血であるからか、彼女の獣身化は全身隈無くではなく、あちこち『斑まだら』になってしまうのだ。それを昔からタビタは『醜みにくい』と言われて来た事もあり、自分が獣身化した姿を恥はじる傾けい向こうがある。

　勿もち論ろん、イオリはタビタの獣身化を醜いなどとは思わないし、それを恥じるなとも教えたが──同じ棄界人ゲヘナントの前で、獣身化する事を、タビタが躊躇ためらっても不思議ではない。

「……って、タビタ!?」

　次の瞬間、イオリは驚おどろかされた。

　タビタが──無言で、むしろ静かに獣身化したからだ。

　その表情はむしろ静せい謐ひつで、瘦やせ我が慢まんをしている様には見えない──

「あいつ、自分の獣身化を恥ずかしいって……」

　実際、決けつ闘とうの成り行きを見守っていたカチヤの部族の者達からは、驚きと、恐おそらくは罵ば倒とうらしい言葉が投げかけられるのが聞こえる。勿論、言葉は分からないが、声の調子だけでも込められた意味が伝わる事は多い。

　だがやはりタビタは動じない。

「イオリ……貴様は見ていなかっただろうが。前にアダム達と戦った際、タビタは言っていた。『イオリが醜くないと言ったから、自分は醜くない』と。エステルがタビタの斑の獣身化を醜いと言ったんだが、それに対して──堂々とそう答えて」

　ふと思い出して呟つぶやく様な口調でユーフェミアがそんな事を言ってくる。

「…………」

　イオリは言葉に詰つまった。

　改めて自分の言葉が、どれだけタビタに影響を与あたえているかを思い知らされた気分だ。

「──むッ!!」

　タビタは大剣を振ふって──突くのではなく──突っ込んで来た魚を、両断していた。

　文字通りに二枚に下ろされて自分の左右に落ちる魚を、タビタは尻尾しつぽで弾はじいて岸辺に撥ね上げる。どうやらこれでも魚を『獲った』事にはなるらしく、カチヤからも〈波なみ際ぎわの踊おどり手て〉の者達からも否定的な言葉や声が投げかけられる事は無かった。

「～～～～～～～～～～～ッ！」

　いける、と判断したのか。

　驚いた事にタビタは──猛烈な勢いで大剣をぶん回しつつ前に出た。

「──!?」

　驚いたのは、イオリ達だけでなく、カチヤも同じだった様だ。

　あくまでアニセトに追い立てられて跳んでくる魚を、突いて獲る──つまりは待ち受け型、受け身型のカチヤの漁に対し、タビタはまるで風車の様に剣をぶん回しながら、積極的に前に出て、空中だろうが水中だろうが構わず、片かたっ端ぱしから付近の魚を全すべて斬きり、叩き墜おとしていく。

　無茶苦茶だ。残像でまるで風車、あるいは円えん盤ばんの様に見えてはいるものの、実際、タビタの剣は円盤では──面ではない。

　当然、剣の旋回の隙すき間まを縫ぬう様にして飛び込んでくる魚もおり、タビタの顔を、肩かたを、あるいは脇わき腹ばらを、太ふと股ももを、こすって抜ぬけていく。一歩間ま違ちがえば嚙み付かれてごっそりと肉を抉えぐられかねないが……今のタビタは獣じゆう身しん化かで素す肌はだを晒さらしている部分が減っている。

　魚の顎がタビタの獣じゆう毛もうを抉る度に、タビタは獣毛を再構築してこれに対処しているのだ。

　肉を斬らせて骨を断つ──ならぬ、毛を抉らせて肉を斬るだ。

「……ウルルルルルルルルゥゥゥウウアッ！」

　束の間、呆ぼう然ぜんとタビタを見つめていたカチヤだが、負けない、とばかりに槍を構えながら前に出る。猛烈な勢いで槍を突き出し、引き、投げ捨て……と繰くり返していく。

「…………ッ！」

「……ッ！　……ッ！」

　次から次へと魚を獲る──いや狩かっていく二人。

　剣が、槍が水みず飛沫しぶきを跳ね飛ばしながら空を舞まい、飛び出してきた魚を捕とらえていく。岸辺の〈波際の踊手〉の者達は、次から次へと飛んでくる魚を拾うのに大わらわで、既すでにカチヤに声せい援えんを送る余よ裕ゆうも、タビタを罵倒する余裕もない様だった。

　やがて──

　不意にタビタの、そしてカチヤの動きが、緩ゆるむ。

　ほんの少し前から、自分達の得え物ものが、空を切るばかりになっていると気がついたのだろう。既にアニセトが追い立てた魚はほぼ全て二人が獲り尽つくしたのである。

「…………」

「…………」

　睨にらみ合うタビタとカチヤ。

　そんな二人の足下、二人の間をすーっと泳いで抜けようとする魚が一匹。

　二人は──

「「～～～ッ！」」

　揃そろって何事か叫ぶ。

　決闘に──勝負に熱中する余り、もう自分達が何匹びき獲ったのか、恐らく数えきれていないのだろう。これを獲った方が勝ちなのだ、と言わんばかりに二人は得物を振りかぶり、足下の魚に向けてこれを突き刺そうと──

「ギゃんッ!?」

　と声を上げたのはどちらだったか。あるいは両方か。

　足あし下もとの魚を獲ろうと集中する余り、猛烈な勢いで前のめりになった二人は、互たがいに頭ず突つきをかますことになったのである。

　揃ってその場に水飛沫を上げながら倒たおれるタビタとカチヤ。

　共に眼を回してぷかりと水面に浮うかんでおり──その間をするすると魚が泳いで逃にげていくのが見えた。泥竜アニセトもどうして良いのか分からないのだろう、川下の方で半分水に浸つかったまま、動こうとしない。

「…………で、どっちの勝ちなんだ、これ？」

　イオリは溜ため息いき交じりで傍かたわらの棄界人ゲヘナントに聞いた。




　　　　●




　別に申し合わせた訳でもないのだろうが。

「…………ッ!?」

「…………ッ!!」

　タビタとカチヤはほぼ同時に意識を取り戻もどしていた。

　跳はねる様に身を起こしてそれぞれの奇髪器サムソニアを手に身構える。瞬まばたきを二度三度してからようやく自分達がもう川の中に居ない事に気付いた様で、奇髪器サムソニアを下ろして周囲を見回した。

〈波際の踊手〉の集落の広場である。

　既に他の者達の手で獲られた──狩られた魚は籠かごに入れられて、広場まで運び込まれた上で、半分以上がもう手際よく処理されていた。さばいて内臓を搔かきだして干物にする分、そのまま焼く分、瓶びんに詰めて魚醬しおからにする分、等々である。タビタ達が意識を取り戻すまでの間に、イオリが暇ひまつぶしに教えた燻くん製せいを試ためしている者達も何人か居た。

　漁の後はこうして村人総出で調理するのが基本であるらしい。

　そして──

「イオリ。勝ったの、どっち？」

　とタビタが尋たずねてくる。

「あー……それなんだが」

　イオリは籠の中に詰め込まれた魚を見み遣やって言った。

「正直、分からん」

　呆あきれた事に──結局、タビタとカチヤの勝負は殆ほとんど差がついていなかった。

　後半のタビタの追い上げは凄すさまじいものがあった一方で、元々この『決闘』そのものをよく知っていたカチヤが、最初に獲った魚の数も多く……タビタが魚を二枚に斬り下ろしたり、ぶつ切りにしてしまったりした結果、数を数えるのにも手間取ったのだ。

　結局はタビタの方が一匹多い『らしい』という事になった様だが、確証が持てない。

　うかうかしていると折角の魚が傷んでしまうという事で、〈波際の踊手〉の女達はさっさと魚を回収して調理に入ってしまったのである。殺した以上は責任を持って食べる、腐くさらせるなどもってのほか──というのが彼女等の考え方の様だ。タビタもカチヤも気絶していたのではっきりと確かく認にん出来た訳でもないが。

「…………」

「…………」

　改めて睨み合うタビタとカチヤ。

　やがてカチヤが捌さばいた魚を焼いている焚たき火の方を指さして、言った。

「スル、ケットウ、ツヅキ」

「…………む」

　頷うなずくタビタ。

　二人は広場の数カ所で焚かれている火の一つに向かって歩いて行くと、そこで作業をしていた〈波際の踊手〉の女達に何事か話しかける。すると女達はさっと脇わきに退いてその焚き火を明け渡わたした。

「……なんだ、何をする積もりだ？」

　とユーフェミアが怪け訝げんそうに呟いている。

　だがイオリには大体想像がついていた。即すなわち──

「最終的に料理するまでが『決闘』らしいな」

「食べる為ために魚を獲るのなら、理にかなっている……のか？」

　元々部族の女達総出で料理をしていた事もあり、広場のあちこちには魚以外の食材も豊富に集められていた。大小様々な果実や茸きのこらしきもの、木の根、葉、それに調味料らしき粉末や液体が入った瓶が、やはりイオリ達のすぐ傍そばにも置かれている。

「……考えてみればこれって、そもそもどっちが俺の嫁よめになるかって勝負なんだっけか」

　どちらが一番目の嫁になるのかの勝負──というか何というか──をするのであれば、料理の腕うでを競きそうという考え方も在りなのか。どうやら〈波際の踊手〉では食材の調達から調理まで一いつ貫かんして女の仕事であるらしい。年寄りの男達もちらほらと広場には見み掛かけられたが、主力として動き回っているのはやはり女達だ。

「しかし本当に……イオリは女誑たらしだな」

　とユーフェミアは溜息をついて言った。

「人聞きの悪い事を。誰だれがいつ誑し込んだって？」

「いつの間に？　と驚おどろく程ほどだからこその女誑しだろう。本人に自覚がないなら尚なお更さらにタチが悪い。大体、チヅルの事も──」

「チヅル？　なんだ、チヅルがどうした？」

「な、なんでもない！」

　慌あわてた様に首を振るユーフェミア。

　一方──

「～～～～！」

「～～～～？」

　何やらイオリ達には分からない言葉を投げ合いながら、タビタとカチヤが焚き火の左右に陣じん取どって調理に入る。

　二人は共に乱暴な手つきで籠から魚を摑つかみ出すと、下した拵ごしらえの積もりなのか、調味料らしき瓶に手を突つっ込こんで、摑み出した粉末をばさりと魚に被かぶせる。ぶっかけすぎなのか、粉末が大量に、それこそ煙けむりの様に舞い上がって、二人は揃って──身体からだを折り曲げるかの様な大くしゃみ。

　その勢いで串くしにも刺ささないままで焚き火の中に魚を放ほうり込んでしまい、慌てて奇髪器サムソニアを使ってこれを搔き出したりしていた。

「……なあ」

　手持ち無ぶ沙さ汰たのイオリは近くに積まれていた椰や子しの実の様な大型果実を手に取ると、掌てのひらでこれを軽く叩たたきながら言った。

「あれってどうやって勝敗を決めるんだ？」

「それは勿もち論ろん──」

　と言いかけてユーフェミアも気付いた様だった。

　彼女はその蒼あおい眼めを瞬かせながらイオリの方を見て──

「……まあ、その、死にはしないと、思う」

「無責任な事言うな!?」

　イオリは悲鳴じみた声で言った。

　料理勝負。イオリの嫁にどちらが相応ふさわしいかの勝負。ならば作られた料理を試食するのはイオリの役目なのだろう。理にかなっている──が。

（料理上手のハンネに教えて貰もらってアレだったからな……）

　何やら大量に調味料を振ふりかけたり、火の中に直じかに魚を投げ入れたりと、ひどく大おお雑ざつ把ぱな調理をするタビタを見て、イオリは彼女がアータートンで作ったオムレツを思い出す。

　基本的にタビタはあまり料理が上手うまくはない。

　アータートンの時に限らず、一いつ緒しよに行動する様になって以後も何度かタビタが料理をする機会も在ったが、大たい抵ていは焼きすぎ、味を付けすぎで、食べられたものではなく──しかもどうやらタビタは、煮に込こむだの漬つけ込むだのという様な調理法はそもそも知らない様だった。料理を教わっていなかったというより、タビタの部族では基本的にその程度しか調理法が知られていないらしい。

　何にしても以後は食材を無む駄だにしない為にもイオリがずっと調理を担当していた。
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　ちなみにユーフェミアも料理はまるっきり駄だ目めである。食材や調味料の充じゆう実じつぶりからすれば、〈波際の踊手〉はタビタの部族に比べると、多少なりとも豊かな食文化を持っていそうだが……

「…………」

　イオリが見る限り、カチヤも料理の腕はタビタと大差は無い様だった。やることがどれもこれも大雑把に過ぎる。料理を始めて未まださして時間が経たっていない筈はずなのだが、既すでに二人はそれぞれ三、四匹ひきの魚を駄目にしていた。

　火の中に直接魚を投げ入れては、消し炭になって当然だ。しかも炎ほのおの上から塩だの香こう辛しん料りようだのを慌てて追加で投げ入れるので、粉末が舞まい上がるわ、弾はじけて火の粉になるわで、大だい惨さん事じである。

　しかも──

「…………む？」

「…………ン？」

　同時に香辛料を詰つめ込んだ壺つぼに手を出して──それぞれが相手の手を邪じや魔まする形になってしまい、タビタとカチヤは壺の縁ふちを摑んだまま、これの引っ張り合いを始める。

「…………」

「…………」

　どちらも『喜き怒ど哀あい楽らくをあまり表に出すのははしたない』という価値観の棄界人ゲヘナントだからか、表情こそあまり変化はないが──両者共に相当、腹を立てているのは毛を逆立てて膨ふくらませた尻尾しつぽを、屹きつ立りつさせている事からも想像がついた。

　二人は同時に壺から手を放すと──壺が砂地にめり込む様にして落ちたその瞬しゆん間かん、それぞれの奇髪器サムソニアを手に身構える。明らかに戦せん闘とう態勢である。次の瞬間にも二人がその場で殺し合いを始めてもおかしくない雰ふん囲い気きだった。

「……おい、止めないでいいのか!?」

　とユーフェミアが近くに居た棄界人ゲヘナントの娘むすめに問うが、彼女等もどうして良いのか分からないらしく、不安げに尻尾を揺ゆらしながら首を振るばかりである。

「イオリ、おい──イオリ？」

　ユーフェミアは慌ててイオリの名を呼ぶ──が。

「…………」

　イオリは黙だまって立ち上がると、そのまま広場の真ん中で睨にらみ合うタビタとカチヤの方に歩いて行く。イオリが近づいてくるのに二人が気付いていない筈も無いのだが、棄界人ゲヘナントの少女達はただただ相手を睨み据すえるばかりで動こうとしない。

　そして──

「まあ落ち着け」

　イオリは言ってタビタと、そしてカチヤに、出来たばかりの『それ』を差し出した。

「──!?」

　さすがに目の前に出されたそれを、二人は無視できなかった様だ。

　タビタもカチヤも奇髪器サムソニアを下ろして眼を瞬しばたたかせ、『それ』を見つめている。椰子の実に似た大型果実──その『殻から』を器代わりに盛られた、白い何かを。

「イオリ……？」

「喰くってみろ。一口でいいから」

「……？」

　眼を瞬かせながら、『それ』の匂においを嗅かぐタビタ。彼女の様子を見て、カチヤも顔を寄せてきて──匂いを嗅ぐ。どちらも恐おそらく戸と惑まどっているのだろう、尻尾が先さき程ほどまでと異なり、不安げに揺れているのが見えた。

「あんまり匂いはしないだろ。いいから喰ってみろって」

　言ってイオリは──指先で殻の中身をすくってタビタの唇くちびるに触ふれさせる。

「むひぁっ!?」

　一瞬、タビタは眼を丸くして──余程に驚いたのだろう──声を上げ、カチヤも驚いた様子で身を引いていた。タビタの声を悲鳴か何かだと勘かん違ちがいしたのかもしれない。

　だが……

「大だい丈じよう夫ぶだ。毒じゃないから」

　言ってイオリは自分の指についている『それ』を食べてみせる。

　それから改めてもう一度指で掬すくってタビタの口元に差し出す。今度はさすがにタビタも怖こわ々ごわといった様子ながら、イオリの指をくわえた。

「どうだ？」

「…………」

　問われてもタビタは答えない。イオリの指をくわえているのだから当然といえば当然なのだが。代わりに彼女の舌と唇が丁てい寧ねいに──愛いとおしげに指を舐なめるのをイオリは感じた。

　イオリが手を引っ込めると、タビタは上うわ目め遣づかいにイオリを見つめてくる。

　どことなく恨うらめしげにすら見えて──『もっと』と言わんばかりだった。

「好きなだけ自分で食べりゃいい」

　イオリにそう言われたタビタは、今度は『それ』を自分の指で掬って食べ始める。

　それを確かく認にんしてからイオリはまた自分の指で『それ』をすくってカチヤの方に差し出してやる。

「…………？」

　タビタの様子が理解出来ないのか、カチヤも眼を瞬かせてイオリと果実を交こう互ごに見比べていたが……イオリがその唇に触れるか触れないか位のところに『それ』を突きつけると、唇の間から舌を出してその先で一舐め…………

「──！」

　それから彼女もまた猛もう烈れつな勢いで舐め始める。逃にがさないとばかりにイオリの手首を両手で摑んで、やはり丁寧に丁寧に指についた『それ』を舌と唇で舐め取っていく。

「俺の指、嚙かむなよ」

　言ってイオリは苦く笑しようする。

「自分の指で掬って喰った方が冷たくて美味うまいぞ」

「イオリ……？　一体、何を……？」

　さすがに訳が分からないのだろう、ユーフェミアが怪け訝げんそうに声を掛かけてくる。彼女の傍に居る〈波際の踊手〉の娘達も、表情こそ変えていないが、困こん惑わくしているのだろう──尻尾がゆらゆらと頼たより無げに揺れているのが見えた。

　彼女等にしてみれば、いきなりタビタとユーフェミアがイオリに籠ろう絡らくされたかの様にも見えたのだろうが──

「お前も食べた事あるだろ。氷ひよう菓かだよ」

　ユーフェミアの方を振り返ってイオリは言った。

　イオリの様な魔術使いは、自分で自由に設定した状態の仮想物質を生み出す事が出来る。

　例えば常温では気体の物質を液状にして顕けん現げんさせる事も出来る訳だが──この場合、液状の物質は気体に戻もどろうとして、つまり気化して、周囲の物質を急速冷れい却きやくする。

　イオリは椰子の実に似た大型果実の中身を、この気化による冷却方法で凍こおらせた上で砕くだき、更さらに別の桶おけに貯められていた乳状の果か汁じゆうに二酸化炭素を──炭酸を混ぜ込んで発はつ泡ぽうさせた上でやはり冷却。高粘度クリームの状態にした上で、手早くこれらを混ぜたのである。

　氷菓は、ご機き嫌げん斜ななめの子供をあやすのに便利だ──と、以前、同じ部隊に居た妻子持ちの魔術師からイオリは教わった。実際、二度ばかり、出会った当初のユーフェミアにも作った事があり、確かに彼女は大喜びしていたのをイオリは覚えている。

　甘く冷たい氷菓。それは子供達にとっていつも特別なものだ。

　まして……棄界人ゲヘナント達の中には魔術使いがいない。

　だから彼等は冷れい凍とう技術というものを、恐らくは持っていない。川の水に浸つけて冷やすのが精せい々ぜいの筈だ。そんな彼等彼女等がいきなり氷菓を目の前に出されたら──当然、初めての経験で、子供でなくとも相当に驚おどろくだろう。あるいは虜とりこになって目の前の諍いさかいを忘れてしまう程に。比ひ較かく的てき気温の高いこの辺りの住人ならば更に驚きは大きい筈だ。そもそもカチヤ達は氷というものを見た事が無い可能性すら在った。

「ユーフェミア。そこに転がってるでかい木の実を持ってきてくれ。一個凍らすのも十個凍らすのも手間は大差無い。どうせだから全員に振る舞ってやるさ」

　突とつ如じよ、勝負を放ほう棄きしてイオリの出した氷菓を食べ始めた──それに夢中になっているタビタとカチヤを見て、他の〈波際の踊手〉達も興きよう味み津しん々しんといった視線をイオリの方に注いでいる。

「とりあえず甘いものでも喰って落ち着け。頼たのむから。俺達が争ったり揉もめたりしてる場合じゃないんだよ」

　ユーフェミアから新しい木の実を受け取りながらイオリは──〈波際の踊手〉の者達にそう言った。




　　　　●




　結局……

「勝者はイオリ」
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　……という事になったらしい。タビタによると。

　氷菓はイオリの予想以上の衝しよう撃げきを〈波なみ際ぎわの踊おどり手て〉に与あたえた様だった。

　果実の甘みや、一部の果実から採れる胚はい乳にゆうは知っていても、これを発泡させた上で冷却して高粘度状態にしてみたり、更には凍らせて食べる、などという経験を彼等は持っていなかったのだ。〈波際の踊手〉の者達にしてみればイオリの行こう為いは一種の奇き跡せきとして認識された様だった。

　しかも魔術を用いた調理であるから、現状……氷菓はイオリにしか作れない。

　結果として、カチヤは勿もち論ろん──〈波際の踊手〉の者達は揃そろってイオリの事を認め、敬意を払はらう様になった。

（……まあ珈琲コーヒー豆やら胡こ椒しようやら……食べ物や嗜し好こう品ってのは、それを得る為ために命いのち懸がけの旅をする連中や戦争する連中がいるからな……）

　食は生きる事の基本だ。

　だからこそ美味い食事を振ふる舞まったり、共に食事をする事によって、人は相手に対する警けい戒かいを解き、好意すら抱いだく様になる。いや──動物に対する餌え付づけという馴ならし方もある事を想おもえば、人に限らず生き物の相そう互ご理解の上で、食を用いるのは基本なのだろう。

　とはいえ──

「イオリ……ヨメ」

「イオリが嫁よめ」

　タビタとカチヤが並んでそう告げてきたのは、広場での料理勝負が終わり、イオリ特製の氷菓の振る舞いも一通り終わって、カチヤの家に招かれた後の事である。

　司祭の家だけあって、他の家屋よりも広い。ただし壁かべを作って中を仕切るという考え方は無いらしく、瓶びんやら樹皮を編んで造った籠かごやらが幾いくつも置かれているだけで、家全体が一つの部屋になっている様だった。

「いや……嫁って……俺が？」

　イオリとしてはただただ困惑するしかないのだが。

「美味しかった」

「オイシイ」

　これまた二人してそんな事を言ってくるタビタとカチヤ。

　少し前までイオリを巡めぐって対立していた筈はずなのだが、すっかり仲良し──というか、どうやらイオリの氷菓を食べて、どうでも良くなったらしい。あるいはイオリが〈波際の踊手〉部族の者全員に氷菓を振る舞ったお陰かげで、『無理に独どく占せんしなくてもイオリからの恩おん恵けいを得られる』という認識になったのかもしれなかった。

「イオリ、ミナ、ヨメ」

「イオリは皆みなの嫁になれると言っている」

「それもどういう理り屈くつなんだよ!?」

　と言いつつも概おおむね、イオリはカチヤの言う『嫁』の意味について大まかに理解していた。

　要するにカチヤ達の文化では男だとか女だとかの区別ではなく、『美味おいしいものを食べさせてくれる者』が『嫁』という認識であるらしい。

「見事に餌付けに成功したな」

　とユーフェミアは横目でイオリを睨にらみながらそんな事を言ってくる。

「タビタとカチヤどころかこの部族の娘むすめ達全員とは。本当にイオリは女誑たらし──」

「だから意図してやってんじゃない！」

　とイオリは主張するも──納なつ得とくがいかないのか、ユーフェミアは顔をしかめたままそっぽを向いてしまった。

「それより、今ひとつよく分からないが、結局──カチヤが俺を婿むこにして司祭にするって話はどうなったんだ？　タビタは納得したのか？」

「…………」

「…………」

　顔を見合わせるタビタとカチヤ。

　二人は何やら短く言葉を交かわしていたが──

「タビタ、一番でイオリの子産む。カチヤ、一番でイオリを婿にとる」

「だから最初から俺はそう言って…………いや、まあそれで、お前達が納得してくれたんならいいけど」

　要するにタビタは実を、カチヤが建前をとった、という事であるらしい。

　そもそもイオリはタビタ、ユーフェミアと共に天界に──現世に戻るのが大前提だ。カチヤの部族の司祭として棄界ゲヘナに永住は出来ない。棄界ゲヘナに永住する積もりならそもそもカチヤの部族の司祭になる必要も無い。

　その一方で……イオリの魔術は、仲間の仇かたきをとる為、ジャレッド達と戦うのに是ぜが非ひでも必要だとカチヤ達は気付いたのだろう。

　だからこそ建前としてイオリを婿にとって司祭に据すえるが、それは一時的なもので、『聖なる島』を奪だつ還かん出来ればイオリから司祭の役目を解き、改めて別の司祭になれる男を迎むかえればいい──という結論になった様だ。

　イオリとしては最初からそう考えてくれていれば、面めん倒どうはなかったのに──とも思うのだが、恐おそらくカチヤはカチヤでいきなり両親を失い、未まだ若い──幼いとさえ言えるその身で〈波際の踊手〉を率いていかねばならない立場となった為、かなり追い詰つめられていたのだろう。正しき族長たらんと気張る余り、形式に囚とらわれ、考え方に柔じゆう軟なん性を持てなかったのだ。

　あるいはイオリの氷菓を食べた事で、カチヤは文字通りに頭を冷やす事が出来た──自分が未だ子供である事を想いだしたのかもしれない。

　いずれにせよ──

（まあ、形式でも何でもカチヤの夫になった──司祭になったのなら、〈波際の踊手〉は俺の味方になった、と考えても差し支えないだろう）

　宗教的結束というものは、敵側に在れば色々と厄やつ介かいであるが、味方側にそれが在った場合、非常に迅じん速そくな上意下達を実現出来るという意味で、非常に心強い。

　ただ──

「……カチヤ」

　イオリは改めて巫み女この少女に声を掛けた。

　嫁問題が解決したのなら、とりあえずイオリ達が考えねばならない事は一つだ。

「『聖なる島』を占せん拠きよしてる連中だが。魔術使いが何人居るかは分かってるのか？」

「フタリ。テキ、ゴニン、ゼンブ」

「二人……厄介だな。魔術使い以外が三人……三人が全員ジャレッドの様な使い手とも限らないが、まあ、それなりに戦せん闘とう能力は高いと考えた方が良いだろうな。となると──」

　イオリ達の側の戦力は、イオリ、タビタ、ユーフェミア、カチヤ、そして女達が十数人。

　ジャレッド達の側の戦力は、カチヤの言葉が正しければ、魔術師ないし魔術猟りよう兵へいが二人、戦士や騎き士しに相当する近接戦闘能力者が三人。

　個々の強さは勿論、不明だが──

「『聖なる島』に乗り込む前に、幾つか教えておく事がある。俺はお前達に無む駄だ死じにして欲しくない。いいか、死ぬな。生きろ。だから敵を殺す方法ではなく、敵に殺されない方法を中心に教えようと思う」

「…………」

　カチヤが──不思議そうに眼めを瞬しばたたかせる。

「今日殺せなくても、今日を生き延びれば、明日殺せるかもしれない。明日殺せなくても、明日を生き延びれば、明後日には殺せるかもしれない。最後にお前達が生きていて、相手が死んでいれば、それでお前達の勝ちだ。違ちがうか？」

「…………チガウ、ナイ」

　カチヤが頷うなずく。

　イオリとしては〈波際の踊手〉の者達を捨て駒ごまの様に──損そん耗もうを当然として使い捨てるやり方をとる事も出来た。恐らくその方がジャレッド達に勝てる確率は上がるだろう。

　目的を達成する為に何かを犠ぎ牲せいにするのは当然で。

　生きるとは誰だれかの何かを奪うばって代わりに何かを押しつけられる事で。

　しかし──その事について『自覚』を失ったら終わりだとイオリは思う。

　少なくとも自分は、自分だけでも、犠牲や奪う事を当然と思わない様に──常にそれが『仕方ないからせざるを得ない事なのだ』と意識していなければならない。意識していたいのだ。

　だから避さけられるなら犠牲を避ける。奪わずに済む選せん択たく肢しがあるなら、それを選ぶ。そうし続ける事で、本当に犠牲が必要な時、誰かの何かを奪わねばならない時、自分はその罪をきちんと背負えるのではないかと──

「『聖なる島』奪還の戦いにおいて、お前達に司祭として命令出来るってんなら……俺はこう命令する」

　イオリはカチヤを、そして女達を見回して言った。

「死ぬな。生きろ。お前達の命は──いや、誰の命であろうとも、一時の満足の為に、簡単に投げ捨てていい程に、安くも軽くも無い」

　そんなイオリの言葉をタビタが棄界人ゲヘナントの言葉に訳していく。多分に抽ちゆう象しよう的な物言いを含ふくむそれを、どれだけ上手うまくタビタが通訳出来たかは分からないが──

「…………イオリ」

　カチヤはイオリの正面に立って顔を覗のぞき込んでくる。

　やはりその顔に表情らしい表情は浮うかんでいないが──

「ワカッタ」

　カチヤははっきりそう言って頷いた。








第三章　聖地奪だつ還かん









『聖なる島』は〈波際の踊手〉が縄なわ張ばりとする海岸の沖おき合あいに在る。

　距きよ離りとしてはそう遠いものではないが、砂すな浜はまから少し離はなれると急激に海底が深く落ち込んでおり──そこには海かい竜りゆうと呼ばれる大型の肉食魚が多数生息している。

　海竜はその巨きよ体たいに似合わぬ俊しゆん敏びんさを備えており、小型の船せん舶ぱくは勿もち論ろん、海上を飛ぶ鳥すら水中から矢の様な勢いで飛び出し、襲おそい掛かかって捕ほ食しよくしてしまうという。

　海を渡わたって『聖なる島』に辿たどり着くのは至難の業わざだ。

　だから〈波際の踊手〉の者達が『聖なる島』に参拝する際には、『聖せい霊れい』が開くという『空の道』を通って行くという。

　つまり……カチヤ達は、あくまでも『聖霊』が招いた時だけ、島への上陸を許され、海竜に襲われる事無く安全に島へと移動する事が出来るという事になる。カチヤ達がジャレッド達が陣じん取どる『聖なる島』へ、報復として即そく座ざに攻せめ込まなかったのも、『聖霊』の祭さい壇だんがジャレッド達に押さえられてしまい、『空の道』が開かれなくなってしまったからだという。

　だが……ここで一つの疑問が生じる。

　そもそもカチヤ達の部族の祖──最初の司祭はどうやって『聖霊』と出会ったのか。

　水とそして凶きよう暴ぼうな生物によって隔へだてられた孤こ島とう、そこに『聖霊』が居ると最初の司祭はどうやって知ったのか。何頭もの海竜達の居るこの水域は、本来、絶対的な『壁』として両者を隔てていた筈はずだ。

　では出会う筈の無かった両者が出会ったのは、何な故ぜなのか。

　その答えが──

「……なるほど」

　急速に変わっていく風景にイオリは感かん嘆たんの声を漏もらした。

　海が──割れる。

『聖なる島』に向かって白い点線の様なものが姿を現し、それはやがて互たがいに延びて繫つながって一本の線になっていった。

　水が──潮が引いているのだ。

　棄界ゲヘナにおいても海に潮の満ち引きはあるらしい。ただしイオリの知るそれとは若じやつ干かん異なっている様で、程度差こそ在れど毎日の事──ではなく、一定期間に一度起きる現象である様だった。

　そしてこの際の水位の低下は、著いちじるしいものがある。

　細い一線、いや正しくは所々途と切ぎれる点線が、島に向かって続いている。

　潮が引いた事で顔を出した岩がん礁しようの先せん端たん部だ。

　これが『聖なる島』への旧ふるき参拝路、即すなわち、最初の棄界人ゲヘナントが島に渡った際の、渡と航こう法だったのだ。夜明け前で暗いという事もあり、また一定期間に一度生じるだけの現象という事もあり、こうした岩礁の道が発生するという事を知っているのは、地元に棲すんでいた部族〈波際の踊手〉だけだった。

『空の道』が作られる様になってからは、司祭達もそちらを通っての移動が基本となり、この参拝路の存在はカチヤの部族の中ですら、司祭とその直系にしか知らされていなかったという。

　それに──

「いくぞ」

「……ん」

「……ン」

　イオリの言葉に頷くのは、タビタと、そしてカチヤである。

　イオリ、タビタ、カチヤ、そしてこれにユーフェミアを加えた四人は、今、カチヤが操あやつる怪かい魚ぎよ──泥でい竜りゆうと呼ばれる魚類の一種の背中に乗っていた。カチヤはこの個体をアニセトと呼んでおり、他の泥竜と区別しているらしい。

　泥竜。

　先にイオリ達を襲った海竜とは別の、この海域に──正確にはこの近辺の領域に棲む魚だ。だが魚といいつつも泥竜は奇き妙みような生態を備えており、あろう事か、魚類の癖くせに水中で暮らす時間の方が少ないという。

　泥竜の名からも分かる通り、近くの干ひ潟がた……砂や泥どろにより形成された低てい湿しつ地ちの領域に棲む生き物で、水上に逃のがれる事で、海竜の様な大型で獰どう猛もうな生物との生存競争に晒さらされる事も無く繁はん栄えいしてきたらしい。

　とはいえ竜は竜だ。

　通常の泥竜は人間をも喰くう獰猛な──というより口に入る生き物ならえり好みというものをしない雑食の生物である。カチヤが喰われる事も無くこれを騎き馬ばの如ごとく操っているのは、司祭の直系に備わる力で意識を何度か繫ぎ、この個体を馴じゆん致ちしたからである。

　ともあれ──

「──アニセト！」

　カチヤの声と同時に、猛もう然ぜんと、泥竜が飛び出す。

　点々と続いていく岩礁の上を移動するのは、元々、跳ちよう躍やく移動が基本の泥竜にはむしろうってつけの道と言えた。頭の大きな、一見、鈍どん重じゆうそうな見た目に反し、アニセトは軽々と岩礁から岩礁へと飛び移りながら、時には水面を水切り石の様に滑かつ走そうし、巡じゆん礼れい者の道を進んでいく。

　その後ろからついてくるのは──カチヤの部族の女達だ。

　彼女等は奇髪器サムソニアを手に、既すでに獣じゆう身しん化かした状態である。つまりは臨戦態勢であり、身体能力も上がっているので、アニセトの後をついてくる事が出来る訳だが──

「──ッ！」

『道』の左右の海面が泡あわ立だつ。

　そこから海竜が──いや、その幼魚と思おぼしき、比ひ較かく的てき小さな個体が飛び出してきたのは次の瞬しゆん間かんだった。

　成体は……つまりは人間を丸まる吞のみ出来そうな巨体に成長した海竜は、水位の下がったこの近辺にはそもそも入ってこない。そもそも岩礁の──障害物の多い浅あさ瀬せには入ってこられない。だがだからこそ、巡礼者の道の周囲、その岩礁地帯は、小型の魚ぎよ介かい類るいが大型の魚介類に補食される事無く繁栄できる。

　海竜の幼体もまたその一つだ。

　むしろ小型の海竜は──こうして潮が引いた時にこそ活発に獲え物ものを襲うのだという。

「～～～～ッ！」

　女達は叫さけび声を上げながら──吼ほえながら奇髪器サムソニアでこれらを叩たたき墜おとすが、いかんせん襲ってくる海竜の幼体の数が多い。このままではアニセトに乗っているイオリ達はともかく、女達は腕うでだの脚あしだのを嚙かまれて水中に引きずり込まれる可能性がある。

「──始まりの元素、水より別れし燃ゆる風、空へと昇のぼる軽き息、今此こ処こに顕けん現げんせよ！」

　イオリが魔ま術じゆつを解放。

　同時に──

「～～～ッ！」

　タビタとカチヤが二人揃そろって何事かを叫ぶと、女達が自分の頭を抱かかえる様にして、一いつ斉せいに身を低くする。次の瞬間イオリの放った爆ばく轟ごうの魔術が、全方位に爆風と衝しよう撃げき波はを放ち、空中の海竜幼魚の群れをまとめて跳はね飛ばし、あるいは叩き墜としていた。

「～～～～ッ！」

　海竜幼魚の襲しゆう撃げきが束つかの間ながら途切れる。

　それを確かく認にんしてカチヤが叫び声を上げた。

　女達は再び走り出す。

「よし。いける」

　イオリは若干の安あん堵どを込こめてそう呟つぶやいた。

　カチヤはともかく、イオリが自らの脚で走らず、アニセトの背に乗っているのはこの為ため──魔術による露つゆ払はらいの為だ。『道』が出来た際に、そこを渡る上での危険性と注意点は先にカチヤに聞いていたので、イオリは比較的安全に──可能な限り犠ぎ牲せい者しやを出さない様に、島に移動する為の方法を考えたのである。

　実の所、毒を流す──という事も考えたが、イオリが魔術で生成出来る毒の量は知れているし、それを海に流すとなると薄うすまって効果の程ほども怪あやしい。何より毒の種類によっては予測不可能な影えい響きようを付近の海域に及およぼす事も考えられるので、イオリとしては使い慣れた爆轟の魔術を連打する方が確実と考えたのだ。

「影響の範はん囲いは大体分かった、次は伏ふせさせる必要は無い、全力で突つっ走ぱしらせろ！」

「わかった」

　イオリの言葉に頷うなずき、タビタが、そしてカチヤが後続の女達に叫ぶ。

　爆轟の魔術が『海竜の幼魚避よけ』にどの程度、効果的か、気温湿しつ度どやその他も条件も含めて考えた場合、どの程度の量、濃のう度どで仮想物質を散布すれば、部族の女達には被ひ害がいを生じさせずに海竜の幼魚だけをたたき落とせるか……今の一撃でイオリは概おおむね摑つかんでいた。

　最初の一撃は、爆轟で女達が耳をやられる可能性を考こう慮りよして、伏せさせ、耳を押さえさせたが──耳をやられると一時的でも走れなくなる──この辺りの加減を概ね摑めたら、後は連発する方に注力すれば良い。

　更さらに──

「アニセトッ！」

　カチヤが叫んだ。

　待ち構えていたかの様に、イオリ達の前方から襲い掛かってくる海竜の幼魚が見えたからだ。だがこの群れを迎むかえ撃うったのはイオリの魔術の火か炎えんではなく──




　──轟ッ！




　泥竜アニセトが吐はき出した火炎だった。

（要するにこいつ、生きた魔術担体な訳か……）

　自身の魔術よりも長く強力に放たれる火炎を見ながらイオリは考える。

　アニセトが魚ながら陸上で活動出来るのは、鰓えら呼吸だけではなく、皮ひ膚ふ呼吸を併へい用ようしているからだが……実の所、アニセトの巨体が必要とする酸素を皮膚呼吸だけで取り込むのはどう考えても不可能だ。単純に考えても体長が倍になれば表面積は四倍に、そして体積は八倍になる。皮膚呼吸で得られる酸素だけではどう考えても足りない。

　どうやらアニセトは、その体表で水を分解して水素と酸素を造り出しているらしいのだ。

　酸素は吸収し、余よ剰じようの水素は巨体を維い持じする為の『浮うき』として体内に溜ため込む。後者を必要とあらば吐き出し、歯を嚙み合わせた際に出る火花で着火する事で、この巨きよ大だいな怪魚は火を噴ふくのだ。

　猛もう烈れつな火炎放射を浴びた海かい竜りゆうの幼魚数匹ひきが、焦こげ臭くさい匂においと共に暴れながら水中に落ちていく。そこに別の海竜の幼魚が群がって、水面が沸わき立たつのが見えた。

「今のうちだ、走れ、走れ、立ち止まるな！」

　イオリは叫び、タビタとカチヤがこれを通訳する。

　何も襲おそい掛かかってくる海竜の幼魚全すべてを斃たおす必要は無い。

　とりあえず最初の襲撃を──第一波を上手うまく撃げき退たいすればいい。

　血に飢うえた海竜達は、同種だろうが何だろうか構わず、食らいつく──というのはイオリも先の陸上帆艇ランドヨツトを襲われた一件で気付いていた。

　ならば最初に襲い掛かってきた連中を火炎なり刃は物ものなりで撃退してやれば、後続は先まず傷ついた仲間の方に食らいつく。

　弱肉強食。弱っていれば同種とてやはり肉。

　野生動物の理り屈くつとしては単純明快である。

　ただし──

「イオリ、次が──」

　炎ほのおを纏まとって、あるいはその隙すき間まをぬって飛び込んでくる幼魚を、タビタと共に剣けんで叩き墜としながらユーフェミアが叫ぶ。

「分かってる!!」

　当然、沖おきにある島に近づく過程で、成魚が入り込める様な水深のある場所も通る事になる。

　そしてあくまで『成魚が浅瀬に入り込むのは難しい』というだけで、無理矢理浅瀬に入り込んでくる事もあるだろう。十分な水深が無ければ、加速も出来ないだろうから、水上に跳とび上がる事は難しい筈はずだが──

「～～～っ!?」

　後方で声が上がる。

　咄とつ嗟さに振ふり返れば──女の一人が脚を滑すべらせて姿勢を崩くずしていた所だった。

　隣となりの女が手を差し伸のべようとして、しかし速度を緩ゆるめたその二人に、背後から一匹の海竜の幼魚が襲い掛かる。

　だが──

「…………ッ！」

　魚というよりも鰐わにそのものの顎あごを開いたその鼻先に……一本の針が叩き込まれたのは次の瞬間だった。深々と鋼鉄の凶きよう器きを刺さされた海竜は、さすがに痛がる様な事は無かったが、姿勢を崩してそのまま海中に没ぼつしていった。

「ユーフェミア!?」

「…………」

　驚おどろくイオリとタビタ。

　だがその針を投げた本人が驚いた様に自分の手を見つめている。

　彼女の姿の向こうで、転びそうになった女達が互たがいに支え合いながら、再び走り始めるのが見えた。どうやらユーフェミアの放った一撃が、女達を救った様だ。

「おい、ユーフェミア？　前にも見たが、いつそんな技──」

「あ、いや、その」

　何な故ぜか慌あわてた様に首を振ってから、ユーフェミアは言った。

「れ、練習したのだ、イオリ兄さ──イオリを驚かせたくてだな。その、練習したのだ。練習したに決まっているだろう!?　別に変な女に取り憑つかれている訳ではないから気にしないでくれ!!」

「…………」

　顔を見合わせるイオリとタビタ。

「そ、そんな事より、また来るぞ、イオリ、タビタ！」

　と前方を指さしてユーフェミアが叫ぶ。確かに『道』の左右で白く泡立たせる様にして、海竜の幼魚が何匹も跳ねてくるのが見える。

「くっ──」

　改めて早口で術語を詠えい唱しようするイオリ。

　襲い掛かってくる怪かい魚ぎよの群れを、イオリの魔術と、そしてアニセトの火炎放射が迎え撃った。
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　塔とうの最上階。

　たった一つの部屋のその奥で──昼夜を問わず完全に闇やみが晴れる事の無いその一角でふと気配が動く。

「……おや」

　溜ため息いきの様な声がぽろりとこぼれ落ちる。

　男ではない。女の声だ。それも若い──いや幼いとさえ言える程の。

　ただ……

「……無茶をしないでくれると……良いのだがね…………」

　その呟く声には何ど処こか嗄しわがれたかの様な──枯かれたかの様な響ひびきが在った。

　まるで老ろう婆ばのものの如ごとくに、声は若いのに何処か歳とし経た者の諦てい観かんの様なものが滲にじんでいる。耳みみ障ざわりではないのだが、長く聴きいていると何か奇き妙みような寂さびしさを感じる声だった。

　今──最上階にエイベルの姿は無い。

　この部屋の主の様に詰つめている事の多いエイベルだが、彼も生身の生きた人間である以上、食事もすれば、はばかりにも行く。もっともそんな時は必ず『代わり』を置いていくのだが。例えば──

「…………」

　塔の窓際に立っている巨きよ漢かん。

　棄界人ゲヘナントとしての特とく徴ちようを持つその獣じゆう耳じと尻尾しつぽ……エイベルの従者にして、棄界人ゲヘナントの戦士ゲルトだ。岩の様な顔付き、岩の様な肌はだ、筋肉質で半はん裸らの肉体には無数の疵きず痕あとが走っていて、その半生が如い何かに戦いに満ちたものであったかを物語っている。

「…………」

　ゲルトは部屋の奥を睨にらみ据すえる。

　エイベルが席を外している間の、『見張り』はゲルトの役目だ。もっとも見張るべき相手は此処から一歩も動く事は出来ないのだが。

「……来る、か」

　ぼそりと呟つぶやく声が石造りの床ゆかにわだかまる。

　ゲルトは部屋の奥ではなく、窓の向こうにその切れ込みの様な眼がん窩かの奥の眼めを、向けていた。来る。襲しゆう来らいする。それは何がか？　それは何処からか？　はっきりとは何も口にせぬまま──ゲルトは窓に背を向ける。

「ゲルトといったかい」

　奥の闇から声が漂ただよい出てくる。

「お前さんは……何だい？」

「…………」

　ゲルトは切れ込みの様な眼で闇を見み据すえる。

「見た目通りの奴やつじゃないんだろ。エイベル達は気付いていないみたいだけれど」

「…………」

「何が目的だい？」

　声に何処かからかう様な、嘲あざける様な、奇妙な響きが混じる。

「エイベル達を裏切って、このヒメナ様につく気は無いかい？　何、そんなに難しい事を求めているんじゃないよ。ただ──」

「無む駄だだ」

　ゲルトは断ち切る様にそう言うと──階下へと続く螺ら旋せんの傾けい斜しや路ろに向かってゆっくりと歩いて行った。




　　　　●




『聖なる島』は文字通りの孤こ島とうだった。

　岩がん礁しようの『道』がすぐ近くまで続いてはいるものの、それらは潮が満ちれば全て水すい没ぼつしてしまう上、島の外周は全て切り立った崖がけになっており、砂すな浜はまらしき場所は──ゆっくり安全に上陸できる様な場所は何処にも無い。

　ただ一カ所……波打ち際ぎわに口を開く洞どう窟くつ部分を除いては。

「……コチラ」

　とカチヤが言い、アニセトに乗ったまま洞窟の中に入っていく。

〈波際の踊手〉の女達も後に続いた。

　洞窟は──先にカチヤから聞いていた通り、比ひ較かく的てき単純な構造だ。曲がりくねってもいなければ、激しい凹おう凸とつがあるでもない。地面と言える様な場所は一番奥の辺りにしか無く、代わりに小さな岩礁が幾いくつも顔を出している。満潮時にはこの洞窟そのものが水没してしまうのだろう。

「さて……」

　イオリはアニセトの背中から降りて頭上を見上げる。

　洞窟の奥に縦穴が開いていて、そこから外に出られるらしい。確かにアニセトごとくぐり抜ぬけられそうな大きな穴が一つ、天てん井じよう部に穿うがたれている。

「タビタ、カチヤ、先に俺が言ったこと、覚えてるな？」

「覚えてる」

「……ン」

　タビタが頷うなずき、カチヤも頷く。

　アニセトの背から降りるタビタとユーフェミア。カチヤは──彼女だけは泥でい竜りゆうの背中に乗ったまま、背後を振り返って、部族の女達に何事か伝えている様だった。

　何とか『聖なる島』までは誰だれ一人欠ける事無く辿たどり着く事が出来た。

　だが問題は此こ処こからだ。つまり──

「──おいおい。なんだよおい。本当に来たよおい」

　まるで待ち構えていたかの様に、そんな言葉が縦穴の上から降ってくる。

　いや。実際に待ち構えていたのだろう。爆ばく轟ごうの魔ま術じゆつを使えば、気付かれない筈が無い。

　嘲りを含ふくんだ聞き覚えのある声に──先まず最初に反応したのはカチヤだった。

「──ッ！」

　右手の槍やりを構えて縦穴の向こうを見み遣やる。

　そこには確かにイオリ達も見覚えのある顔が──ジャレッドの顔が在った。

　いや。それどころか……

「さすがはヨークの旦だん那なだよ。ケダモノの考える事なんざ、お見通しかい」

　と同じく嘲る様な口調で言うのは、ジャレッドではなく別人──小太りの中年女性である。穴の淵ふちから身を乗り出して覗のぞき込んでいる状態なので、その格好ははっきりと見えないが──イオリはこの女が金属部品を幾つも埋うめ込んだ杖つえを、つまりは魔術担体を携たずさえているのを見て取った。

　魔術師だ。杖の大きさと形状からして恐おそらく魔術猟りよう兵へいではない。

「～～～～～ッ!!」

〈波際の踊手〉の女達が怒いかりの声を上げた。

　カチヤだけではない、今彼女の部族の生き残りは、誰もが家族や友人をジャレッド達に殺されている。刺し違ちがえてでも仇かたきをとる、その決意で彼女等はイオリ達と共にあの危険な海の道を渡わたってきたのだ。

　その仇が──少なくともその一部が目の前に現れれば、激げつ昂こうして当然である。

　だが……

「──カチヤ！」

　鋭するどい一声を放ったのは、驚いた事にタビタだった。

「……タビタ!?」

「～～～～ッ！」

　振ふり返るカチヤにタビタは何事か叫さけぶ。それはカチヤに向けただけのものではなかったのか、部族の女達もびくりと身を震ふるわせるのがイオリ達にも見えた。

　そして──

「カチヤ、ユク！　カタキ、ウツ！」

　イオリに振り返ってそう告げると、カチヤは槍を掲かかげて叫びを上げる。

〈波際の踊手〉の女達がアニセトに駆かけ寄り、その身体からだにしがみつくや否いなや──カチヤの操る泥竜は猛もう烈れつな勢いで水面を叩たたいて跳とんだ。

「ぬおっ!?」

　さすがに驚いたジャレッドが、女魔術師の襟えり首くびを摑つかみながら、身を穴の向こうに引っ込めるのが見える。カチヤと部族の女達は瞬またたく間にイオリ達の視界から消えてしまった。

　やはり恨うらみ骨こつ髄ずい、相対すれば平静ではいられないという事か。

　イオリは縦穴を見上げながら──

「タビタ、さっき何を？」

「イオリの言葉忘れるな、と告げた」

　タビタは無表情にそう言ってくる。

「……そうか。助かった。タビタは賢かしこいな」

　イオリは洞窟の入り口の方を見遣りながら言う。

　イオリが直接カチヤに告げても、〈波際の踊手〉の女達は現世人の言葉が全く分からないので、伝わるのに手間を喰くう。タビタが棄界人ゲヘナントの言葉で告げた方が早いのだ。

　それに──

（敵に聞かれる事も無いしな）

　洞窟の入り口に湧わく……二つの人ひと影かげ。

　恐らく縄なわか何かで崖から降りてきたのだろう。要するにジャレッド達はこの洞窟でイオリ達を入り口と出口から挟はさみ撃うちにする積もりだったのだ。

（あるいは分断を狙ねらったか……だが。だとしたら俺達はまんまと塡はめられている事になるが……）

　勿もち論ろん、イオリ達の上陸が気付かれるのは予想の内だ。

　そこからどう戦うかが問題だが──

（連中がどれだけ、カチヤ達を舐なめてかかってくれるかが、勝敗の分かれ目か）

　人影の一人、その輪りん郭かくが明らかに棄界人ゲヘナントである事を──大おお柄がらな身体に尻尾らしきものを付ふ随ずいさせているのを見ながら、イオリは身構える。

「イオリ──」

「……イオリ」

　ユーフェミアとタビタがイオリの左右に並びながら声を掛かけてくる。

　三体二。ただし地の利は相手側にあると見ていい。

　なおかつ──恐らく人影の一人は間違いなく魔術猟兵だ。

　だとすれば……

「恐らくこれが、棄界ゲヘナでやる最後の戦いで、殺し合いだ。覚かく悟ごして掛かるぞ」

　二人に──というより自らに言い聞かせる様にして、イオリはそう言った。




　　　　●




　ジャレッド・スケルディングは歴戦の戦士である。

　王国騎き士しの妾しよう腹ふくとして生まれたジャレッドは、王国内で成り上がる為ために、兵士として身を立てる事を選んだ。父は末まつ端たんとはいえ貴族だが、母は庶しよ民みんであり、貴族の嫡ちやく子しとして認められなかった彼にとって、出世の道は限られていた。

　強ければいい、実力主義の世界だ、そう思ってジャレッドは軍に入った。

　だが……いざ入ってみると、ジンデル王国軍の大半は、お飾かざりであると分かった。




「はあ？　腕うで試だめし？　何を言ってるんだ、お前は？」




　──騎士達は式典の作法にしか興味が無く、兵士達も訓練こそすれ、実際に命いのち懸がけの戦せん闘とうを経験した者は殆ほとんど居ない。永い永い平和の結果として、ただ訓練という名の競技、式典という名の見世物芝しば居いに明け暮れる、それがジンデル王国軍だった。

　当然……そんな在り様では、功績を立てて出世する事など出来ない。実力主義など何処吹ふく風──ジンデル王国軍は年功序列と貴族や将軍へのコネだけで立場が決まる、つまりは実社会の縮図だった。

　例外は──




「そんなに血が見たいなら国境警備隊に行くか、さもなきゃ闘とう技ぎ祭さいにでも出るんだな」




　国境線付近で他国の軍隊と小こ競ぜり合いを日夜繰くり返す、国境警備隊と、そして──闘技祭のみだった。

　闘技祭。それは、つまり『見世物としての殺し合い』だった。

　永い平和のせいか、安あん穏のんとした生活に刺し激げきを求めて、貴族達は『兵士達の技術向上』を目的、というより建前として、闘技祭を年に数回、定期的に開かい催さいした。

　参加者は軍人であれば騎士も兵士も問わない。男女すら問わない。

　そして『実戦にも役立つ技術を』という建前の為に、武器は全すべて本物──剣けんならば常に真しん剣けんが用いられた。当然だが参加者には怪け我が人にんは勿論、死者も頻ひん繁ぱんに出る。むしろ積極的に相手を殺しに行っても咎とがめられない。意識的に相手をなぶり殺しにしても、それは結果として『事故』として扱あつかわれた。

　闘技祭では当然の様に賭と博ばくが行われ、貴族達は『お気に入り』の兵士に多額の金を賭かけていた。貴族達を満足させる戦い振ぶり、勝ち残り方をした兵士は、当然に貴族達とのコネが出来て、出世出来る。

　ジャレッドはこれを知って──狂きよう喜きした。

　集団行動が基本で、個人の功績が評価されにくい国境警備隊と異なり、闘技祭に出場する兵士は個々人の戦績が詳しよう細さいに記録される。頑張れば頑張っただけ評価されるのだ。貴族との距きよ離りも近い。闘技祭出場は、ジャレッドにとって、理想的な『仕事』──いや『生き方』だった。




「本当に生き生きとしてやがるな。気色悪い奴やつだ。そんなに殺しが好きか？」




　だが……人間というものは往々にして、環かん境きように適応していく過程で当初の目的を忘れる。

　武術に、闘技祭にのめり込む余り、ジャレッドにとって武術は手段でも道具でもなくそれ自体が目的と成り果てていた。

　武術を存分に扱う為に、戦って、相手を、殺す。

　その行こう為いそのものが何物にも代えがたい充じゆう足そく感を与あたえてくれる。相手の生命を刈かり取るその事で、自分の生命がより生き生きと輝かがやくのだ。

　武術を呼吸や食事や睡すい眠みんと同じ様に己おのれの身体に取り込んでいった結果、ジャレッドは定期的に誰かを殺していないと身体と精神に不調を感じる程ほどになっていった。




「彼の眼が怖こわいです。なんていうか……人間が人間を見る眼めじゃないっていうか……」




　闘技祭のみならず、会う人間、会う人間、その全てに対して先まず『殺す』場面を夢想する様になった。夢想を繰り返す内に、その衝しよう動どうが抑おさえがたくなった。

　もう出世などどうでも良かった。

　殺したい。命を刈り取りたい。

　闘技祭には勿論、出場し続けていたが、それとは別に、闘技祭の間にもジャレッドはこっそりと夜の街を徘はい徊かいしては人を殺した。殺し続けた。相手が強かろうが強くなかろうが関係が無い。自分の身につけた武術が如い何かに滑なめらかに、自然に、相手を殺すのか、人体を破は壊かいし、生命を根絶するのか、その過程と結果にジャレッドは満足した。




（……ああ。今日も上手く殺やれた。俺の筋肉と神経は身につけた武術に則って効率良く相手を殺した。俺は上手く武術を扱えている……！）




　もうジャレッドを動かすのは理り屈くつではなく本能的な衝動だった。

　だから──だろう。ジャレッドは失敗した。

　殺してはまずい相手を、行きずりで殺してしまった。王国の有力貴族の息子むすこを。

　跡あと取とりを殺された有力貴族は烈れつ火かの如ごとく怒いかり、金と権力にあかせて強ごう引いんに捜そう査さを進め、ついにジャレッドは捕つかまってしまった。その際につい十人余りの官かん吏りを斬きり殺してしまったのもまずかった。

　ジンデル王国に死罪というものは存在しない。故にジャレッドは更こう生せい不能、贖しよく罪ざい不能の殺人者として裁かれ、棄界ゲヘナに送られる事になったのである……が。

　…………

「～～～～～～～～～ッ！」

　咆ほう吼こうと共に異い形ぎようの巨きよ体たいが地面に穿うがたれた穴から飛び出してくる。

　泥でい竜りゆうと呼ばれているらしい、地を跳はねる怪かい魚ぎよと──そしてその身体にしがみついている棄界人ゲヘナント達。先にジャレッド達が殺しまくったせいで、もう部族には満足に戦える男は残っていないのだろう。怪魚から身を離はなして飛び降りるのは、全て若い女ばかりだった。

　勿論、獣じゆう身しん化かした棄界人ゲヘナントは、女でも相当な膂りよ力りよくを発揮するし、男女を問わず彼等は髪かみから奇髪器サムソニアという武器を生み出せる。

　その意味では女だからといって、舐めてかかれば、手ひどい返り討ちに遭あう。

　それはジャレッドもよく分かっていた。

　それに──

「コロス！」

　一人──泥竜の背に乗ったままの少女がジャレッドを睨にらみながらそう叫さけぶ。

　その少女にジャレッドは見覚えがあった。浜はま辺べで殺し損そこねた相手だ。そして同時に──エイベル達と共に殺しまくった棄界人ゲヘナントの中に、面おも影かげのよく似た男女がいたのを思い出す。

　格好や他の棄界人ゲヘナントの反応からして、どうやら部族の族長か、それに類する者達だったようだが……この少女は恐おそらくその子供なのだろう。一番歳下に見えるのに、女達の指揮官的な立場にいる様だった。

「親子揃そろって俺に殺されるってか」

　ジャレッドは薄うすい笑えみを浮うかべながら言った。

　今──ジャレッドと少女達との距離は、およそ歩数にして二十歩余り。

　女達は勿論だが、ジャレッドも一いつ瞬しゆんで攻こう撃げきを仕し掛かけるのは難しい距離である。

　周囲は開けた草原の様な場所で、身を隠かくすものは無い。

「まあ同じ死ぬなら俺に殺られるのが幸せってもんだ。幸せだぜ。幸せ。何しろ俺はろくに痛みも感じないうちにさくっと──」

「スケルディング！」

　後ずさりながら叫んできたのは、エイベルから組めと命じられた魔ま術じゆつ師し──ドロシア・トンプソンである。小太りで肉体にも衰おとろえのきつつある中年女の魔術師なんぞ、ジャレッドにとってはお荷物以外の何物でもないが──こと、開けた場所での集団戦ともなれば、多勢に無勢は明らか、魔術師の補ほ佐さがない限り、ジャレッドにも勝ち目は薄い。

「手て筈はず通りに動きなさいよ！」

　ドロシアは魔術担体の杖つえを掲かかげながらそう叫ぶ。

「うるせえ奴だなあ、おい」

　ジャレッドは言いつつも──これ見よがしに長なが柄え戦せん斧ぷを掲げながら、棄界人ゲヘナントの少女に歯を剝むいて笑ってみせた。

「殺す？　殺すつったか、ガキ！　無理だ無理、できねえよ、無理だ、お前にはな？」

　ジャレッドが身につけてきた武術に、何ら実利を伴ともなわない悪態や罵ば倒とうは存在しない。

　逆に言えば──実利を伴うならば、悪態や罵倒も術の内だ。これはあの少女を、そして他の女達をも罠わなに誘さそい込む為の挑ちよう発はつだった。わざわざ洞どう窟くつの縦穴から覗のぞき込んで声を掛けたのも同じ理由による。

　敵勢力を分断の後、予あらかじめ決めてあった場所に誘い込む。

　具体的には……後方にある窪くぼ地ちに誘い込んだ上で、二酸化炭素を魔術で生成して注ぎ込めば、激げき昂こうして呼吸が速まっている棄界人ゲヘナント共は瞬またたく間に呼吸困難に陥おちいるだろう。そこに息を止めてジャレッドが斬り込めば、瞬く間に十人やそこらを斃たおす事が出来る。

　人間は運動の際に呼吸をする──酸素を消費するが、実の所、十秒やそこらなら息を止めていても問題無く動けるし、出せる力も変わらない。血液の中の、あるいは肉の内に在る栄養分で筋肉は問題無く動かせるのだ。呼吸は──取り込んだ酸素は、あくまで長期的な力を出すための──脂し肪ぼうを燃焼させて継けい続ぞく的に力を出せるようにする為に使われる。

　実際、ジャレッド達はそうして部族の男達を何十人と殺したのだ。

　洞窟でそれをしなかったのは、上から炭酸瓦ガ斯スを注ぎ込んでも海の方へと流れていってしまうだけで意味が無いと判断されたという事と──魔術猟りよう兵へいの青年がいた事から、酸素を生成するなり何なり、対処されてしまう可能性が在ったからだ。

　ともあれ──

「ほら、頑張ってみればいい、頑張れば？　頑張れよ、ガキ！」

　笑いながら更さらに挑発し、後ずさるジャレッド。

　あの少女が片言ながら現世人の言葉を喋しやべるのは分かっている。それに細かい意味は伝わらずとも、声の調子とジャレッドの表情で、自分が嘲あざけられているのは分かる筈はずだ。

「アニセト！」

　カチヤが叫ぶ。

　次の瞬間、怪魚が口を開いて──火を噴ふいた。

「──おい!?」

　浜辺ならともかく、地面には密に草の生えるこんな場所で火か炎えんとは正気の沙さ汰たでは無い。

　そう思ったジャレッドだが──

「──!?」

　次の瞬間、炎ほのおで目の眩くらんだ彼の視界に、黒い一点が生じていた。

　殆ほとんど反射的に長柄戦斧を旋せん回かいさせてこれを叩たたき墜おとすジャレッド。

「──石!?　投石だと!?」

　それは女子供の手でも握にぎり込める程度の──石だった。

　そう。石。ただの石だ。しかし……

「ケダモノが!?　投石!?」

　ジャレッド達が棄界人ゲヘナントをケダモノと侮あなどるのは、何も獣じゆう耳じや尻尾しつぽだけが理由ではない。

　この棄界ゲヘナに送られて、個々の時間差はあるにしても数カ月、ジャレッド達はその文化や風習を少なからず学んで知っている。

　その上でジャレッド達は棄界人ゲヘナント達の間に『飛び道具』が存在しない事に気付いていた。

　基本的に飛び道具を使う獣は居ない。

　毒液を吐はいたりする動物は居るが、それは自分の身体からだの一部の分ぶん離りでしかない。石や木の枝を使って硬かたい木の実や貝を割ったりして中身を喰くう、鳥や獣も居るが、これを『投とう擲てき』して獲え物ものを狩かる獣は居ない。

　勿もち論ろん……現世人と密な付き合いを持つ棄界人ゲヘナント達は居て、彼等は人間の持ち込んだ弓矢だの投石器だのを使う事はある。だがジャレッド達が出会ったあの海辺の部族は、そうした飛び道具を持っていなかった。男衆とジャレッド達が戦った際にも、飛び道具はついぞ出てこなかった。

　だからこそジャレッド達は棄界人ゲヘナントをケダモノと嘲る。嘲ってきた。

　道具を使う事の無い、文字通りの獣として。なのに……

「く……くそっ……!?」

　格かく闘とう戦ならば、ジャレッドにも勝ち目が在る。

　仮に一対十といっても、一度に襲おそい掛かかれるのは精せい々ぜいが三人まで、四人以上だと同士討うちの可能性が跳ね上がってしまうし、囲んだ時点で多勢側も押し合いへし合いで身動きがとれなくなってしまう。

　だからこそ、三人を一度に相手に出来るだけの力量があれば、多対一の格闘戦も不可能ではないし、実際にその力がジャレッドにはある。

　だが格闘戦ではなく相手が──ひたすら投石に徹てつすればどうなるか。

　勿論、弓矢ほどの射程距きよ離りも無ければ、威い力りよくも無い。

　だが古来より『集団による投石刑けい』は事実上の処刑だった事からも明らかな様に、何十何百という石いし礫つぶてを受ければ、流血や骨折は避さけられない。

　まして……獣身化した棄界人ゲヘナント達の膂力は見た目以上だ。

「ケダモノの癖くせに……!?」

　呻うめきながら後ずさるジャレッド。

　数にものを言わせての投石などに後退させられるとは屈くつ辱じよくの極きわみだが、ドロシアとの打ち合わせ通りに『罠』の場所に誘い込めば、あの小こ賢ざかしいケダモノ共をまとめて行動不能に陥おとしいれる事が出来る筈だ。

「は、そんな小石を投げつける事で俺をどうにか出来るとでも思ってんのか!?」

　改めて挑発の言葉を投げながら後ずさるジャレッドだが──

（こいつら……!?）

　追ってこない。

　縦穴の傍そばを離れないのだ。指揮官らしき少女も、他の女達も、そして怪魚も。

　それどころか──

「～～～～～ッ！」

　少女が何事かを叫ぶ。

　すると女達が奇髪器サムソニアを掲げて──

「──うおっ!?」

「スケルディング!?」

　ジャレッドと、そして更に後退していたドロシアが驚おどろきの声をあげる。

　投石だ。それは同じだった──が。

「──投石器!?」

　そう。少女は、そして他の女達も、奇髪器サムソニアを使って石をより強く、速く、投げてくるのだ。元々奇髪器サムソニアは髪に魔力を注ぎ込んで変形させ変質させたものである訳だが、棄界人ゲヘナント達が意識すれば、多少はその形を変える事も出来るらしい。

　例えば、石を塡はめ込む程度の窪くぼみを作る位には。

　しかも……

「こ……このっ……！」

　長柄戦斧を掲げて飛んでくる石を弾はじき、あるいは身体ごと避ける。

　だが石は次から次へと飛んでくる。投げるべきそれは、棄界人ゲヘナント達の足下に大量に転がっていて、恐らく尽つきる事が無い。

　どうやら数人ずつの隊に分かれて、石を拾う、投石器に塡める、投げる、の三段階を淀よどみなく続けているらしい。

　無論、ジャレッドの武術の力量からすれば、飛んでくる石礫を叩き墜とす事は容易たやすい。容易いが、続けざまに何十という数の石礫が飛んでくる中を、棄界人ゲヘナント達の側に近づいて長柄戦斧を振ふるうのは──さすがに無理だ。

　文字通りに数の暴力。

　ましてや──

「トンプソン！　魔法、魔法で──」

「無茶お言いでないよ!?」

　石礫を避けようと、その場にしゃがみ込みながらドロシアが叫ぶ。

「こんな開けた場所じゃ爆ばく轟ごうの魔術も意味無いよ！」

　虚こ仮け威おどし程度にはなるだろうが──しかし、怪かい魚ぎよの火炎放射に慣れているであろう棄界人ゲヘナント達にどれだけの威い嚇かく効果が在るか。そもそも仮想物質の散布可能な距離より、棄界人ゲヘナントの筋力と投石器による石礫の方が、遥かに射程距離が長い。

　他の攻こう撃げき的な魔術も在るだろうが、基本、生成する仮想物質の性質に依い存ぞんせざるを得ない魔術は、およそ接近戦には向いていない。有効な距離にまで近づく前に、何十という石礫がドロシアを打ち倒たおすだろう。

「ふざけんな、こんな……！」

　こんな原始的な方法で。こんな子供じみた方法で。

　自分達が──押し負けるなど。

　そう叫さけぼうとしたジャレッドの肩かたを、石礫がかすめる。

「…………！」

　まずい。投石の狙ねらいが段々正確になってきている。

　元より予め訓練していたのだろうが、実際にこの場で投石を繰くり返す事で、より速く、より精密に石を投げてくる様になりつつある。最初に投石器を使わずに手で投げていたのは──投石戦術の有効性を確かく認にんする為ためか。

「こいつら……！」

　先に戦った男衆は、確かに個々人は強かったが、それだけだった。

　戦術を立ててそれに従って集団で動くという発想が、棄界人ゲヘナント達には無い。無かったのだ。だからこそ各個撃げき破ははそう難しくなかったし、『数が多いだけの個人の群れ』は恐おそれるに値あたいしない。

　だが今のこの女達は──

（軍隊化してやがる……！）

　状じよう況きようを読んで、最適な戦術を、戦法を採る。

　集団の暴力を最大限に活いかす。個々人の能力の低さがあまり表に出ない戦法を採る。

　──等々。

　勿論、こんな戦術を棄界人ゲヘナントが一朝一いつ夕せきに思いつく筈が無い。

「あの魔術猟兵の野や郎ろうの入れ知ぢ恵えか……！」

　ジャレッドは忌いま々いましげに吼ほえた。
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「──やあ、御ご同どう輩はい」

　声を掛けてきたのは右側の、小こ柄がらな男だった。

　上半身は殆ど裸はだか同然なのだが、服の代わりに小物入れを幾いくつも付けた帯を身体に巻き付けていた。下半身には緩ゆるめのズボン。そして右手には弓を携たずさえている。

　よく見れば足もとも革かわ靴ぐつではなく、革かわ紐ひもを編んだサンダルだ。

　一見すると兵士、戦士というより、狩人かりゆうどの様な印象だが──

「君も魔術猟りよう兵へいだって？　ひょっとして国境警備隊だったのかな？」

　何ど処こか眠ねむそうな、緩んだ表情でそう問うてくる男。

「ああ、まず自己紹しよう介かいしとこうか。私はサイラス・ウェインライト。ついでに紹介しておくとこっちはゲルト。棄界人ゲヘナントだね」

　殊こと更さらに親しげ、という感じでもないのだが、この男の──サイラスの言動は全体的に眠たげというか緊きん張ちよう感が無い。感情は勿論だが、距きよ離り感が妙みように摑つかみにくい男であった。

　実際、こうして相対しても攻撃を仕し掛かけてくる前に、話しかけてくる。

「時間稼かせぎでもする積もりか？」

　とイオリが問うと、サイラスは僅わずかに肩を竦すくめた。

「どうかな。正直、私は無む駄だな事はしたくないんだよ。ジャレッド・スケルディングが無茶をしたから、君を怒おこらせただけの可能性もあるしね。改めて話し合いを試みるのは、悪い事じゃない筈はずだ。しなくていい戦いはしない。魔術猟兵ってのはそういうもんだろ？　多分、君も」

「…………」

　イオリは眼を細めてサイラスを睨にらむ。

　確かにサイラスの言う通り──魔術猟兵は敵と真正面から戦う事がそもそも少ないし、避けられるなら戦せん闘とうを避ける傾けい向こうが強い。むしろ敵勢力の攪かく乱らん、情報収集といった作業の方が得意分野だ。単独で敵地深くに潜せん入にゆうする事も多い関係で、当然の様に多た彩さいな戦闘能力を備えているが、一種の器用貧びん乏ぼうで……近接戦闘で騎き士しや戦士に優まさる事は少なく、魔術戦では魔術師に優る事は少なく、その戦闘能力の大半は、生き残って情報を味方に伝えるための、いわば護身の意味合いが強い。

　攻撃能力でも防ぼう御ぎよ能力でもなく生存能力。

　それに特化した兵種が魔術猟兵だとも言える。

　だが──

「あの棄界人ゲヘナント達を君達から引き離はなしたのも、その為だよ。あの連中がいなければ、話し合いはごく普ふ通つうに進められるだろう？　最悪、君が破れかぶれになって、その棄界人ゲヘナントと現世人の──王族との混血だという少女を、殺してしまっては元も子もない。我々の目的はその子を現世に連れ帰る事であって、君を殺して奪うばうというのは、あくまでも選せん択たく肢しの一つでしかないからね。誰だれもが安全確実に目的のモノを手に入れられるなら、そちらの選択肢を採るべきだよ」

　言ってサイラスはタビタを指さす。

「いいだろう、話し合う位はお互たがいに損は無いだろうさ」

　言ってイオリは構えを解いて脱だつ力りよくしてみせる。

　勿もち論ろん、サイラスの言葉を信じた訳ではない。むしろ何らかの時間稼ぎを疑っている訳だが、此こ処こは相手の提案に乗って見せた方が隙すきを誘さそえるかも知れないと考えたのだ。

「助かるよ。だが──」

　サイラスはタビタと、そしてユーフェミアに眼を向ける。

「君の連れ二人は未まだ戦やる気満々といった感じだけれど？」

「そうか？」

　とイオリは肩を竦めてタビタとユーフェミアに眼めを向ける。

　実際、タビタもユーフェミアも武器を構えたまま、油断する様子は微み塵じんも無い。

　しかも──

「それはそっちも同じだと思うがな」

「──ゲルト？」

　サイラスが驚いた様に眼を瞬しばたたかせる。

　奇髪器サムソニアを手にした大おお柄がらな男の棄界人ゲヘナントが、のそりと前に出てきたからだ。

　握あく手しゆを求めている──という風ではない。

「ヨーク様、殺せ、言った」

「いや、それは──」

「殺す」

　端たん的てきにそう決意表明すると──次の瞬しゆん間かん、ゲルトは猛もう烈れつな速度でイオリに向かって突つっ込こんできた。
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「──ッ！」

　咄とつ嗟さにユーフェミアは前に出た。

　剣けんを構えてゲルトの突とつ撃げきに応じる構えだ。互いに突撃しながら相手を叩たたくのが騎士の戦法である。時に相手の突進力をも逆手にとって、自分の攻撃力に追加する──その意味でゲルトの様な、見るからに力ちから自じ慢まんの相手は、むしろユーフェミアの剣術には理想的な相手と言えた──のだが。

「──っ!?」

　ユーフェミアの目の前から、ゲルトの姿が、消えた。

　愕がく然ぜんと頭上を振り仰あおぐ女騎士を、その巨きよ体たいに似合わぬ身の軽さで飛び越こえ、洞どう窟くつの天てん井じようにまるで虫の様に貼はり付くゲルト。次の瞬間、猛烈な速度で天井の岩を蹴けって彼はイオリに飛びかかっていた。

「むっ！」

　咄嗟に前に出てゲルトの振り下ろす大剣を自らの大剣で受け止めるタビタ。

　さすがに同じ棄界人ゲヘナントの、しかも自分より二回りは大きな男の剣を真正面から止める積もりは無いのか、タビタが斜ななめに傾かしげた剣身の上を、火花を散らしながらゲルトの大剣が滑すべり落ちていく。同時に──

「──空へと昇のぼる軽き息、今此処に顕けん現げんせよ！ッ！」

　イオリが魔ま術じゆつ陣じんが刺青いれずみされた右手を掲かかげて術語詠えい唱しよう。身を沈しずめるタビタと入れ替かわる様にして身を乗り出したイオリが放つ爆ばく轟ごう魔術が、ゲルトの真正面に炸さく裂れつした。

　轟、と炎ほのおが吼える──

「……殺す」

　呟つぶやく様な言葉と共に繰り出される大剣が、身を反そらすイオリの髪かみを数本、切断。ゲルトは真正面から爆轟の魔術を喰くらったにもかかわらず、一瞬たりとて怯ひるむ事無く、攻撃を仕掛けてきたのだ。

「イオリ！」

　とユーフェミアが振ふり返って叫ぶ。

　だが──

「馬ば鹿か、前！」

　とタビタと共にゲルトの振り回す大剣を避さけ、転がって水に落ちながらイオリが叫ぶ。

　視線を前方に戻もどすと、そこには弓矢を構えたサイラスの姿が在った。

「貴様っ!?」

「…………」

　何処か眠たげな微び笑しようを微塵も揺ゆるがさず、サイラスは矢を放つ。

　咄嗟にこれを避けるユーフェミア。

　だが、しかし元より濡ぬれた岩や水たまりも多く、凹おう凸とつも多いこの洞窟は──彼女の身につけた騎き士し剣術が全く想定していない戦場だった。姿勢を大きく崩くずしたユーフェミアに、サイラスの放った二本目の矢が追いすがる。

「くっ……！」

　これも咄嗟に叩き墜おとそうとして──間に合わない。

　矢がユーフェミアの頰ほおをかすめて抜ぬける。一瞬の衝しよう撃げきと、そして──後から湧わいてくる熱と痛み。鏃やじりが浅くではあるがユーフェミアの頰を切ったのだ。

　ユーフェミアは何とか転てん倒とうを防いだが──

「貴様、和解を口にしながら、こんな……！」

　比ひ較かく的、初速の遅おそい小型の弓であるのに加え、近距離であるからこそ相手の体勢や視線から狙ねらいが大まかに読める──だからこそ避ける事も叩き墜とす事も出来るのだが、逆に言えば視線を外していれば、矢を回かい避ひし防ぐのは至難の業わざだ。

　イオリの叫さけびが無ければ、ユーフェミアは最初の一いつ矢しをまともに喰らっていただろう。

「いやいや。本気で話し合いで済むなら済ませたかったんだけどね」

　次の矢をつがえながらサイラスは言った。

「相方が言うことを聞いてくれないなら、仕方ないよね。それに──」

　言いながらサイラスはすたすたと歩いて行く。

　洞窟の壁かべ際ぎわまで。いや。更さらに──

「──なっ!?」

　愕然とユーフェミアが声を漏もらす。

　サイラスが、壁かべを──歩いているからだ。

　勢いに任せて、ではない。まるでそこが地面だとでも言うかの様に、サイラスは壁にサンダルの靴くつ裏うらをつけて歩いて行く。一体どういう仕組みなのか──

「──っ!?」

　更に放たれる矢がユーフェミアを襲おそう。

　慌あわててこれを避けるが──

（くそ、相手の狙いが読みにくい……！）

　ユーフェミアは歯は嚙がみする。

　岩がん壁ぺきを歩いている事で相手の姿勢が通常のものと違ちがって見える。視界の中で相手の姿だけが浮ういているというか──そのせいで相手の狙いや射る瞬間が見み極きわめにくいのだ。

「とりあえず棄界人ゲヘナントのお姫ひめ様さまと、魔術猟兵はゲルトに任せておこうかな。私は貴女あなたととりあえず遊んでおこうか」

「ふざけ──……え？」

　ぐらりと姿勢が崩れるユーフェミア。

　倒たおれかけるのを、左手でついた鞘さやで何とか防ぐが──

「これ……は……」

「ああ。毒矢だよ」

　と事も無げにサイラスは笑う。

「当然の仕し儀ぎだよね。かすめるだけで相手を無力化出来る。量や調合の仕方によっては生かしたまま身動きがとれないように出来る」

　そして──サイラスの笑えみが、ふと、深まった。

　隠かくれていた本ほん性しようが、曝さらけ出されたかの様に。

　まるで爬は虫ちゆう類るいが笑うかの様な、ひどく異質な──

「ちょっとトウが立っているけれど。いや。久しぶりの現世人の女の子だ。恥はずかしながら、私は、若い子にしか興奮しないタチでね。十歳位が一番いいんだが。まあ君でもぎりぎりいけるかな？」

「なに……を……」

「安心していいよ。死ぬ様な毒じゃない。死なれると、つまらないからね。私と一いつ緒しよに愉たのしみながら、ゲルトが仕事を終えるのを待とう」

「くっ……？」

「ああ、悪いけれど。君の、女性本来の部分には興味が無いんだ」

　とサイラスはユーフェミアの股こ間かんに視線を注ぎながら言った。

　左手で何ど処こからか取り出した、小さな刃は物もの。これをひけらかす様に弄いじり回しながら──

「これでね、君のね、肉をね、切るんだ。お腹なかとか、胸とか、腕うでもいいね。太ふと股ももは最後にとっておくとして。切ったところにね、私のアレを挿入いれるのさ」

「…………!?」

　一瞬、ユーフェミアはサイラスが何を言っているのか分からなかった。

　だが──

「女性器なんて比べものにならない。そうさ。直じかの筋肉が、生きよう、生きようってして、血を流すのを止めようとして、必死に締しめ付けてくるんだ。すごい快感だよ。ね。だから毒は命に関かかわるモノは使わないんだ。硬こう直ちよくした死体に挿入いれても気持ちよくないしね」

「へ……変態っ……！」

「うん。そうだね」

　サイラスが不気味な笑みを浮かべながら、壁を歩いて近づいてくるのを──毒を受けたユーフェミアは左手の鞘で身体からだを支えながら、見つめていた。
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　イオリとタビタはゲルトを──大柄な棄界人ゲヘナントの男を相手に戦っていた。

　実の所、イオリは棄界人ゲヘナントの男と、真正面から戦った経験が無い。

　以前出会った〈黒こつ奇き団だん〉の塚つか鼠ねずみによる傀儡くぐつの中には、確かに棄界人ゲヘナントの男もいたが、操あやつられている状態の棄界人ゲヘナントは獣じゆう身しん化かもしなければ奇髪器サムソニアも使わない為ため、その本来の戦せん闘とう能力を知る事は無かった。

「…………ッ」

　イオリとタビタが後方に跳とびながら、ゲルトの振り回す大剣を避ける。

　先にイオリが爆ばく轟ごうの魔術の直撃を喰らわせたが──実際、ゲルトの髪の一部は焼け焦こげてしまい、皮ひ膚ふにも損傷があちこちに見られるが、ゲルト本人は怯むどころか、まるで気にした様子が無い。

　しかも単純な剣撃の威い力りよくそのものが尋じん常じようでない。

　その一打は小こ柄がらなタビタでは受け流すのが精せい一いつ杯ぱい、迂う闊かつに受け止めればタビタごと潰つぶされかねない。まだ獣身化していない状態でこれだ。つまりゲルトは未まだ本気で戦っていない、という事になる。しかも──

（こいつもか……！）

　ゲルトに限らず、タビタも、カチヤも、そして以前会ったハンネやマルテも、およそ『技わざ』というものが無い。力任せに得え物ものをぶん回しているだけなのだ。

　だが、元々動物は技や術を使わない。使う必要が無い。

　本能的に最適化された動きをしているだけで──それで十分なのだ。

　実際、ゲルトもその動きは剣けん士しや戦士のそれではないのだが、それでも元の膂りよ力りよくが異様に強大である為、結果として剣けん閃せんが恐おそろしく速く、隙すきは見いだせてもそこに攻こう撃げきを仕し掛かけるだけの余よ裕ゆうが中々イオリ達の側には生じない。

「……殺す」

　ゲルトがイオリの方に向かって突つっ込こんでくる。タビタの方は──無視。あるいは得物を持たないイオリの方が与くみしやすいとみて先に叩たたきに来たのか。

「──ッ！」

　改めて爆轟の魔術をゲルトの鼻先に叩き込む。

　だが──この厳いかつい棄界人ゲヘナントはやはり一向に怯む事無く、イオリの方に突っ込んでくる。

「化け物かッ！」

　どんな生き物でも、肉と骨と皮で出来ていて、血が通う身体構造を持つ以上は、炎というものをを恐れる。少なくとも炎に触ふれれば──焼かれればまずい事を知っている。実際に焼かれれば単なる刀創や剣創とは別の痛みに苛さいなまれる事を知っている。

　だから目の前で炎が炸さく裂れつすれば当然に怯むし、多少なりとも焼かれれば、まずいと悟さとって慎しん重ちようになるものなのだが。

　ゲルトにはそれが無い。

　それどころか、はっきりと顔を含ふくめた身体の数カ所を焼かれながら、一瞬たりとも躊ちゆう躇ちよせずに斬きり込んでくる。一閃、二閃、三閃……剣の振りが若じやつ干かん大おお雑ざつ把ぱだからこそ、イオリはこれをかわせているが、もしこれがユーフェミアと同等の、武術を修めた者の攻撃であったなら、イオリはとっくに致ち命めい的な一撃を食らっていただろう。

「イオリッ！」

　獣身化したタビタがゲルトの背後から斬り掛かる。

　だが、ゲルトはまるで背後に眼が在るかの如ごとく身体を捻ひねってタビタの大剣を自らの大剣で受け止めていた。火花が散ってタビタの剣が斜ななめに掲かかげられたゲルトの剣に沿って滑すべり落ちる。勢い余って姿勢を崩したタビタに、下からすくい上げるかの様なゲルトの蹴けりが炸裂し、小柄な彼女は軽々と吹ふっ飛とんでいた。

「タビタッ!?」

　思わずタビタの方に駆かけ寄って安否を確かく認にんしようとするイオリだが、そこにゲルトの剣が横よこ薙なぎに振られ、イオリは倒れる様にして地面に身を伏ふせるしかない。

「なんなんだお前はっ!?」

　イオリは叫び──改めて術語を唱える。

　ジャレッドの様に気合いで……というより、自らの内側より放散する強きよう烈れつな精気、気き迫はくで瞬しゆん間かん的に炎ほのおを遮さえぎり、これに耐たえるという事は可能かもしれない。実際、イオリの記き憶おくの中ではマヒロやチヅルがそうした技を身につけていた。

　だがゲルトは……そういったものが感じられない。

　皮膚を焼かれてもまるで意に介かいしていない。ジャレッドですら二度喰らうのはまずいと浜はま辺べの際には撤てつ退たいしたというのに。

　単に頑がん健けんなのか。

　それとも──痛みというものを感じない体質なのか。

「──第十二の元素、苦き塩、燃える軽き鋼、今此こ処こに顕けん現げんせよ！ッ！」

　何度目かの攻撃を迎むかえ撃うつかの様に魔術を発動。

　強烈な閃せん光こうがゲルトの目の前に炸裂する。

　閃光の魔術。燃焼し強烈な光を発する金属の仮想物質を、粒りゆう子し状に顕現させて、魔ま術じゆつ陣じんの電光で火を点つけたのだ。基本的には爆轟の魔術とよく似ているが、強力な光を伴ともなう割には衝しよう撃げきや火か炎えんはそう強くない。

　事実上の目め眩くらましだ。

　突っ込んで来た相手の鼻先にこれを炸裂させてやると、大たい抵ていが束つかの間とはいえ、強い光に眼を焼かれて視界が利きかなくなる。筋肉や皮膚は鍛きたえる事が出来るし、気力だの何だので痛みを堪こらえる事が出来るが──眼めはそうはいかない。

　視力を奪うばわれて棒立ちになった相手なら、難なく倒せる──

「──っ!?」

　筈はずだったのだが。

　咄とつ嗟さに飛び退のいたイオリの胸むな元もとを、ゲルトの大剣がこすって抜ぬけていく。

　ゲルトは眼を瞑つぶるでもなく、目め許もとを覆おおうでもなく、平然と顔面に閃光の魔術を喰らっておきながら、一瞬の躊躇も無く動いていた。

　あり得ない。断じて。だが──

（──!?）

　緊きん張ちようと焦しよう燥そうで加速する時間感覚。

　イオリはゲルトの大剣が胸元から更さらに自分の顎あごを、鼻先をかすめていくのを見た。

　至近距きよ離りで見るその凶きよう器きには、タビタの大剣と打ち合ったせいか、幾いく筋すじかの細かな亀き裂れつと、そして小指の先程度だが刃はに『欠け』が生じていた。

（奇髪器サムソニアが……？）

　足下に手を伸ばしながらイオリは、ふとそんな疑念を脳のう裏りに覚えていた。

　次の瞬間──

「イオリッ!!」

　起き上がったタビタが再びゲルトに背後から襲おそい掛かる。

　やはりゲルトは平然と大剣でこれを防ぐ──が。

「──むっ!?」

　次の瞬間、ゲルトの首に半はん透とう明めいの剣が深々と突き刺ささって──抜けた。

　王権器レガリア──普ふ段だんはタビタの大剣、奇髪器サムソニアの中に隠されている絶対の剣。折れる事無く欠ける事無く、空気の様に軽く、剃刀かみそり以上に鋭するどい、凶器。

　手にしているのは、イオリだった。

　自分の奇髪器サムソニアの中からこれを抜き出したタビタは、イオリの魔術が炸裂した瞬間を狙ねらって、イオリの方に向けてこれを滑らせていたのだ。

　半透明の王権器レガリアは普段、視認するのも難しい代しろ物ものだが、強烈な光が放たれたその瞬間には、光を反射してその存在を主張していた。自らの魔術で焼かぬ様にと眼を伏せていたイオリの足あし下もとに、それは音も無く滑ってきたのだ。

「とりあえず死んでおけ」

　イオリはそう言って王権器レガリアをこじる。

　どろりと朱あか黒ぐろい血が透とう明めいな剣身を伝って落ちてきた。この怪かい物ぶつも一応は血が通っている生き物だったのか。イオリが王権器レガリアを引き抜くと、急所の延えん髄ずいを貫かん通つうされたゲルトの巨きよ体たいはゆっくりとその場に倒たおれて、海水の飛沫しぶきを飛ばした。

「イオリ──大だい丈じよう夫ぶ？」

　駆け寄りながらタビタが問うてくる。

「それは俺の台詞せりふだ、大丈夫か？」

　腹を蹴られていた様に見えたが。

　ゲルトの膂力を考えれば内ない臓ぞう破は裂れつを起こしていてもおかしくはない──が。

「大丈夫、お腹なか、強く強く守った」

　とタビタは獣じゆう毛もうの生えた自分の腹を撫なでてみせる。

「イオリの子生む為の大切なところ」

「いや、それ以外でも大切──いやまあ、それよりも」

　イオリはゲルトの横を通り過ぎながら洞どう窟くつの入り口の方を見み遣やる。

「ユーフェミアに加勢──」

　と、言いかけて。

　イオリの頭上に──いつの間にか起き上がっていたゲルトの大剣が背後から振ふり下ろされたのは、次の瞬間だった。
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　サイラスは微び笑しようを浮うかべながら獲え物ものである女騎き士しに歩み寄る。

　壁かべを歩いているのは、単に魔術の効果だ。

　サイラスの魔術陣の刺青いれずみは、左右の脚あしに彫ほられていて、彼の生成する仮想物質はその足下から広がっていく。粘ねん着ちやく性、接着性のある仮想物質を生成すれば──断続的に生成し続ければ、壁を歩く事も造作も無い。勿もち論ろん、地面と平行に立とうと思えば膝ひざや太ふと股ももの筋肉をかなり使うので、それなりに肉体を鍛えているのが条件だが。

　集団戦ならばともかく、一対一の戦せん闘とうである場合、こうした虚こ仮け威おどしは予想外に効く。

　特に騎士や剣士は基本的に相手と同じ平面に立って戦うのが前提である為ため、剣をただ振るというそれだけの事にしても、相手が壁に立っているというだけで、戸と惑まどう事が多い。

「──さて」

　サイラスは弓を背中に吊つり、改めて短剣を握にぎる。

　鏃やじりに仕込んだ毒は強力だ。かすめただけとはいえ、女騎士はもう身動きがとれなくなっているだろう。後はとりあえず念ねんの為に手足の腱けんを切って、それから好きな場所に切り口を造り、そこを犯おかすだけだ。女騎士の仲間はゲルトの相手でそれどころではないだろう。

　そんな事を考えながら、サイラスは短剣を──

「──!?」

　目の前に突とつ如じよとして生じた鋼はがねの煌きらめきに反応し、サイラスは短剣で咄嗟にこれを叩き墜おとしていた。

「投げ針……!?」

「あら。墜とされてしまいましたね」

　と女騎士が身を起こしながら笑う。

「何な故ぜ!?　君は毒が──」

「ああ。この身体からだの主は──」

　とまるで他人ひと事ごとの様に女騎士は自分の胸元に手を当てて言った。

「病気療りよう養ようをしていた時期がそれなりにありまして。色々な薬やく剤ざいを継けい続ぞく投とう与よされていましたから、薬、それも麻ま痺ひ関係のものについては耐たい性せいが出来ているのですよ」

「なっ……」

　驚おどろくサイラスに、更に投針が飛んでくる。

　慌あわてて壁を後退しつつこれを避よけるも──飛び道具相手では分が悪い。

「くそっ──」

　サイラスは仮想物質を解除、水みず飛沫しぶきをあげながら洞窟の水たまりに着地する。

　そこを狙って更に放たれる投げ針。足場の悪い中を左右に必死に身を捻ねじりながらこれを避けて後退していくサイラス。

　短剣を鞘さやに戻もどし、弓矢を構え直す。

　投針と弓矢──一定以上の距離が開いたならば、弓矢の方が速く、強い。

　だが──

「──！」

　サイラスは愕がく然ぜんとした。

　後ろが無い。これ以上後ずされば海に落ちる。

　勿論、サイラスには『壁歩き』が在るが──

「どうぞ壁を──得意の魔術で歩くがいいッ！」

　そう言うや否いなや、女騎士が洞窟の岩を蹴って、突つっ込こんでくる。

　投針の連射から一転しての──剣けんを構えての突とつ撃げきだ。

　それこそ壁でも走らんばかりの勢いで女騎士がサイラスに迫せまる。

「ま……待っ……」

　慌てて術語詠えい唱しよう──仰あお向むけに海に落ちる様にして女騎士の突撃をかわすサイラス。

　サイラスの両足は再び発生した仮想物質により壁へき面めんに接着し、猛もう烈れつな速度で迫ってきた女騎士は、そのまま勢い余って空中に駆け出て──

「──！」

　愕然と眼を見開くサイラス。

　女騎士は落ちなかった。

　洞窟の入り口近くに針を──楔くさびの様に打ち込んでこれで身体を支えているのだ。突とつ進しんの最中、左ひだり腕うでだけがまるで別の生き物の様に動いて、針を岩がん壁ぺきに叩たたき付けるのが見えた。

「貴様、一体──」

　こんな体術、騎士のものではない。いや。突撃の速さは間ま違ちがいなく騎士のものだが、この女はまるで全く別の体術も学んできたかの様に見える。それはむしろ魔術猟りよう兵へいや、ある種の斥せつ候こう兵にしばしば見られるもので──

「一対一と思って侮あなどりましたね。実は二対一なのですよ」

　と女騎士は笑った。

「さようなら。変態さん」

　慌てて弓矢を構えようとするサイラスの右目に、女騎士の放った投げ針が突き刺さったのは次の瞬しゆん間かんだった。

　魔術への集中が途と切ぎれ、サイラスの足の裏に生じていた仮想物質が消しよう滅めつする。

　波打ち際ぎわに落下し、そこに顔を出していた岩がん礁しように背中から叩き付けられて呻うめくサイラス。

　だが致ち命めい傷しようではない。右目の針を引き抜いて棄すてながら、サイラスは藻も搔がいた。

　未まだだ。未だ戦え──

「──ひげっ!?」

　サイラスの右手に、右みぎ脚あしに、激痛が走る。

　見れば水中から飛び出してきた細長い魚が、彼の身体に食らいついていた。

　いや。それどころかその魚は──決して大きくはないのだが、まるで切り株に牙きばが生えたかの様な口で、サイラスの身体に食い付き、身体を回転させながら、その体内に潜もぐり込もうとする。

[image: ]

　自分よりも大きな獲物に食らいつき、その身のうちに潜り込んで食くい荒あらす──肉食魚。

　海かい竜りゆうとは異なる種類の様で、大きさも掌てのひらに載のる程度だが、獰どう猛もうさではひけをとらない。

「あ、あぎ、ぎ、あが、が、があああ!?」

　全身数カ所から強ごう引いんに肉食魚に潜り込まれてサイラスは悲鳴を上げる。

「ぎひ、ひ、ひい、いいいいいいああああ!?」

　岩礁に背中を叩き付けられた際に神経の何ど処こかを傷つけたのか。

　サイラスの激痛はやがて──何処から発生したのかも分からない快感とない交ぜになっていく。喰くわれている。犯されている。人間どころか獣けものですらない、棄界ゲヘナの魚に。全身の傷口から太くて長いものを突っ込まれて。

　自分が──かつて何人もの少年少女にそうしてきた様に。

「ああああおおおぶっ!?」

　潰つぶれた右目の眼がん窩かに、そして叫さけび声を上げる口こう腔こうにも、肉食魚が入り込んできて、内側からサイラスを食い荒らしていく。肺を。腸を。胃を。脳を。

　程ほど無くしてサイラスの意識は──闇やみに吞のまれていった。
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　ゲルトの振り下ろした剣が──割れた。

　いや。違う。イオリが撥はね上げる様にして掲かかげた王権器レガリアによって斬きられたのだ。

　真ん中から綺き麗れいに斬られたゲルトの剣の前半分が、洞窟の壁に突き刺さって火花を散らし、ゲルトの持つ後ろ半分がイオリの背後で虚むなしく空を斬る。

　勿論、奇髪器サムソニアであるならば、瞬またたく間に修復される──筈はずだが。

「…………」

　狙い澄すました──イオリの後ろ蹴げり。

　それはゲルトの膝に綺麗に決まって、その巨きよ体たいが大きく傾かしいだ。

　同時に──

「──ぬッ！」

　タビタが裂れつ帛ぱくの気合いと共にゲルトに大剣を叩き付ける。

　胸から腹を大きく切り裂さかれながら──先とは異なり、そこから鮮あざやかに紅あかい血を噴ふき出しながら、ゲルトは仰向けに倒れて、水飛沫を辺り一面に撒まいた。

　そして──

「…………何故」

　厳いかついその顔に備わった口からではなく、タビタの大剣のつけた傷口から、震ふるえる声が漏もれ出てくる。振り返ったイオリは、そこに朱あか黒ぐろい衣い装しようを着て、仮面を着けた小男を見る事になった。

　ウォーレンだ。

　かつて〈黒こつ奇き団だん〉のアダムを唆そそのかし、アータートンの街ではラウ・カーフェイに化けてイオリ達を抹まつ殺さつしようとした、謎なぞの暗殺者。魔ま術じゆつ師しである事は間違いない事を想おもえば、何らかの仮想物質を常に生成しながら、糸と併へい用ようし、肉の着ぐるみをまるで生きているかの様に操あやつり続けていたのだろう。

「……何故……分かった……？」

　タビタの大剣を今度こそ避けきれず、着ぐるみのゲルトと同様、胸から腹までを大きく切り裂かれている。傷の深さは分からないが、相当な出血量である。このまま放置すれば遠からず死ぬだろう。

「アータートンでしてやられたからな。そもそもお前が中に入れそうな、デカい野や郎ろうを見ると、中にお前がいるんじゃないかって、警けい戒かいする癖くせがついてな」

　イオリは溜ため息いきをつきながらそう言った。

「まさか棄界人ゲヘナントの中に入ってるとは思わなかったが。だが棄界人ゲヘナントの癖に獣身化しなかったし、お前の剣な──タビタの奇髪器サムソニアと斬り合った際に、欠けた部分が再生しなかった」

　いかに棄界人ゲヘナントの肉の着ぐるみを着ていようと、中身が現世人ならば棄界人ゲヘナント独特の生態を再現する事は出来ない。獣身化も奇髪器サムソニアも生きた棄界人ゲヘナントにしか操れない。

　ゲルトの大剣は、奇髪器サムソニアに見せかけた、ただの鋼だった。

「仮想物質と糸を使って、死体の肉を生きてるかの様に操る技は凄すごいがな。所しよ詮せん、相手の虚を突くのが基本の奇き襲しゆう技だ。何度も同じ相手に通用する筈がねえだろ」

「は……はは……はひひ……」

　と仮面の下から血の泡あわを噴きながら笑うウォーレン。

「なるほど……道理、道理だ、イオリ・ウィンウッド……！」

「お前には色々聞きたい事がある。喋しやべって貰もらうぞ」

「……はひひ……嫌いや、だね！」

　そう叫ぶ様にウォーレンが言った瞬間。

「──！」

　イオリはタビタを庇かばって身を伏ふせる。

　肉の着ぐるみから迸ほとばしる轟ごう音おんと火か炎えん。

　イオリ達の周囲で、肉にく片へんや骨片が岩壁に付着し、あるいは水みず溜たまりに没ぼつしていく。

「……徹てつ頭とう徹てつ尾びいかれてるな」

　身を起こしたイオリが振ふり返ると、そこには焼け焦こげて完全に開ききったゲルトの着ぐるみと、上半身が見事に爆ばく破は粉ふん砕さいされたウォーレンの遺い骸がいが転がっていた。

　魔術で爆ばく発はつ性の物質を精製したのか、それとも最初から火薬の類たぐいを仕込んでいたのか。

　いずれにせよ──

「イオリ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「イオリ!?　無事か!?」

「大丈夫だ。だが──」

　そう尋たずねてくるタビタと、慌てて駆かけ寄ってくるユーフェミアに──どうやら魔術猟兵の方は片付いたらしい──頷うなずいて見せながら、イオリは溜息をついた。

「こいつには色々喋って貰いたかったんだがな……」

「……タビタのせい？」

　と上うわ目め遣づかいにタビタが尋ねてくる。

「いや、タビタを責めている訳じゃなくてな」

　そもそもウォーレンは誰だれに雇やとわれてこんな『仕事』を請うけ負ったのか。

　こんなとんでもない暗殺者を棄界ゲヘナ送りの刑けいに処せられた十二人の中に紛まぎれ込ませようと思えば、刑の執しつ行こうを管理する王国の官かん吏りに多大な影えい響きよう力を持っている人間──王国貴族の中に、今回の王族捜さがしを失敗させたい者が居るという事になる。

　それが何者か分からないで、王国に帰った場合、最悪、イオリもタビタもユーフェミアも秘ひ密みつ裏りに殺されてしまう可能性もある訳で──出来ればウォーレンから依い頼らい者しややその周辺事情を聞き出したかったのだが。

「まあ済んだ事は仕方ない」

　イオリはウォーレンの残った遺体を探さぐる。

　こういう、悲ひ惨さんな死に方をした屍しかばねをあまり見慣れていないユーフェミアが、短く呻いて眼めを逸そらす。その様子を視界の隅すみに捉とらえながら、イオリはウォーレンの死体の指にはまっていた指輪を確保した。

　これでイオリが失った指輪の補いはつく。

「後はカチヤ達だが……俺の言った事を守ってくれてればいいが」

　奥の縦穴を見上げながらイオリは術語詠えい唱しよう──鋼糸生成の魔ま術じゆつを発動させた。
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　ジャレッドは距きよ離りを置いて棄界人ゲヘナントの部族の女達と睨にらみ合っていた。

　事実上の膠こう着ちやく状態である。

　ジャレッドが如い何かに歴戦の強つわ者ものであろうと、武術の達人であろうと、開けた場所で多勢を相手にしての戦せん闘とうは自殺行こう為いに等しい。相手が復ふく讐しゆう心しんに燃えているなら尚なお更さらだ。勝敗度外視で怒いかりにまかせて突つっ込こんでくる集団ほど、始末に悪い相手は居ない。最初の数人を斬り殺した辺りで、死体に足場を奪うばわれ、武器は血でなまくらと成り、構わず押し寄せる後続の連中が繰くり出す武器を捌さばききれなくなって、詰つむ。

　かといって……開けている上に風もある場所では、魔術の支し援えんも効果が半減する。

　生あい憎にくとジャレッド達の居る側が風下なので、毒物を魔術で生成させて流す、という訳にもいかない。

　先の男衆をまとめて駆く逐ちくしたのと同様の方法で、片付けられると踏ふんでいた為ため、ジャレッドとドロシアはあくまで棄界人ゲヘナント達を『罠わな』に誘さそい込んで斃たおす事を考えていた。その為に二重三重に罠を張っていたのだが、そもそも相手が最初の場所から動こうとしないのならば、誘い込むも何も無い。

　それどころか、地面に転がっている大小の小石を獣身化して強化された膂りよ力りよくで、投石器まで使ってぶん投げてくる為、迂う闊かつに近づく事さえ出来ないのだ。

「くっそ……」

　手近な岩の陰かげに隠かくれながらジャレッドは苛いら立だちで獣じみた唸うなりを漏らす。

　今まであの棄界人ゲヘナント達は、いわば喧けん嘩かの延長での殺し合いをしていた。感情にまかせて相手を叩たたき潰す、その事だけが連中の行動指針だったのだ。

　だが今や、あの棄界人ゲヘナント達は『戦闘』を行っている。

　兵として訓練され、兵として指揮され、兵として行動する。

　がむしゃらに攻こう撃げきを繰り返すのでは無く、戦術に従って全員で一いつ匹ぴきの獣の様に動く。

　基本……目先の殺し合いに明け暮れてきたジャレッドにとって、こういう相手が最も苦手なのだ。

　どれだけ鍛たん錬れんを積んで武術を磨みがいても、個人の戦闘力には限界がある。

　ただ生き残るというだけならともかく、正面衝しよう突とつする戦闘において、最もものを言うのは先まず『数の暴力』だ。だからこそ人は長い闘とう争そうの歴史の中で軍隊という組織を作り、戦術を、戦略を編み上げていった。元兵士であるジャレッドが、付け焼き刃ばの戦術を駆く使しする棄界人ゲヘナント達に──素人しろうとに手も足も出ないというのは、実に皮肉な話だった。

「どうするのさ、スケルディング！」

　同じく苛立った様子のドロシアが背後から──森の中から声を掛かけてくる。

　森の中、その奥の窪くぼ地ち、そこにさえ引きずり込めば、ドロシアの魔術で棄界人ゲヘナントを制圧するのも簡単なのに。しかしあの連中は縦穴の周りから動こうとしない。

「サイラスやゲルトが洞どう窟くつの中の連中を片付けてくれりゃ、挟はさみ撃うちに出来る！」

　今はそれを待つしかない。

　そう叫んで──

「──っておい!?　おいおい!?　おいおいおい!?」

　しかしジャレッドは、縦穴からサイラス達が片付ける筈の三人が、姿を現すのを見て表情を歪ゆがめた。

「まずい、あの変態とケダモノ野郎、負けやがった！」

「ちょっ……スケルディング!?」

「逃にげるぞ、あの連中に魔術使いが加わったら、もうどうしようもねえ！」

　ドロシアの魔術も、相手側に魔術使いがいれば相そう殺さいされる可能性が高い。

　罠に引きずり込んでまとめて──という戦法ももう使えない、どころか、あの魔術猟りよう兵へいはそれを読んでいる可能性が高い。だからこそ最初に棄界人ゲヘナント達を挑ちよう発はつして先行させた上で、洞窟の海側の入り口からサイラスとゲルトを送り込んで、分断する考えだったのだが……

「一いつ旦たん、ヨークの旦だん那なに指示を──」

　そう叫さけぶジャレッドの頭上が、陰かげった。

「なに!?」

　ジャレッドが逃げようと背を向けて走り出した途と端たん──突とつ撃げきしてきたあのでかい怪かい魚ぎよが、ジャレッドの頭上を飛び越こえて行く手を塞ふさいできたのだ。元より魚である以上、陸上での長ちよう距きよ離り移動には適さないだろうが……跳ちよう躍やく移動という性質上、短距離で間合いを詰めるという意味では、あの怪魚と人間なら、怪魚の方に分がある。

　魔術猟兵と、棄界人ゲヘナントの少女二人を背中に乗せた怪魚が、意外に軽い音と共にジャレッドの前に落ちてきた。

「……ふっざけんな、ふざけんな、ふざけんなよ、おい!?」

　長なが柄え戦せん斧ぷを構えながら叫ぶジャレッド。

　背後からは女騎き士しが率いた棄界人ゲヘナントの女達が迫せまってくる。

　挟み撃ちにされたのはジャレッドの方だった。

「てめえ、こんな、卑ひ怯きような──敵かたき討うちってんなら、正々堂々と一騎打ちできやがれ!?」

　追い詰められたジャレッドは自分でも正直言って無茶としか思えない言いがかりを相手につけた。最初に罠に塡はめて殺さつ戮りくしたのはジャレッド達の方だ。卑怯もへったくれもない。

　だが……

「…………コロス、カチヤ、ジブンデ」

　そう言って怪魚から降りてきたのは、棄界人ゲヘナント達の頭目格らしい少女だった。

「カチヤ!?」

　ともう一人の、怪魚の上に乗っている棄界人ゲヘナントの少女が呼び掛けるところを見ると、カチヤというのがその名前か。

「は、はは、はは、いいな、それでこそだよな!?　それでねえと、長の威い厳げんってもんが無いからなあ!?」

　ジャレッドは引き攣つった笑いを浮うかべながら言った。

　一対一に引きずり込めばジャレッドは間ま違ちがいなく勝てる。一撃で殺さず、半殺しにして──そのまま人ひと質じちにとれば、此こ処こから逃げる事も出来るだろう。

　怪魚の上でこちらを睨んでいるもう一人の棄界人ゲヘナントの少女と、魔術猟兵が気になるが、さすがにジャレッドとカチヤがやり合っている最中に、爆ばく轟ごうの魔術だの、毒の霧きりだのは使ってこないだろう。それらは間違いなくカチヤも巻き込んでしまう。

　魔術猟兵と棄界人ゲヘナントの少女は、怪魚から降りて左右に散開──周囲の状じよう況きようを確かめるかの様にゆっくりと側方に回り込んでいる。あるいは横手からジャレッドが逃げないようにと見張るつもりか。

（強しいて言えば問題は、この木や岩だが……）

　周囲に点在する樹木や岩がん塊かい。

　あの小こ柄がらな身体からだと敏びん捷しよう性を活いかし、これを使って立体的に飛んだり跳はねたりされると、ジャレッドとしても厄やつ介かいだが──それとて、落ち着いて対処すればどうとでもなる。

「来い、来い来い、さあ、来い！」

　ジャレッドは挑発的な笑えみを浮かべてそう叫ぶ。

　カチヤは次の瞬しゆん間かん、地を蹴けって真まっ直すぐジャレッドに向かってきた。

（可愛かわいいねえ、可愛いぜ、馬ば鹿かじゃねえのか!?）

　笑いながらジャレッドは突っ込んでくるカチヤに視線を向ける。

　真っ直ぐ突き出される槍やりを長柄戦斧の柄えで絡からめ取る様に弾はじく。一瞬、カチヤの手から槍がはじき飛ばされて空中に浮かぶが、次の瞬間、それは時間を戻もどすかの様に彼女の手に戻っていた。

　奇髪器サムソニア。それは得え物ものに見えて得物ではない。棄界人ゲヘナント達の爪つめであり牙きば。髪かみに繫つながったそれは、『落として奪われる』という事が無い。

　だが──

「はっは！」

　ジャレッドは長柄戦斧の柄を旋せん回かいさせてカチヤの横腹を狙ねらう。一度、得物をはじき飛ばされて体勢が崩くずれていたカチヤの脇わきは、がら空きだ。

　だが……

「…………ッ！」

　カチヤの脇わき腹ばらがざわつく。

　獣じゆう毛もうが寄り集まって柄の一撃を受け止めていた。元々棄界人ゲヘナント達の『外付けの筋肉』とも言うべきこの獣毛は、相そう互ごに絡み合って自由自在に動く。使い方によっては、敵の打撃を受け止める『掌てのひら』の様な役割をもこなすのだ。

　勿もち論ろん、それだけで威い力りよくの全すべてを殺せる筈はずも無く──元々小柄で体重の軽いカチヤは吹ふっ飛とんで地に転がっていた。

　勝機だ。

　ここで駆かけ寄って踏み付けてやれば──手足の一本でも折ってやれば、人質にとれる。

　そう考えたジャレッドは、カチヤに駆け寄ろうとして──

「──え」

　自分の首筋に生じた痛みに気付いて、凍こおり付いた。

「これ……は」

　覚えがある。

　目に見えない程ほどに細い、魔術で生成された──鋼糸。

「魔術猟兵!?」

「……お前達は、魔術で相手の身体の自由を奪って皆みな殺ごろしにしたそうじゃないか」

　魔術猟兵は腕うでを組んでそんな事を言ってくる。

「一騎打ちとはいえ、大人と子供、玄人くろうとと素人だ。当然、差を埋うめる為の仕し掛かけがあったって構わないよな？」

「いつの間に……!?」

　と言って、気付いた。

　先程、左右に魔術猟兵と棄界人ゲヘナント少女が散開した時だ。

　既すでに魔術猟兵が生成していた鋼はがねの糸を──あるいはそれで簡単に編んだ『網あみ』を、一方の端はしを少女に持たせて歩かせる事で、張り巡めぐらせたのだ。恐おそらく、周囲の岩塊や木にも引っかけてあるだろう。

　浜はま辺べで戦った時と異なり、今の魔術猟兵に殺気は無い。

　自分で戦う積もりが無いからだ。あくまでもカチヤの不利を埋める為の仕掛けを施ほどこした──それだけだ。だからこそジャレッドはこの鋼の糸に気付かなかった。直接ジャレッドを攻撃する積もりで動いた訳ではないので、鋼の糸に殺気が纏まとい付かなかったのだ。

「てめえっ……!?」

　半歩下がって首に食い込んでいる糸から離はなれるも、どこにどのように糸が張り巡らされているのか分からない。一本という事は無いだろう。勿論、ジャレッドの技量なら鋼の糸を長柄戦斧で斬きる事は可能だが──

「──ッ!!」

　そんな暇ひまは与あたえぬとばかりに、突つっ込こんでくるカチヤ。

　小柄な──背の低い棄界人ゲヘナントの少女は、跳躍でもしない限り、魔術猟兵達の張った糸に引っかからない。対してジャレッドは迂闊に動けば首が落ちる。あの魔術猟兵はジャレッドとカチヤの身長差を逆手にとったのだ。

　猛もう烈れつな勢いで繰くり出される槍。

　これを体たい捌さばきでかわし、長柄戦斧で弾こうとして──しかし。

「うっ!?」

　文字通りの長物である長柄戦斧が空中の糸に引っかかる。

　一瞬、動きが遅おくれる事で生じた隙すきに、槍が強ごう引いんにねじ込まれた。

「げっ──」

　鳩みぞ尾おちにもろに槍を突き刺さされて呻うめくジャレッド。

「このっ……」

　武術を高度に修めた自分が、こんな、技わざもろくに知らない小こ娘むすめに──殺される!?

　ジャレッドは身体を貫つらぬく激痛と、絶望感で視界が閉へい塞そくしていくのを感じる。

　駄だ目めだ。こんな馬鹿な。こんな事が在っていい筈が──

「道場や闘とう技ぎ場じようでの『試合』しか知らない連中は……想定外の環かん境きように放ほうり込まれると弱いんだよな」

　魔術猟兵が呟つぶやく様に言うのが聞こえる。

「てめえっ…………」

　確かにジャレッドは殺し合いこそ繰り返してきたが、それは、大たい抵ていが一定の安定した環境下であり、途と中ちゆうでその条件が変わったりする事は無かった。それはつまり『規則』が厳密に定められた『試合』であって、何でもありの『戦せん闘とう』ではなかったという事か。

「ふざけ……ん……」

「──シネ」

　引き抜ぬかれた槍が──もう黙だまれと言わんばかりに、ジャレッドの口に突き込まれたのは、次の瞬間だった。




　　　　●




「…………」

　ジャレッドが血を吐はいて倒たおれるのを確かく認にんしてから、イオリは仮想物質の糸を消した。

　息の根が止まったかどうか確認するのが基本だが、口に突き込まれたカチヤの槍は、ジャレッドの首を貫かん通つうして後頭部にまでその穂ほ先さきを露ろ出しゆつさせていたし、これで死んでいないという事は無かろう。ウォーレンの様な死人使いが何人も居るとも思えない。

　むしろ──今はもう一人の罪人を確実に斃たおす事が優先だ。

　とはいえ……

「……ひ、ひいっ!?」

　悲鳴じみた声に続けて、爆轟の魔ま術じゆつのものらしい轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。

　どうやらジャレッドと組んでいた女魔術師が、ジャレッドが斃された事で焦あせって、自分に使える魔術を使って攻こう撃げきを仕掛けてきたらしい──のだが。

「～～～～ッ！」

　カチヤ以外の女達が奇髪器サムソニアの得物を手に女魔術師の所に殺さつ到とうする。

　魔術猟りよう兵へいではなく、軍で訓練を受けた魔術兵でもない、ただ『魔術が使えるだけの女の罪人』に──十名を超こえる棄界人ゲヘナントの女達、それも獣じゆう身しん化かした者達をさばける身体能力は無い。基本的に魔術師というのは戦闘そのものではなく、戦闘支し援えんに向いている存在であって、孤こ立りつ無む援えんで戦う事には向いていない。

　爆轟の魔術も、相手が密集している真ん中に叩たたき込めば、対集団の攻撃法として効果が在るが、今、〈波際の踊手〉の女達はイオリから教わった対魔術戦闘の基本として、散兵状態で──それぞれ一定の距きよ離りをとった状態で、女魔術師を包囲している。これでは爆轟の魔術は虚こ仮け威おどし程度の意味しか発揮してくれない。直撃させたところで一いつ掃そうするのは不可能だった。

「た、助け──降参、降こう伏ふくするから、助け──」

「……悪いがそれは無理だ」

　イオリは女魔術師に向かって言った。

「何十人と……こいつらの仲間を殺したんだろ？」

「わ、私は直接殺やってな──あああああ!?」

　幾いくつもの奇髪器サムソニアが、女魔術師の小太りの身体に叩き付けられ、血の飛沫しぶきが舞まう。

　その様子を溜ため息いき交じりに見つめながら──

「荷か担たんしたなら同じだ、殺された者の家族や仲間にとってはな」

　直接手を下した訳ではないにしても、部下を敵に売って何人も死なせた男が、復ふく讐しゆうの対象になるのと同じく。それが正しい行こう為いかどうかはさておき、報復せずにはいられない者達の気持ちが、イオリにはよく分かる。

「これは国家と国家の戦争じゃないからな。喧けん嘩かの延長の殺し合いだ。捕ほ虜りよをとる習慣も棄界人ゲヘナントにはあるかどうか……」

「…………」

　既に女魔術師は全身数カ所を深々と斬られ、あるいは突かれ、地に伏ふして動かなくなっている。ぴくぴくと痙けい攣れんしているその身体に、更さらに一いつ斉せいに十本近い凶きよう器きが突き込まれ、女魔術師は完全に動かなくなった。

　ジャレッド、そして女魔術師と戦って、勝つために──いや、死なない為ために、散々、イオリの教えた『待ち』を強しいられた部族の女達の怒いかりが、ここぞとばかりに炸さく裂れつした結果である。夫を、恋こい人びとを、あるいは息子むすこを殺された彼女等が、殺した者とその仲間を前にして、理性的に対応する──などと期待する程、イオリも小こ賢ざかしい考え方をしていない。

「さすがにこれは……むごいというか……」

「仕方ないだろ。カチヤの部族の男衆で、命いのち乞ごいをした奴やつが一人も居なかったとは思えないしな」

「…………」

　ユーフェミアが顔をしかめて黙り込む。

　現世人と比べれば勇ゆう猛もう果か敢かんな印象の棄界人ゲヘナントだが、現世人にも色々居る様に、棄界人ゲヘナントにだって臆おく病びような者も、心の弱い者も居るだろう。ましてや命乞いをする事を卑いやしいだのとは口が裂さけてもイオリには言えない。

　死ねば何もかもがそこで終わりだ。

　それを分かった上で、誰だれかを自分の感情や都合で殺す以上、その報復に殺される覚かく悟ごはしておかねばならない。

　ただ──

「──カチヤ」

　ジャレッドの死体に脚あしを掛かけて、槍やりを引き抜いているカチヤに、イオリは声を掛けた。

「気が済んだか？」

「……？」

　尋たずねられて首を傾かしげるカチヤ。

　どうやら『気が済む』という表現がよく分からなかったらしい。

「～～～～」

　とタビタが通訳して何事か話しかけると、カチヤは首を振ふって言った。

「ケジメ。オキテ。キモチ、ナシ、カンケイ」

「…………なるほど」

　気が晴れるから復讐するのではなく、先に攻撃されたからこそ、攻撃で応おう酬しゆうした、そうする事で『自分達に手を出すのは賢かしこい事ではない』と相手に、そして周囲に思い知らせ、結果として自分達の身を守る。

　殺す為の殺しではなく、生きる為の殺しだ。

　個人的な感情とは別に、カチヤの『復讐』は、ただそれだけの事なのかもしれない。ひどく動物的ではあるが……ある意味で、変に正義だの何だのを振りかざすよりも健全だとイオリは思った。

「……さて。カチヤの話が正しければ、残りは一人か」

　イオリは島の中央にそびえている尖せん塔とうを見み遣やりながら言った。

　白い、それ自体が最初からまるで一つの岩の塊かたまりであるかの様に──巨きよ大だいな牙きばであるかの様に、継つぎ目も見えない構造体。人工のものかどうかすら定さだかでは無い。

　カチヤ達の部族が崇あがめる『聖せい霊れい』はあそこに居るという。

「全員の状態を確認してくれ。怪け我がした者が居れば手当てだ。止血くらいは俺の魔術で出来るから大きな傷が在る者は申し出てくれ──そう伝えてくれるか」

　イオリはそうタビタに告げてから、ジャレッドの死体の脇わきにしゃがみ込み、その左手の指にはまっていた指輪を抜いて懐ふところにしまった。

　先の魔術猟兵サイラスは、海に落ちてしまったので、指輪は奪うばえなかった。

　既すでにイオリの分はウォーレンから手に入れているが、予備は確保しておくに越した事は無いだろう。イオリ達以外には何の意味も無い代しろ物ものなのだから。恐らく女魔術師から予備も一つ手に入るだろう。

　そして指輪はあの白い塔とうを指していた。

　あの塔から現世に帰れる筈はずなのだ。

　という事は──

（ひょっとして、『聖霊』ってのは……）

　指輪が聖約宮テスタメントの一部であるという話は先にイオリも聞いている。

　ジンデル王国を護り繁はん栄えいさせる為の魔法機関。棄界ゲヘナと現世を繫つなぐ魔法もまた、聖約宮テスタメントの持つ機能の一部なのだとか。かつて東とう方ほう七なな博はく士しと呼ばれた古代魔法技術を継つぐ者達が造り上げた、奇き跡せきの仕し掛かけ。

　ジンデル王国の──生命線。

　棄界ゲヘナとは比べものにならない程に安全で快適な……世界。時に『生きる』という事の意味すら見失いがちになる程の。

「……まあ、いい」

　イオリは溜息をつく。

「イオリ？」

　タビタが不思議そうにイオリの顔を覗のぞき込んでくる。

　その尻尾しつぽがゆらゆらと頼たよりなさそうに揺ゆれているのは、あるいはイオリの体たい臭しゆうか何かから彼が抱かかえているある種の煩はん悶もんの様なものを感じ取っているのか。

　イオリの事を心配してくれているのだ、この獣けもの娘むすめは。

「全員の手当てなり何なりが終わったら、あの塔に向かうぞ。もう敵は一人だと思うが、罠わなが仕掛けてある可能性は否定出来ない。俺が先頭で、罠が無いか確かめながら進むから、お前達は後ろをついてきてくれ」

「……ん」

「──イオリ。何か不安でもあるのか？」

　とこちらはこちらで長い付き合いであるからか、ユーフェミアもイオリの横顔を見ながらそう問うてくる。

　今のイオリは指揮官だ。たとえ不安があっても部下や配下にそれを感じ取らせてはならない。だから棄界人ゲヘナントばりに無表情を取り繕つくろっていた積もりなのだが──

「今いま更さらだがな」

　イオリは苦く笑しようを浮うかべて言った。

「タビタを連れて現世に戻もどって本当に良いのかどうか、ちと考えてたのさ」

　終着点が見えてくれば、その時になって初めてわき出る不安というものがある。

「それはどういう……？」

「王国の重臣達がタビタを素す直なおに王族として迎むかえ入れるとは思えないんだよ。ジャレッドやウォーレン見てれば分かるが、国王ですって表に出す訳にいかんだろ、タビタを」

「それは……」

　と言葉に詰つまるユーフェミア。

　ケダモノ、ケダモノ、とジャレッドやウォーレンは棄界人ゲヘナントの事を呼んでいた。

　元々正規臣民でない者達への差別もジンデル王国には根強い。

　明らかに獣人然としたタビタを、自分達の王として彼等が受け入れるかといえば──

「今まで棚たな上あげしてきたけどな。ここまで来たら、その辺……考えてから戻らないとまずいだろうなって話さ。最悪、タビタは聖約宮テスタメントに死ぬまで縛しばり付けられて、身代わりの王が表に立つ、なんて事も有り得るからな」

「…………」

　そんな事は無い、とはもうユーフェミアも言ってこなかった。

　建前や綺き麗れい事ごととは別に、人間の本ほん性しようとも言うべきものを彼女もよく知っている。

「では帰らないという選せん択たく肢しもある、という事か？」

「タビタの事を──あいつの願いではなく、あいつの身の安全と幸せを第一に考えるなら、そういう選択肢も、最後の最後でとる覚悟をしておくべきだろうなって話だ」

「…………そう、か」

　疲つかれた様な──泣き笑いの様なそんな表情を浮かべるユーフェミア。

「お前は不満か？」

「いや。別に。決めたからな」

「決めた？」

「貴様に──貴方あなたに従う事で、償つぐなう。貴方の希望を尊重する事で、生きるよすがとする。そのように決めたのだ。貴方が何よりもタビタを──彼女の事を最重要視して行動を決定するというのなら、私はそれに異論は挟はさまない。現世だろうと此こ処こだろうとそれは同じだ、イオリ」

　ユーフェミアは、晴れ晴れとした笑顔でそう言った。








第四章　永えい劫ごう人柱









　驚おどろいた事に塔の中はひどく単純な構造になっていた。

　緩ゆるやかな傾けい斜しやのついた螺ら旋せん階段──いや螺旋傾斜路が上じよう端たん部に向かって延びている。

　他には何も無い。壁へき面めんにはいくつかの穴、いや窓が開いている上、壁面も傾斜路の床ゆかも白いので、中が暗くら闇やみに閉とざされるという事は無いが……では明るいかと言われれば簡単に肯こう定ていもしにくい。

　黎れい明めいの──夜明け前の薄うす暗ぐらさとでも言おうか。

　さすがに海岸線から遠いという事もあって、アニセトは洞どう窟くつに待機させ、イオリはタビタ、ユーフェミア、カチヤ、そして〈波なみ際ぎわの踊おどり手て〉の女達を引き連れて長い傾斜路を上っていく。

　此処に来るまでに数カ所、想像通りに罠が仕掛けられていたが、それらは全すべてイオリが発見して解除した。恐おそらくユーフェミアが斃たおした魔ま術じゆつ猟りよう兵へい──サイラスの手によるものだろう。

　だが塔の内部はあまりに簡素すぎて、罠を仕掛けられる様な場所が見当たらない。

　人が住む様な場所ではないのだろう。

　では何の為ための建物なのか、いや、これが人工物なのかどうかすら分からないのだが。

　そして──

「…………来たか」

　イオリ達が最上階に達した時、この塔の唯ゆい一いつの部屋の奥から──奥にわだかまる闇やみから一人の人物が姿を現した。

　騎き士しのものと思おぼしき、各所に彫ちよう刻こくの入った甲かつ冑ちゆうと、長ちよう剣けんを身につけた若い男。

　眉び目もく秀しゆう麗れい、切れ長の碧あおい双そう眸ぼうに、柔やわらかそうな金きん髪ぱつ、薄うすい唇くちびるとすっきり通った鼻筋……何ど処こからどう見ても美男子で、まるで絵に描かいたかの様な貴族だった。

　ジンデル王国においては、貴族の男が庶しよ民みんの娘むすめを、その容姿に──容姿のみに着目して強ごう引いんに、妻や妾めかけとして娶めとる事も珍めずらしくない。金や権力にあかせて若く美しい女を侍はべらせるのはジンデル王国の貴族達にとっては、むしろ伝統といっていい。

　事の是ぜ非ひはともかく、結果として、ジンデル王国における標準的な価値観で美男美女と呼べる様な容姿の者が、貴族には多い。

　ともあれ──

「此処に来たという事は、他の者達は皆みな、殺された訳かな」

　騎士風のその青年は碧へき眼がんを細めて言った。

「どうだろうな」

　とイオリは応じる。

　青年騎士の見立ては正しいが、此処でそれを肯定してやる義理はない。人ひと質じちが有効かどうかも分からないのだ。もしこの青年騎士に人質が通用するなら、無む駄だな戦せん闘とうを避さけられるかもしれない。勿もち論ろん、ジャレッド達が全て死んでいる以上、騙だます事にはなるのだが。

「で、私も殺すのか？」

「それは話次し第だいだが──」

　イオリは脇に目を向ける。

　タビタと並んでイオリの右横にはカチヤが立っている。

　彼女はやはりタビタと同様に無表情だが……その尻尾が緊きん張ちようを孕はらんで毛を逆立てているのはイオリの位置からでも確かく認にん出来た。

　カチヤにとっては、そして〈波際の踊手〉の女達にとっては、この青年騎士も敵であり、男衆の仇かたきである。イオリが先に繰くり返し言い含ふくめておかなければ、彼女等はこの最上階に殺さつ到とうし、青年騎士を見つけるや否や、問答無用で襲おそい掛かかっていただろう。もっとも──イオリ達がこの部屋に足を踏ふみ入れて立ち止まった結果、カチヤ以外の女達はまだ傾斜路に留とどまっていて、青年騎士に襲いかかれる様な位置には居ないのだが。

「一応、名乗っておこうか。私の名はエイベル・ヨーク。ジンデル王国の騎士だ。いや、元騎士といったところかな、そちらの女性と同じくね」

　と青年騎士は──エイベルはユーフェミアの方を一いち瞥べつして言った。

　相手が敵であろうが何だろうが、騎士にとって名乗りは重要なもの、という意識があるのだろう。イオリの代わりにユーフェミアが反応して声を上げていた。

「わ、私はユーフェミア・ワディンガム、こちらの魔術猟兵がイオリ・ウィンウッド、そしてこちらの棄界人ゲヘナントの少女が──」

「ケダモノの名前などどうでもいい」

　静かな笑え顔がおのままエイベルはそう言い放った。

「そもそもケダモノが人間を真似まねて名を持つ事そのものが、無ぶ粋すいだよ。正直、そこの魔術猟兵──大方、難民の出なのだろうが、そんな下げ賤せんの民に立派な名前がついている事も噴ふん飯ぱんものだがね」

「…………！」

　ユーフェミアが表情を引き攣つらせて黙だまり込む。

　イオリとしては──この短いやりとりで概おおむねエイベル・ヨークという人物の為人ひととなりを理解出来たのが、収しゆう穫かくといえば収穫だ。恐らく交こう渉しようは不可能だろう。

「しかし驚いたよ」

　エイベルは溜ため息いき交じりに言った。

「そっちの、蒼あおい髪かみのケダモノ……それが王族の末まつ裔えいとはね。我等が頭上に戴いただくべき国王陛下としてそんなケダモノを連れ帰らねばならないとは、正直、慚ざん愧きの念に堪たえない」

「無理に受け入れて貰もらわなくていいんだぞ」

　とイオリは眼を細めて言った。

　傍かたわらのタビタは無反応だが──元々現世の言葉にあまり慣れていないカチヤと違ちがって、エイベルの侮ぶ辱じよくが理解出来ていないという事はあるまい。カチヤにしても──言葉が分からないだけなので、イオリやユーフェミアの反応から、エイベルが棄界人ゲヘナントを侮辱しているのだという事は理解していても不思議ではないが。

「何なら今からあんただけでも別の王族の末裔を捜さがしに行ったらどうだ？　王族の末裔が一人と決まっている訳でもないしな」

　実際、イオリ達は棄界ゲヘナに来て早々に別の王族の末裔と出会っている。

「いや。さすがにそれは面めん倒どうだな。それにあくまで聖約宮テスタメントの操作の為に必要な『鍵かぎ』だという事なら、別にその牝めすのケダモノが五体満足でなくてはならない道理も無い。表向きの国王はもっときちんとした人間を立てて、ケダモノは手足を落として聖約宮テスタメントの傍そばに繫つないでおけば済むだろう」

「……随ずい分ぶんと自信満々だが」

　イオリはタビタとカチヤの様子を窺うかがいながら言った。

「ひょっとしてそれは挑ちよう発はつか何かの積もりか？」

　場合によってはイオリ達が一いつ斉せいに襲い掛かる──その可能性について、このエイベルが理解していない筈はずは無いのだが。何か罠わなでも仕し掛かけてあるのか。それとも単にそんな可能性についてすら考えが及およばない馬ば鹿かなのか。

「挑発？　ああ、いや」

　エイベルはふと笑みを深めて言った。

「そんな必要は無い。きちんと王族の末裔を捜してきたという事は、お前達も現世に帰りたいのだろう？　だがお前達が王族の末裔を押さえているのと同様に、私はコレを押さえているからな」

　エイベルは言ってふと右手を動かした。

　動かした様にしか見えなかった。

　だが……

「──！」

　次の瞬しゆん間かん、エイベルの近くに在った壁かべの窓が、倍以上の大きさに広がっていた。

　納のう剣けんの金属音と、切り裂さかれた壁が、壁だった破は片へんが、音を立てて尖せん塔とうの外がい壁へきを転がり落ちていく音が一瞬遅おくれて聞こえてきた。

（抜剣術……）

　抜ぬく手を見せぬ、どころか、剣が鞘さやから抜け出た様子さえ目にも留まらぬ早はや業わざ。

　ユーフェミアも抜剣術は身につけているが、全く桁けたが違う。本物の天才が、長い努力の果てに身につける技能の極きよく致ちだ。そもそも塔とうの材質がなんなのかは分からないが、一瞬でその壁を切り裂いている時点で、速さのみならず威い力りよくも尋じん常じようでない。

　いや。だがそれよりも──

「…………セイレイサマ！」

　カチヤが叫さけぶ。

　エイベルが切り広げた窓から光がなだれ込み、奥にわだかまっていた闇を薄めて流し去っていく。そこに現れたのは──

（……少女人形？　いや……）

「な、なんだ……!?」

　とユーフェミアも驚いて声を漏もらしている。

　当然だろう。奥の、何やら祭さい壇だんと思しき、複雑な形状をし複雑な紋もん様ようが刻まれた物体に、半ば身体からだをめり込ませた状態で……いや、身体の各所を溶とけ込ませた様な状態で、一人の少女が佇たたずんでいたからだ。

　年の頃ころは恐らくユーフェミア程度、二十歳前といったところか。

　床にも届く長い黒くろ髪かみと、大きな黒の瞳ひとみ。

　人種的特とく徴ちよう、という意味ではイオリと同様の東方民族に共通した部分がその肌はだの色や目鼻立ちからも見て取れる。

　身には何一つ纏まとわぬ全ぜん裸らだが、代わりに祭壇から枝の様な──しかし明らかに植物ではなく鉱物と思しき棒状の突とつ起きが伸のびていて、それが少女の身体に絡からみつき、突つき刺ささり、そしてまるで何かの刺青いれずみの様に皮ひ膚ふの下を這はい回っている。

　拷ごう問もんか。処しよ刑けいか。

　いや。だが少女は物もの憂うげに眼めを伏ふせてはいるものの、生きてはいる様だし、殊こと更さらに苦痛を堪こらえている様子は無い。

「聖約宮テスタメントの、一部……ああ、そう、『端たん末まつ』といったか」
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　エイベルは少女の方を振ふり返り、そちらに歩み寄りながら言った。

「ヒメナ・ビジャルレアル……というのがこの端末の名前だそうだ」

「ビジャルレアル？　それは──」

　イオリの記き憶おくが確かなら、魔ま術じゆつ師しの修しゆ行ぎようを始めた際に、何度か聞いた名前だ。

　魔ま術じゆつを超こえた奇き跡せき、今は伝える者も居ない神代の技術体系、即すなわち魔法を修めていたという者達──ジンデル王国建国の際に頻ひん繁ぱんにその名が見られる『東とう方ほう七なな博はく士し』。

　その中の一人が確かビジャルレアルという名前だった筈だが──実の所、東方七博士の個人名については、魔術師達の間でも口く伝でんで伝わっているのみで、正確な記録が残っている訳ではない。

　何にしても千年も前の人物だ。まして現世に比べて時の流れが速いと言われる棄界ゲヘナではそれこそ、一万年、いや、それ以上昔の人物という事になる。

　本人である筈は無い──

「これが何物なのかは……かつて何者だったのかは、正直どうでも良いが」

　エイベルはゆっくりとした歩調でその少女──ヒメナに歩み寄りながら言った。

「問題はこれが、現世に帰る為ための空間回かい廊ろうを開く機関からくりだという事だよ」

　言ってエイベルは改めて──今度はゆっくりと見える様に剣を抜くと、その切っ先をヒメナ・ビジャルレアルの顎あごの下に差し込んで、顔を上げさせる。

　屈くつ辱じよくを感じているのか、ヒメナは抗あらがう様に眼を閉じた。

「こいつは虚きよ無むを……空間を操あやつれるそうだ」

「…………!?」

　さすがに驚おどろくイオリだが……同時に幾いくつかの事に合が点てんがいった。

　空間回廊。カチヤ達の部族がこの島に渡わたる際に使っていたという『空の道』。ジャレッドが島から浜はま辺べまで移動してきた方法。つまりはそれらは全てこのヒメナ・ビジャルレアルが空間を操る能力で──つまりは魔法で造り出したものだったという事だ。

　そう。魔術ではない。魔法だ。魔術に空間を操る様な力は無い。

　カチヤの部族が彼女を聖せい霊れいと崇あがめるのも当然だ。

　魔法の概がい念ねんの無い棄界人ゲヘナント達にとって、空間に対する干かん渉しようや操作はまさしく神の奇跡そのものであったろう。あるいは時間をある程度まで操る事も可能なのかもしれない。エイベル達に『押さえられて』いた事を想おもえば、その能力について、自分自身の身を守る事には使えない様だが。

（……そうか、やはりカチヤやその祖先の司祭や巫み女こは、ある種の感応能力を持っていた訳か……）

　カチヤが片言ながら現世の言葉を知っていたのも、比ひ較かく的あっさりとイオリを『婿むこにする』事を受け入れたのも、このヒメナとの関係があったればこそだろう。

　その血筋特有の精神感応能力で、言葉が通じない筈だった『聖霊』と意思疎そ通つうし、その実績を以もつて司祭に、巫女になったという事だ。

「我々には見えも触さわれもしないが、これは魔法的な何かで、聖約宮テスタメントと繫がったままなのだそうだ。だからこれを通じて聖約宮テスタメントに連れん絡らくを入れ、空間回廊を開かせて、我々の指輪を目印に引き上げさせる──これが現世帰き還かんの為の手順という訳だ」

「……すると、現世に帰りたければその『聖霊』様を押さえている貴様を斃たおさないといけないって事か？」

「あくまでも私に反はん抗こう的な態度であるならば、そうなるな。その蒼い髪のケダモノを引き渡して私に恭きよう順じゆんの意を示せば、そのまま一いつ緒しよに連れ帰ってやるのも、やぶさかではないがね。これでも私は寛かん容ようなのだ。下賤の民であろうとも、身の程ほどを弁わきまえた者には、それなりに寛容なのだよ」

　そう告げるエイベルの表情は朗ほがらかだ。

　此こ処こはジンデル王国ではない。差別的価値観を隠かくす必要も無い。ごく自然に、息をする様に、恐おそらくは自覚すら薄うすいままに、この男は人種差別の発言をする。何を以てこの男が棄界ゲヘナ送りにされる様な罪人となったのか、イオリは知らないが──

（そういえば、難民を闇やみ討うちして殺して回る差別主義者の集団が居たって話は聞いた事が在るが……）

　肌の色、髪の色、眼の色、そういったものに高貴か否いなかの順列をつけて語りたがる連中がいる。そうした連中が、徒党を組んで元難民の王国臣民に言い掛がかりをつけて嬲なぶり殺す事件が王都で起きている、という話はイオリも聞き及んでいた。

　あるいはエイベルはそうした事件の犯人、もしくは首しゆ謀ぼう者しやであったのかもしれない。

「もっとも賤民とケダモノと小こ娘むすめと……お前達では私を斃す事等、無理な相談だがね」

　言いながら、エイベルはするりと、ごく自然な動作で剣の切っ先を前に出した。

　ずぶりと顎の下から剣がヒメナの首に突き刺さる。

　血は、出ない。既すでに人間ではないという事か。

　だが──

「……んあっ……」

　代わりにヒメナは短く呻うめいた。どうやら刺されれば普ふ通つうに苦痛を感じるらしい。

「セイレイサマ！」

　咄とつ嗟さに前に出るカチヤ。

「おい──」

「カチヤ！」

　イオリとタビタも彼女を止めようと前に出る──その瞬間。

「ヒメナ。この部屋と他を隔へだてろ」

「…………ぐ……」

　エイベルが剣をこじると、更さらに苦く鳴めいを漏らしながらヒメナが身じろぎをする。

　次の瞬間──

「イオリ──!?」

　叫び声に振り返ると、ユーフェミアと、そして部族の女達が、まるで無色透とう明めいな硝子ガラスを叩たたくかの様に、虚こ空くうに拳こぶしを打ち付けている姿が見えた。いや。彼女等の叫び声も瞬またたく間に聞こえなくなって──

「……三匹びきか。一匹ずつ確実にと思ったが、まあいい」

　イオリ達を半眼で眺ながめてエイベルは言った。

「ケダモノ二匹に賤せん民みんが一匹。多少は楽しめるかもしれんな」

　騎き士しエイベル・ヨークはやはり穏おだやかな笑えみのまま、そう言った。




　　　　●




　エイベル・ヨークは、代々騎士の名門とされてきた家に生まれた生きつ粋すいの貴族である。

　父と母はいとこ同士で共に名門貴族の出であり、自分達の出自に誇ほこりを持っていた。十代ばかり前のヨーク家当主は、王室の剣けん術じゆつ指南役を務めたという事で、その事を百年以上経た今でも、事ある毎に喧けん伝でんする一族だった。

　当然、武術に関しては、一族郎ろう党とうで少々……常じよう軌きを逸いつしているとも言うべきこだわりを持っており、生まれた子供達には二歳の頃から木ぼつ剣けんを持たせて兄弟姉妹しまいで打ち合いをさせ、物心ついてからも、友達と呼べる付き合いを許されるのは、貴族の、しかも『それなりに強く、互たがいに武術を高めていける』と親が判断した相手とだけだった。

　勿もち論ろん、修練とはいえ、実際に木剣を持って打ち合う以上、怪け我がをする子供も居たし、打ち所が悪くて死んでしまう子供も居たが、両親は構わず子供同士を戦わせた。エイベルの一つ下の従妹いとこなどは、虚きよ弱じやく体質だった事から、武術を修める事も、次の世代の騎士を生む事も叶かなわないと判断され、家から放ほう逐ちくされて、路上で野垂れ死んだ。

　生活の全すべては過か酷こくとも言える武術の修練の為に費やされ、それが普通なのだとエイベルはずっと考えていたのだが……

「そのような時代遅おくれの騎士に何の価値がありましょうや？」

　そう言われたのはエイベルが十七の時である。

　相手は──国境警備隊に所属する難民の出の兵士だった。

「ジンデル王国を守っているのは我等、国境警備隊です。お飾かざりの、実戦経験も無い騎士様には分かりますまいが？」

　実際……ジンデル王国の騎士達はもう何世代も実戦というものを知らない者が殆ほとんどだ。

　国境警備隊の隊員は次から次へと難民から補ほ充じゆうされる為、損そん耗もう率が高くても問題が無く、彼等が文字通りに命いのち懸がけで──二人に一人は生きて退たい役えき出来ないという状じよう況きようで、戦い続けてきたのは本当の話である。

　そしてそんな中で──実戦経験豊富な兵士の方が、式典の練習ばかりを繰くり返している騎士達よりも強かったのも事実だろう。

　だが自分は違ちがう。自分達だけは。

　武の為に全てを費やしてきた。武の為に兄弟姉妹とさえ争い、時にはこれを殺して技わざを磨みがいてきた。だから自分達はお飾りの騎士とは違う。

　エイベルはそう考えていた。

　しかし……既に時代は騎士同士の一いつ騎き打うちそのものが古ふる臭くさいものとして忘れ去られ、高度に研究され洗練された魔術による支し援えんや範はん囲い攻こう撃げきを併へい用ようした、新しい戦術が軍では主流となっていた。難民達の中から適性ありと認められた者は魔術師に、あるいは魔術猟りよう兵へいとなり、前線に投入された彼等が戦場の主役になる事が増えてきた。

　エイベルが如い何かに強くても所しよ詮せんはたった一人。

　エイベルが敢あえて国境警備隊に所属し、如何に活かつ躍やくしても大勢は変わらなかった。

　難民が。魔術が。

　自分達の居場所を奪うばう。自分達の仕事を奪う。自分達の生きがいを奪う。

　それはあってはならない事だ。

　そうでなければ、何の為に自分は青春の全てを費やして武を修めてきたというのか。そうでなければあの従妹は何の為に野垂れ死んだのか。そうでなければ何の為にヨーク家は武の為に全てを犠ぎ牲せいにしてきたのか。

　許されない。難民を許してはならない。

　奴やつ等らは自分達よりも『下』なのだ。『下』でなければならないのだ。

　そんな風にエイベルが考えるようになるのに、さして時間は必要無かったし、更には詳しよう細さいは異なれど、難民に職を奪われた者、難民に反感や嫌けん悪お感を持つ者をまとめ上げて、難民に対する私し刑けいを実行、鬱うつ憤ぷんを晴らす組織を運営する様になるまでも、すぐだった。

　難民のせいで伝統が失われる。難民のせいで正規臣民が蔑ないがしろにされる。

　難民許すまじ。我等は憂ゆう国こくの義勇軍である。我等は寄生虫を取り除く医師である。

　そう唱えて……エイベル達は何十人もの難民を半殺しにし、ほぼ同数の難民を殺した。難民の事を快く思っていなかった官かん吏りも少なくはなかった為、エイベル達の集団は殊こと更さらに追われる事も無く放置されていた。

　だが……エイベルは少々、調子に乗りすぎた。

　元より武術修練に明け暮れる余り、エイベルは政治というものをろくに知らなかったし、その周辺の人間模様にも、あまりにも無知だった。

　難民は難民でも、大貴族の愛あい妾しようを仲間達と輪りん姦かんして殺したのは、やり過ぎだった。

　激げき怒どした大貴族は財力と権力にあかせて犯人を捜さがし出し──『捕ほ縛ばくの際に抵てい抗こうした』という態ていでエイベルの仲間達は皆みな、殺された。ジンデル王国に死し刑けいは存在しない。だからこそ現場判断で殺される様に、大貴族が根回ししたのだろう。

　エイベルは捕縛に来た連中を皆みな殺ごろしにしたが……魔術で炭酸瓦ガ斯スの充じゆう満まんする部屋に追い込まれ、呼吸困難で気絶した所を、捕縛されて棄界ゲヘナ送りを申し渡わたされたのだ。

　そして──

「本物の武術、本物の騎士というものを、浅せん学がくな難民出の魔術猟兵にも、牝めすのケダモノ共にも、じっくり教育してやろう」

　エイベルはそう言って床ゆかを蹴けった。
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　最初──何が起こったか分からなかった。

　文字通りに一いつ瞬しゆん、瞬まばたきを一度した間に、エイベルがタビタの目と鼻の先に移動していたからである。一部の時間が途と切ぎれて飛んだかと思った程に、それは唐とう突とつな現象だった。

「──!?」

　鋭するどい金属音と共に仰け反るタビタ。

　彼女の脇わき腹ばらから血が噴ふいたのは次の瞬間だった。

「タビタっ!?」

　思わず駆かけ寄るイオリ。

　即そく死しする様な致命の急所ではないにしても、腹をやられれば──内臓をやられれば非常に厄やつ介かいだ。表面的な止血では間に合わない事も多い。

　ただ──

（くっそ……！）

　タビタに駆け寄るという事は、つまり、イオリ自身がその神速の使い手の前に飛び出すという事に他ならない。わざわざ、自分から、相手の間合いに飛び込むのだ。当然ながら相手側からも突つっ込こんで来た場合、その速度は更に上がる。

　まして……

（わざわざ見えている罠わなに突っ込む馬ば鹿かだ俺は！）

　エイベルがどれ程ほどの使い手なのかは、先の窓に斬きり付けた一件だけでもよく分かっている。ユーフェミアと比ひ較かくしても桁けた違ちがいの使い手だ。一対一の格かく闘とう戦せんで勝てるとはとても思えない。イオリに勝機があるとすれば、距きよ離りを開いて魔術による範囲攻撃しかない。

　だがそれはエイベルも分かっている。

　だからこそ一撃で首を刎はねる事も出来たタビタの脇腹を浅く斬るだけで済ませた。

　イオリが助けに飛び込んでくるのを見み越こして。

　だがそれが分かっていてもイオリはタビタを放置する訳にはいかない。

「……！」

　イオリが仰あお向むけに倒たおれかけるタビタに手を伸のばし、彼女を支えたその瞬間、視界の端はしにエイベルの姿が出現していた。

　とんでもない脚きやく力りよくだ。あるいはイオリも限界まで仮想物質による薬物投とう与よをすれば、これに近い動きは可能かもしれないが──当然ながら、今からでは全く間に合わない。

（──！）

　焦しよう燥そうと緊きん張ちようで高速回転する意識の中、イオリはエイベルの剣けんがするりと鞘さやから滑すべり出て、最小限の旋せん回かい半径で自分の胸元に向かってくるのを認識した。

　タビタの時は敢えて急所を外したのだろう。

　だがこれは──

（こいつの速さと技わざの精度なら急所狙ねらいも造作も無いだろうに、わざわざ、外しにくい胴どう体たいを狙ってくるか!?）

　一撃で殺すのではなく、必殺の為ために敢えて、確実な場所を狙い、傷を相手に重ねてつけていく戦法。大きく広い場所を傷つけて出血を誘さそい、動きが鈍にぶった所にとどめ──か。偏へん執しゆう的なまでの『殺害』の為の思考を理解して、イオリは戦せん慄りつした。

　刃はがイオリの胸むな元もとに触ふれ──

「──！」

　次の瞬間、エイベルの姿勢が僅わずかに崩くずれる。

　イオリとエイベルの間に投げ込まれた槍やりの為だ。

「カチヤ！」

　イオリはタビタを抱だき締しめながら床を転がって逃にげる。

　エイベルは無論、転てん倒とうする様な無様な姿は見せなかったが、わずかに表情を苛いら立だたしげに歪ゆがませてカチヤの方に向き直る。槍は引き戻もどされて彼女の所に戻ろうとして──しかし、空中でエイベルに斬られて、髪かみに戻って四散した。

「ケダモノが生意気な事を」

　呟つぶやく様に言うエイベル。

　その台詞せりふが未まだ音として空中に残っている間に、エイベルはカチヤの前に移動していた。

「……！」

　エイベルの剣がカチヤに向かって走る。

　対してカチヤは未だ槍を再構成出来ていない──が。

「──!?」

　エイベルが眉まゆを顰ひそめる。

　カチヤは床を蹴って後方に跳ちよう躍やく。自分に向かってくる剣をかわしていた。

　明らかに、それまでのカチヤからすれば異常とも言える反応速度。

　これは──獣じゆう身しん化かというだけでは説明がつかない。

　それどころか……

「──ッ！」

　カチヤが得え物ものを持たない手を突き出す。

　槍も無ければ剣も無く、楯たても無い、ただの素手。

　だが……次の瞬間、轟ごう音おんと共にエイベルが立っていた床に亀き裂れつが走った。

「なんだ……!?」

　エイベルは──何か勘かんが囁ささやいたのか、間かん一いつ髪ぱつでこの『見えない鉄てつ槌つい』とも言うべき攻こう撃げきを避よけていたが、その表情は驚おどろきに歪んでいる。

「これは、まさか──お前か、ヒメナ!!」

　叫さけんでヒメナの方を振ふり向くエイベル。

　ヒメナは……祭さい壇だんに拘こう束そくされている少女は、俯うつむいたままだが、その唇くちびるの端が笑えみの形に歪むのをイオリは見た。

　そして──

「この娘むすめは元々儂わしの巫み女こじゃからな」

　その言葉はヒメナの口から漏もれていた。

「本人が拒こばまねば、精神と精神を繫つないだ上、こうして儂が操あやつる事も、儂の力の一部、辛かろうじて祭壇に括くくられておらず自由になる力を、この娘を出口として使う事も出来る」

「人ひと柱ばしら風ふ情ぜいが──」

　エイベルの姿が再び消える。

　どうやら技を振るうその瞬間は、両足を地に、床につけている必要がある為、視し認にん出来る移動速度に落ちる様だが──逆に言えば、点から点への直線移動はやはり視認すら難しい神速だった。

　エイベルはヒメナの目の前に出現し、剣を振り上げる。

　彼の剣がヒメナの左ひだり肩かたから腹の辺りまでを一気に切り裂さいた。

　言うまでもなく致ち命めい傷しようだ。人間なら。だが──

「改めて命じるぞ、ヒメナ・ビジャルレアル。余計な手出しをするな。いいか？　この部屋の空間を閉じる魔ま法ほうだけを使っていろ。分かったか！」

「ふ……ふふ、ふ……」

「……嫌いやじゃな」

　ヒメナが笑い、カチヤが言う。

　恐おそらくは今、二人は一つの意識に溶とけ合っている様だった。

「何な故ぜ……祭さい壇だん越ごしの命令に、お前は逆らえない筈はず──」

　そこまで言ってエイベルは剣を抜ぬいて横に飛び退のく。

　カチヤの──ヒメナの『魔法』が再び彼を襲おそったからだ。

「逆らえない筈ではないのか!?」

「儂は逆らってなどおらんよ。儂は力をカチヤに預けておるだけじゃからな。まして祭壇の制約は、あくまで空間回かい廊ろうや次元回廊の管理に関する事のみじゃ。残念じゃったな、ヨークの坊ぼうや」

　身体からだを斜ななめに切り裂かれた筈のヒメナは平然とそう喋しやべる。

　同時に彼女の身体の傷口がゆっくりとだが消えていく。勿もち論ろん、血は一ひと滴しずくも出ていない。

「──コロス！」

　カチヤの叫びと共に立て続けに見えない鉄槌がエイベルを襲う。

　エイベルは小刻みに右に左にと跳とんでこれを避け続けているが、やはり直線運動ではないせいか、姿が視界から消える程ほどの速度にはなっていない。やはりエイベルの神速はあくまで強きよう靭じん無比な脚力による身体運用の域を出ておらず、どれだけ瞬間的なものに見えても、加速と減速の原理からは逃のがれられないのだろう。あるいはエイベルを攻こう略りやくするならそこが狙い目か。

　いや。それよりも──

（あれはまさか……）

　透とう明めいな、空間の歪みが、そのまま鉄槌となって叩たたき付けられている。

　似たようなものを──似たような現象をイオリは見た事がある。知っている。

（王権器レガリア!?）

　元々王権器レガリアは物質ではなく現象ではないかと一部の学者が唱えていたのはイオリも知っている。剣の形をした圧縮空間か何かではないかと。だから折れない。曲がらない。欠けない。そして重さが無い。

　そしてそれは王族と聖約宮テスタメントの血の契けい約やくによって生じるという。

　つまりそれは王族を『端たん末まつ』とした聖約宮テスタメントの機能の一部という事ではないか？

　もしヒメナが聖約宮テスタメントの『一部』で、その機能を一部担になっているのだとすれば──

「タビタ、大だい丈じよう夫ぶか、今、魔術で止血──」

　頭の中で止血に有効な仮想物質を列挙する。焼くのが一番手っ取り早くて簡単だが、出血量によっては衰すい弱じやくの結果、痛みに耐たえられ──

「……大丈夫……」

　とタビタはイオリに抱だかれながら頷うなずくと、僅かに身を震ふるわせる。

　途と端たん、彼女の身体にいつもの斑まだらな獣身化が生じる。

「おい、何を」

「血……止める……」

　タビタの獣じゆう毛もうが絡からみ合う様にしてぎゅっと傷口を押さえ込む。

「これは……筋肉による止血……か」

　棄界人ゲヘナントの獣身化による獣毛の発生は、つまり、随ずい意い的に動かせる第二の筋肉──外付けの筋肉の追加である。それ故に獣身化していない状態でつけられた傷を、獣身化で生じた獣毛で開かぬ様に押さえ込む事も可能、という事らしい。

　ただ──

「タビタ、動けない……から」

　と言いつつタビタはイオリに自分の大剣を手て渡わたしてくる。イオリが受け取ると、それはするりと解けて蒼あおい髪となって滑り落ち、イオリの手の中には透明な長ちよう剣けんが残った。

　王権器レガリア。折れず曲がらず無限に鋭えい利りな──絶対の刃。

「イオリ……」

「分かった、お前はとりあえず止血に専念しててくれ」

　王権器レガリアの長剣を手にイオリはそっとタビタを横たえると、立ち上がった。
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　エイベルの強さは結局の所……ありとあらゆる基き礎そ能力の底上げにある。

　反射速度。筋力。五感。武術を支える為の身体機能を全面的に強化する。

　勿論、それは延々と『強い血』を遺のこす為にと一種の『品種改良』を続けてきたヨーク家の成果でもある訳だが、如い何かにより優すぐれた血統を選んで子をなしてきたとしても、そこには自ずと限界がある。

　最大筋力は単純に筋肉量に比例する。

　五感や反射速度は神経の伝達能力に依い存ぞんする。

　技わざを修め、術を用い、ぎりぎりの均きん衡こうを保って限界まで鍛きたえ上げているからこそ、そうした肉体のどうしようもない『限界』というものを最終的には突つきつけられざるを得ない。

　繰くり返し繰り返し実行して技を『身体に覚えさせる』──本人の意識とは別に、技を選せん択たくし使うと決めれば、後は肉体が思考を介かい在ざいせずともこれを実行する事で、超ちよう高こう速そく、神速の戦せん闘とうが可能となるが……実際に技を選択する、戦術を選定する、その際にはやはりエイベル自身の思考速度の限界が露ろ呈ていする。

　直線距きよ離りの移動は無意識に可能でも、右に曲がるか左に曲がるかは、意識的に決定せねばならないという事だ。

　だがそれは当然ながら弱点となり得る。

　神速と神速のつなぎ目。そこを狙ねらわれれば──如何な達人でも敗北する可能性がある。

　それ故ゆえ、ヨーク家の先達は、神経の伝達速度を底上げし、筋力の限界を超こえる方法を考案する事となった。

　人間は危急の際には肉体に本来的に掛かかっている制限を自ら外して、限界以上の力を出し、意識が高速で回転して時間が間延びする様な感覚を覚える。これは魔術医達の研究によって人体内のある種の物質が影えい響きようしているのだという事が分かっていた。

　脳の内側から分ぶん泌ぴされる脳内麻ま薬やく。

　筋肉の限界、神経の限界を超える事で生じる苦痛を和やわらげ、最強最速で『居続ける』事を可能にする人体内の麻薬──いや魔ま薬やく。それが体内から生じるものであり、人間の肉体の機能の一部であるというならば、身体運用術を以もつて制せい御ぎよ出来ない筈が無い──そんな考え方のもと、ヨーク家は様々な方法で脳内麻薬を意識的に出す方法を探さぐり、更さらにはその最適な量を調整する方法を探ってきた。

　結果……

　そうした逸いつ脱だつともいうべき極限の武術、いや戦闘術を叩き込まれたエイベルは、意識的に『火事場の馬ば鹿か力ぢから』を出す事が可能になっている。

　肉体が、神経が、壊こわれる程の──壊れる半歩手前の膂りよ力りよくと速度を、好きな時に瞬しゆん間かん的に出せる。このことによって、エイベルの修めてきた全すべての武術が、その威い力りよくを底上げされる事となった。故に──

「無む駄だだ、無駄だ」

　次々と繰り出されるカチヤの『見えない鉄槌』をかわしながらエイベルは笑った。

　如何に強力な武器を持とうが、カチヤの殺意と予備動作はあまりに露ろ骨こつで、エイベルにしてみれば簡単に避けられる。何ど処こを狙っていつ繰り出されるのか分かっている攻撃など、加速したエイベルならば、いくらでも避け続けられる。

　最初はヒメナの力をカチヤが使える事に驚おどろきはしたし、更にヒメナの側に隠かくし玉があるのではないかと警けい戒かいもしたが、やはり実際に威力を使うのが単なる素人しろうとでは、達人であるエイベルに勝てる筈も無い。

　そして──

「無駄だと言っているのだ」

　言いながらエイベルは半回転。

　突っ込んで来た魔術猟りよう兵へいの青年に向けて剣けんを──横よこ薙なぎの一いち撃げきを放つ。

　エイベルがカチヤの攻こう撃げきを避よけるのに精せい一いつ杯ぱいで、他への警戒がおろそかになっている、とでも思ったのだろう。背後から襲い掛かるのは悪くない手だが、エイベルの研とぎ澄すまされた五感は常に全方位を警戒していて、一定の間合いに入った者を確実に捉とらえる。

（とりあえずお前はもういい。死んでおけ、賤せん民みん）

　エイベルの剣が魔術猟兵の胴どう体たいを輪切りにする──かと思えたが。

「──!?」

　避けた。

　一歩横に踏ふみ出しながら、剣先が描えがく曲線のわずかに外側へと移動。極きわめて際きわどいぎりぎりの見切りである。

（こいつ!?）

　加速しているエイベルの技を避ける。それはつまり──

「…………」

　血走った眼まなこでエイベルを睨にらんでくる魔術猟兵。

　恐らく──この男もまた、エイベルと同じ脳内麻薬による筋力増強と反射速度の加速を行っているのだ。無論、エイベルが長い長い修練の果てに身につけたものとは異なり、魔術猟兵は多分、魔術で生成した仮想物質を自分に投とう与よしているだけであろうが。

（舐なめるな、我が奥おう義ぎ。文字通りの付け焼き刃ば、本物の武術の前には全くの無意味だと教えてやろう！）

　エイベルは加速状態を維い持じしたまま技を放った。

　改めて左手を柄えに添そえ、地より、床ゆかより、跳はね上がるかの様な──一いつ閃せん。

　わずかに斜めに傾かたむけて放たれるその両手持ちの一撃は、たとえ相手が左右に逃にげても、左手で剣閃の軌き道どうを調整しながらこれを追う事が出来る。

　股こ間かんから左ひだり肩かたへと真っ二つに切り裂さかれる魔術猟兵を想像して笑うエイベル。

　だが──

「──え」

　軽い──違い和わ感。

　衝しよう撃げきとも呼べない何かが左右の手に伝わってくる。同時に数えきれぬ程に振ふり続けて最早、身体の一部と化していた愛剣の感覚が、ずれた。

　驚きと違和感でエイベルの集中が途と切ぎれる。

　それでも加速の余よ韻いんが残る彼の意識は──彼の眼めは、違和感の正体を視し認にんした。

　半ばで折れて、いや、切り裂かれて、空中で回転する、彼の剣。

（……王権器レガリアっ!?）

　魔術猟兵が手にしていた半はん透とう明めいのそれに気付かなかったのが、最大の失敗。

　加速状態、強化状態であるが故──押し寄せる眼から耳から得るべき諸もろ々もろの事。エイベルの脳はこれを捌さばききれず、半透明の凶きよう器きを、認識せずに見み逃のがしていた。
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「あ、ああ、あああ!?」

　いきなり重量の半減した愛剣の感覚に、混乱するエイベル。

　それでも翻ひるがえった王権器レガリアの刃はから身をかわせたのは、やはり血を吐はきながら身につけてきた武術の成果だろう。エイベルの意識が混乱していようと、肉体は自動的に迫せまる脅きよう威いから身を避ける。これもまた技だ。

　ただ……自動的であるが故ゆえに、そこに、状じよう況きよう判断は介在しない。

　エイベルは踏み出した先の床が崩くずれるのを感じた。

（ヒメナッ……!?）

　先にヒメナが、カチヤが、何度も放っていた『見えない鉄てつ槌つい』の痕こん跡せき。床に穴を開ける程のものではなかったが、無数の亀き裂れつが走った床は、既すでに盤ばん石じやくのものではなく、咄とつ嗟さに踏み出していたエイベルの長ちよう靴かの爪つま先さきを、亀裂と破は片へんがくわえ込んでいた。

　まさかこれを意図して何度も攻撃を放っていた訳ではなかろう。

　だが──

（魔術猟兵ッ……！）

　こちらは、あるいはこれを狙って突とつ撃げきしてきたのか。

　脚あしをとられて姿勢を崩しながらもエイベルは半分になった剣を構える。

　未まだだ。未だ短剣程度の長さに『減った』だけだ。この程度で追い詰つめられたりはしない、王権器レガリアの攻撃も、受け止めず、体捌きでかわせば──

　魔術猟兵の王権器レガリアが横から斬きり込んでくる。エイベルは身を沈しずめてこれをかわし──

「──！」

　そして見た。

　床をこする様な低い位置から、横薙ぎに──今までただ縦に振り下ろすだけだった『見えない鉄槌』が、半透明の凶器が迫ってくるのを。

　周囲の風景を微び妙みように歪ゆがめながら迫る一撃。

　足首を亀裂と破片にくわえ込まれた上、身を沈めきって前後左右にかわす事すら出来ないエイベルに、それは、激げき突とつする。

　脳内麻薬の余韻で、痛みは無く、時間感覚も間延びしていて。

（ぎ……え…………？）

　鼻の骨が砕くだけ、眼球が破は裂れつし、頰ほおの骨が砕けて頭ず蓋がいの内側に向いた破片が脳に突き刺ささり、柔やわらかな脳が、波打つ様に衝撃で歪んでひしゃげていくその感覚を…………エイベルは、これ以上無いという位に細かく執しつ拗ように突きつけられながら、自分が不可逆的に、決定的に、壊れていくのを理解した。




　　　　●




　実の所……イオリはカチヤ達の言う『聖せい霊れい』は概がい念ねん的なものだと思っていた。

　多くの宗教における『神』と同様に、それは超ちよう越えつ的な何か、抽ちゆう象しよう的な何かを、理解し崇すう敬けいし易やすい様にと擬ぎ人じん化したものなのだと。

　それがまさか本当に実体を持った存在なのだとは思ってもみなかった。

　ましてや──

「改めて名乗ろう。我が名はヒメナ・ビジャルレアル」

　それが少女の姿をしていて、なおかつ『東とう方ほう七なな博はく士し』の一人と同じ名を名乗ってくるなどとは、想像の外だった。

「この地の者達には聖霊と崇あがめ奉たてまつられているが、何の事は無い……ただの、身の程ほど知らずの阿あ呆ほうじゃよ」

　祭さい壇だんに束そく縛ばくされたままの少女は緩ゆるい笑えみを浮うかべながら言った。

　イオリ達がエイベルを斃たおした……後。

　カチヤの部族の女達がエイベルの死体を片付けて──恨うらみ骨こつ髄ずいに達たつする怨おん敵てきという事で、弔とむらう様な真似まねはせず、そのまま海に投げ込んだだけらしいが──改めてイオリ達は、この塔とうの最上階に『括くくられている』という聖霊と対面し話をする事になった。

　エイベルの言葉が正しいのなら、イオリ達が現世に帰るには、彼女に空間回かい廊ろうを開いて聖約宮テスタメントの機能の一部を使って貰もらわねばならない。

　だがそもそも……この少女は何者なのか。

　見た目通りの存在でないのは分かっているが、かつて聖約宮テスタメントを作ったとされる大賢けん者じや、古いにしえの魔ま法ほう使つかい、古代魔法文明の秘ひ儀ぎ承しよう継けい者しや──『東方七博士』の一人と同じ名を持つ事は、果たして偶ぐう然ぜんか否いなか。

　自分達が知らぬ何かが、そもそも聖約宮テスタメントには在るのではないか。

　知らぬまま現世に帰き還かんすれば……それこそタビタがヒメナの様な『聖約宮テスタメントの端たん末まつにされてしまう』かもしれない様な、重大な秘密が。

　そう考えたからこそ、イオリは改めてヒメナとの対話を望んだのである。

　そしてこれはどうやらヒメナの方にも都合が良い事であった様だ。彼女は笑顔でこれを了りよう承しようし──現在に至る。

　今、塔の最上階にはイオリと、そして手当て済みのタビタ、ユーフェミア、そしてカチヤの四人がヒメナを囲む様にして座っている。〈波際の踊手〉の女達は万が一の可能性に備えて塔の周りを守ってくれていた。元々カチヤ以外は全く現世の言葉が分からない以上、女達が同席してもあまり意味は無いからだ。

「口く伝でんだが『東方七博士』の一人にビジャルレアル、という名前を聞いた事がある」

　イオリはヒメナの──自分と同じ黒い瞳ひとみを覗のぞき込みながら言った。

「まさか、あんたはそのビジャルレアルの子孫か何かか？」

「惜おしいな。違ちがう。事はもっと単純じゃよ」

　とヒメナは首を振った。

「儂わしが東方七博士の一人、ビジャルレアル本人じゃ」

「いや、ちょっと待ってくれ。千年以上前の話だぞ？」

「そうじゃな。時の流れの違う棄界ゲヘナでは、およそ十万年前の話じゃが」

「…………」

　数字の桁けたが違いすぎてイオリは言葉に詰まった。

　視界の端はしではユーフェミアが眉まゆを顰ひそめて瞬まばたきを繰くり返している。ヒメナの話を疑っているというより、訳が分からず混乱しているのだろう。タビタはというと無表情のまま、カチヤも同じだ。多分、よく分かっていないのだろうが。

「儂を含ふくむ秘儀承継者……いわゆる魔法使い、七人の古代魔法文明の末まつ裔えい、我等は安住の地を捜さがしておった。我等の文明が存在した証を遺のこしたい、ただその一心でな。そんな我等を受け入れたのが、ジンデル王国初代、ジンデル一世だった訳じゃが」

　ヒメナは中空に焦しよう点てんの無い視線を注ぎながら言った。

「我等は我等を受け入れてくれた礼にと、ジンデル一世の望みを叶かなえる魔法機関を造り上げた。我等にしても承しよう継けいした技術を実際に使いたいという欲よつ求きゆうがあったからのう。

　未み来らい永えい劫ごう、ジンデル王国を──ジンデル一世とその子孫を守護するための、魔法機関。それが聖約宮テスタメントじゃ。それは時間と空間に……主に空間に干かん渉しようし制せい御ぎよする。効果範はん囲い内の『世界』を自由自在に操あやつれる。天候も、気温も、湿しつ度ども、自由にな。外敵が来れば決して終わらぬ円えん環かんの道に閉じ込める事も出来るし、洪こう水ずいで大量の水が押し寄せてきても、それを国土に入れず、別の場所に流してしまえる、あるいは別の場所に溜ため込むといった治水的な使い方をする事も可能じゃ」

「……それは……」

　確かにそういった聖約宮テスタメントの機能はイオリも聞き及およんでいたが。

「勿もち論ろん、魔法機関である以上、それは術と異なり、人に属さぬ単なる道具──敵に奪うばわれてしまえばおしまいじゃ。じゃから敵に奪われぬよう、ジンデル一世の血族にしか扱あつかえない様に我々は聖約宮テスタメントを造り上げた。それがジンデル一世の望みでもあった訳じゃからな」

　そこでヒメナは短く溜ため息いきをついた。

「じゃが、完成の暁あかつきに、ジンデル一世は我等を裏切りおった」

「……え？」

「我等が生きていては、同じものをまた作られる可能性がある。我等がもし敵国に招しよう聘へいされれば、聖約宮テスタメントの護りを突とつ破ぱする方法を思いつくやもしれぬ。それ故ゆえ、ジンデル王国の守護を絶対のものにする為ために、彼奴きやつは我等東方七博士を、暗殺しようとした」

「…………」

「彼奴が我等を暗殺した理由はもう一つある。聖約宮テスタメントは我等が作ったものじゃが、我等とてこの規模の魔法機関を造り上げたのは初めてじゃった。じゃから、予期せぬ幾いくつかの不都合が生じておった」

「不都合？」

「まあ改めて考えれば当然じゃがな」

　とわずかに身じろぎするヒメナ。あるいはそれは肩かたを竦すくめたのかもしれない。

「例えばな。飯を食えば糞くそが出るじゃろう？　水を飲めば小便が出るわいな？」

「え？　あ、ああ」

　唐とう突とつに生なま臭ぐさい話を聞かされて戸と惑まどうイオリ。

　それはかつて彼自身がノースリヴァ兄妹きようだいとかわした会話と同じだ。

「火を焚たけば炭が出来る。当たり前じゃが、何かを実現する為には代だい償しようというものが要いる。時間を空間を操るなどという事をすれば、当然、本来の時間と空間が歪んで、歪んで、破は綻たんしてしまう可能性が出てくる」

「…………」

　タビタとユーフェミアは眼めを瞬かせて顔を見合わせている。

　全く何を言っているのか分からないのだろう。正直、イオリも戸惑い気味だが──魔術を扱う彼には、ヒメナの言葉の意味が何となくだが分かっていた。

　魔術を使えば仮想物質を生み出す事が出来るが、無から有を生み出す以上、何らかの不均きん衡こうがそこに生じる。結果として、魔術を解除して仮想物質を消した場合、しばしば、周囲の気温の低下や、気圧の低下、といった現象が生じる。普ふ段だんはその影えい響きようは広こう範はん囲いに散っているので、いきなり息苦しくなったり、寒くなったりする訳ではなく、イオリ達もあまり意識しないが──

「さて。その破綻を防ぐ為にはどうすればよい？」

「それは、その歪みを一いつ旦たん吸収して散らす為の緩かん衝しよう材ざいというか、何かそういう余よ裕ゆう、ゆとり、そういったものを何ど処こかにおいて──」

「そう。その歪みを一時的にせよ何にせよ『棄すてる』先が必要じゃわな」

　殊こと更さらに『棄てる』の一語に抑よく揚ようをつけてヒメナは言った。

　聖約宮テスタメントの機能。棄てる。歪みを──

「………………おい、まさか」

「聡さとい子は好きじゃぞ」

　とヒメナは笑う。

「思ったよりも歪みがでかく、蓄ちく積せきも早い──これはまずいと判断した儂等は、これを吸収する為の、つまりは歪みを『棄てる』為の空間を設定した。そしてこれを安定して機能させる為に、東方七博士の一人である儂が、この『棄てる』為の空間に一旦入り込んで、機能調整をする事になったのじゃが……ここで他の六人が殺されての。儂は儂で半暴走状態の聖約宮テスタメントの一部として取り込まれてしまい、安定させる為に死力を尽つくした結果が、このざまでな」

　と言ってヒメナは祭壇に各所で融ゆう合ごうしている自分の身体からだを示した。

「まあ、いわば儂は『棄てる』為の空間を維い持じする為の、生いけ贄にえ──というか人ひと柱ばしらにされてしまったという訳じゃ。まあ、そんな無茶苦茶な代しろ物ものを作ったのも儂等である訳じゃから、自じ業ごう自得と言われれば、そこまでじゃが」

「待ってくれ、まさか、まさかその『棄てる為の空間』って」

「まさかもなにも、それがお主等が『棄界ゲヘナ』と呼んでおるこの世界じゃよ」

　あっさりとヒメナは言った。

「──!?」

　さすがにこれはユーフェミアもタビタも分かったらしい。カチヤは不思議そうに首を傾かしげたままだが。こちらで生まれ育ち世界といえばこちら側しか知らぬ彼女には『棄界ゲヘナ』という言葉そのものが分からないのだろう。

「結果……非常に不安定ながらも、この世界はジンデル王国を繁はん栄えいさせる為のゴミ捨て場、ジンデル王国という巨きよ獣じゆうが生きていく為の糞ふん壺つぼとして、千年、いや十万年の長きにわたって機能してきた訳じゃわな」

「…………」

　国家という生き物、繁栄という生き物、その排はい泄せつ物ぶつを放ほうり込むための──塵ちり箱。

　生きている限りは何かを他から奪い、貪むさぼり、そして糞を出す。

　それが道理。それが当然。しかし……

「儂と一いつ緒しよにたまたまこの空間に取り込まれたジンデル王国の一部、その動植物が、十万年の歳月で変化に変化を重ねて今この世界が出来上がっておる。酸素の濃のう度どや日光の成分、その他諸もろ々もろ、幾つかの要因でかなり特とく殊しゆな形態や能力を備えるに至っておるが、元はお前達のいう現世にいた生物じゃよ。まあそれはさておき」

　ヒメナはふとタビタとカチヤの方に眼めを向ける。

「儂の側からは現世の出来事はあまり窺うかがい知る事も出来なんだが……ジンデル王国がこの世界を、犯罪者の流る刑けい地ちとして使い始めたのは、おおよそこちらでは九万二千年ばかり経過した頃ころじゃったか。時間の流れも、空間としての規模も概おおむね安定して、環かん境きようも安定し、人類もようやく文明を興おこし始めた頃……ジンデル王国からこちら側に犯罪者達が送り込まれてくる様になった」

「ジンデル王国で死刑廃はい止しと同時に、棄界ゲヘナ送りが刑けい罰ばつとして定められたのは六百年ほど前だって聞いたが……」

「まあそれくらいのズレは生じておるんじゃろうな。詳くわしくは儂にも分からんが」

　あっさりとした口調でヒメナは言った。

「ともあれ。儂はずっとこの世界を見てきたよ。十万年の永きにわたってな、摂せつ理りの一部に取り込まれたが故に、死ぬ事も出来ずに」

　ヒメナの声にしみじみとしたものが混じる。

「勿論、殆ほとんどの時間は夢を見ているかの様に曖あい昧まいじゃったが、それでも覚えておるよ。色々と。この地の者達が如い何かに苦労しながら生きてきたかを。過か酷こくな、過酷すぎる程ほどに過酷なこの世界で、生き延びる為に、如何に彼等が犠ぎ牲せいを払はらってきたか」

「でもそれは……全すべてジンデル王国の……？」

　思わず腰こしを浮うかしながらユーフェミアが言う。

「そうなるのう。ジンデル王国の繁栄を支える為の、言ってみれば生け贄、人柱、そういうものじゃよ。ジンデル王国側はともかく、こちらの者達はそんな事、知らんだろうがな。自分達が、いや、自分達の世界そのものが、ジンデル王国という生き物の糞を押しつけられ、尻しりを拭ふく為に生まれてきた、などとは。誰だれが付けた名前か知らぬが『棄界ゲヘナ』とは良く言うたものよ」

「……ば、馬ば鹿かな、そ、それでは」

　ユーフェミアが言葉に詰つまる。

　自分もかつてそうやって、繁栄の代価を自分では支し払はらわず、棄界ゲヘナに押しつけていた者達の一人だったのだという事を、彼女もまた理解出来ているのだろう。

　知らなかった事だ。そう。知らなかった。

　だが──今、知ってしまった。もう知らなかった頃には戻もどれない。

「…………概ね、話は分かったが」

　イオリは一つ深呼吸をして言った。

「あんたがそれを……俺達に話した理由は？　昔話をしたかった訳でもないだろう？」

「勿論、違ちがう」

　とヒメナは頷うなずく。

　彼女は長い溜息をついて──それからタビタ、カチヤを慈いつくしむ様な眼で見て言った。

「儂はもう、こんな歪いびつな事、終わりにしたいんじゃよ。それと、儂の仲間を殺したジンデル一世への復ふく讐しゆうじゃ」

「復讐って……でもジンデル一世はもう」

「奴やつは死んでも奴の望んだ夢は生きておるじゃろ？」

　ユーフェミアに笑いかけながらヒメナは言った。

「己おのれの王国が未み来らい永えい劫ごう、何の代償も払わぬまま繁栄する事」

「それは……しかし、では、ビジャルレアル──様、貴女あなたは、具体的に何を？」

「聖約宮テスタメントの破は壊かい」

　ユーフェミアの問いに、ヒメナはそう端たん的てきに告げてきた。

「破壊!?　ですが、そんな事をすれば……」

　とユーフェミアはイオリの方に眼を向けてくる。

　彼女も想像がついているのだろう。だからイオリに問い質ただしているのだ。

　聖約宮テスタメントが破壊されれば、この棄界ゲヘナも消え去るのではないか……？　と。

「その場合、棄界ゲヘナは──この世界はどうなる？　消えて無くなってしまうんじゃないのか？」

「いや。そこが復讐の復讐たる所以ゆえんさ」

　とヒメナは仄ほの暗ぐらいものを笑えみに混ぜて答えてきた。

「既すでに永い歳月、『ゴミ棄て場』として機能してきた結果、この世界は安定しておるよ。言ったじゃろう、安定に何万年も掛かかったと。聖約宮テスタメントが破壊された程度で消え去ったりはせんよ。既にゴミでぱんぱんに膨ふくれあがったゴミ袋ぶくろさ。ゴミを投げ込むのを止めたところで消えもしなければ萎しぼんだりもせん。ただ、そのゴミ袋の中身を、元々の家の中に投げ込む事は出来るじゃろうな」

「…………！」

「儂わしは既に摂理としてこの祭さい壇だんに括くくられている身じゃから、儂の意思で魔ま法ほうを使う訳にはいかん。魔法とは人間の意思の力で駆く動どうするものであり、儂は既に人間ではなく、魔法機関の一部に過ぎんからの。先のヨーク坊ぼうやらに良いようにされておったのも、そのせいじゃ。儂は空間を操り、この世界と現世を繫つなぐ魔法を──聖約宮テスタメントの機能の一部を司つかさどる事は出来るが、その発動には人間の命令が必要じゃ。祭さい壇だん越ごしに命令されれば儂は従わざるを得ない」

　言ってヒメナは眼を伏ふせる。

「じゃからこれは取引でもなければ、命令でもない。単なる婆ばばのお願いじゃよ。儂に復讐をさせてくれ。そしてこの世界を、ジンデル王国のゴミ捨て場という立場から、解放してくれ。お主達の指輪と、命令があれば、指輪の数だけ人を送れる──などとけち臭くさい事は言わぬ、儂はこの世界とジンデル王国を、『繫ぎっぱなし』にする事が出来る。その上で聖約宮テスタメントを破壊してくれれば、もう儂が何もせずとも、この世界はジンデル王国にくっついて、境界線から溶とけ合い始めるじゃろうな。ジンデル王国は大混乱、後はどうなるか……まあそこまでは儂の知った事じゃあない」

「……指輪、要らなかったな」

　イオリは苦く笑しようする。

　だが──

「少し考えさせて貰もらっていいか？」

「勿もち論ろん。十万年待ったんじゃからな。一晩だろうが一年だろうが待てるわいな。じっくり考えれば良い。ジンデル王国から来たお主らにとっては、自分達の故郷を滅ほろぼすのに手を貸せ……という話じゃしのぅ？」

　そう言ってヒメナは淡あわい笑顔を見せた。




　　　　●




　イオリ達は塔とうの階下で夜を明かす事となった。

〈波際の踊手〉の女達は男衆の仇かたきを討うった、という事を報告しに、ヒメナの開いた空間回かい廊ろうを使って集落へと戻っていったが……何な故ぜかカチヤはイオリ達と共に『聖なる島』に残った。彼女が何を考えているのかは今ひとつイオリにもよく分からないが、ヒメナの話は概ねタビタが通訳をしてくれている様だった。魔法機関絡がらみの部分は、きちんと理解出来ているかは甚はなはだ──タビタにしてからが怪あやしかったが。

「……どうしたもんだかな」

　白い壁かべに背中を預けてイオリは呟つぶやいた。

　既に夜となっており、塔の内外は概ね闇やみに閉ざされている。ただあちこちに開いた窓からは月明かりや星明かりが入ってくる為ためか、慣れれば自分の周り位は何とか見る事が出来た。魔術を使えば火を点ともす事も出来たが、枯かれ葉はや薪まきを集めてくるのがどうにも面めん倒どう臭くさかったのだ。

　昼間の戦せん闘とうで疲つかれたのか、タビタやカチヤは勿論、ユーフェミアも近くで壁に背中を預けた状態で眠ねむっている。

「今いま更さら……この世界の真実、なんてものを聞かされてもな」

　正直、ジンデル王国に帰き還かんする直前の──この土ど壇たん場ばに来て、あんな話を聞かされるとは思ってもみなかった。

　どうにも気分が優すぐれない、というか、気が滅め入いる。

　勿論、ヒメナがまるっきりの出で鱈たら目めをイオリ達に語っている、という可能性も無いではない。だが、前後の状じよう況きようを考えるとまずあり得ないだろう。絵空事でイオリ達を騙だましてもヒメナが得られるものは何も無い。

「……イオリ？」

　ふと──タビタが声を掛けてくる。

　どうやら呟きで起こしてしまったらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「それは俺の台詞せりふだ。脇わき腹ばらの傷はどうだ？」

　エイベルを斃たおした後で獣身化を解かせ、イオリ自ら止血処理をしたが、感染症しようの可能性もあるので、油断は出来ない。

　流血で幾いくらか体力も失われているからか……タビタは普ふ段だんよりイオリに甘えてくる、というか──身をすり寄せてくる。

「大丈夫。血、出てない」

「無理はするなよ。あんまり動くとまた血が出るぞ」

　そう言ってイオリは掌てのひらでタビタの頭を撫なでる。

　タビタはしばらく、イオリの肩かたに頭をのせて撫でられるに任せていたが──

「イオリ。天界……戻らない？」

　ふと思いついたかの様にタビタはそんな事を訊きいてきた。

「まあ……そういう選せん択たく肢しもある訳だけどな」

　正直、ジンデル王国がどうなろうともう、知った事ではない。

　元々難民であるイオリにとってあの国は故郷でも何でもないのだ。内向きに閉じて、他者から搾さく取しゆして繁はん栄えいを貪むさぼり続ける──何かだ。聖約宮テスタメントを制せい御ぎよ出来なければ、そのうち何らかの不都合が出てくるだろうが、それこそ自じ業ごう自得だろう。

　ただ──

「だがそれじゃ、タビタの望みは叶かなえてやれないんだよな……」

「イオリ。タビタは……イオリの世界、行ってみたかった」

　薄うす闇やみの中で何度も瞬まばたきを繰くり返しながらタビタは言った。

「母様の母様の母様の……遠い遠い母様の国、行ってみたかった」

　タビタの母親が、ジンデル王国から棄界ゲヘナ送りにされた王族の何代目なのかはイオリも知らないが、恐おそらく代々──『故郷』への想い、望郷の念は、受け継つがれてきたのだろう。

　帰りたい。戻りたい。

　そう痛切に願いながらこの地で死んでいった者達。

　彼等の想いが悪いとも間違っているともイオリは想わないが、それがタビタの背中にのしかかっている事については──恨うらめしく想おもわないでもない。

　ジンデル王国は楽園でもなければ理想郷でもない。

　他者からの一方的な搾取でのみ成り立つ──屍しかばねの上に築かれた楼ろう閣かくだ。

　聖約宮テスタメントと棄界ゲヘナの事だけではない。

　難民が次から次へとやってくるのを良い事に、正規臣民への昇しよう格かくを餌えさとして、彼等を便利で安価で元手の掛からぬ労働力として使い潰つぶしてきた。

　彼の国は一見、平和で美しい国に見えるかもしれない。過か酷こくな棄界ゲヘナに暮らしていれば尚なお更さらに。だがそこは……本当にタビタが行きたがった天界だろうか。

　まして──

「ヒメナを見ただろう。タビタ、お前もジンデル王国に行ったらあんな風にされる恐れがあるんだ。国を守る為に、お前が……お前の血が必要なんだ。だがジンデル王国はエイベル・ヨークみたいな連中が数多くいる。お前を鎖くさりに繫いで、利用するだけ利用する事になるかもしれない。あるいは──」

　一いつ瞬しゆん、イオリは躊ちゆう躇ちよしたが、ここで誤ご魔ま化かしても仕方が無い。

「お前は鎖に繫がれたまま、比ひ較かく的、王族に近いとされる貴族の子供を産む事を強しいられる可能性も……」

　まるで家か畜ちくの繁はん殖しよくの様に。タビタの意志など誰だれも尊重しないまま──

「タビタ、産むのはイオリの子」

　一瞬の躊躇も無くタビタはそう言った。

「……そうだったな」

　よく考えろとは言ったものの、結局タビタの意志は変わっていないらしい。

（では、どうする……？）

　ヒメナの願いを聞き入れて、この棄界ゲヘナと現世を直結するのか。

　聖約宮テスタメントを破壊して、ジンデル王国とこの棄界ゲヘナが文字通りの『地続き』になるようにする。

　そうすれば、タビタはジンデル王国の繁栄と国体維い持じの為に繫がれる様な事はなくなるだろう。だがジンデル王国側がそう易やす々やすと聖約宮テスタメントを破壊させてくれるとも思えない。それこそ騎き士し団を、軍を、全すべて動員してでも必死で守ろうとするだろう。

　そうなればもう『戦争』だ。イオリとタビタと、後はユーフェミアと……たった三人でどうにか出来るとも思えない。

　それなら単に『帰らない』という選せん択たくをする方が簡単だ。

　タビタを守るという意味ならば。

　このままこの島に住んでも良いだろうし、〈波際の踊手〉を頼たよる手も在る。諸もろ々もろの利便性を考えてアータートンの街に戻もどってケネス達を頼るのも良いだろう。

　ただ──

「タビタ、イオリの傍そばに居る」

　タビタがじっとイオリの瞳ひとみを覗のぞき込みながら言った。

「イオリのいく所、タビタのいく所」

「…………」

「イオリ、天界戻りたくない、ならタビタ、天界行かない」

「そうか……」

　では、やはりこの地で生きていくのか。

　だが──

（ジンデル王国がそのまま放置してくれるか？）

　新たな人間が王族捜さがしに送り込まれてくるかもしれない。

　あるいは聖約宮テスタメントが使えないまま、他国に侵しん略りやくされて──今度はその他国が聖約宮テスタメントを手に入れようとやはり王族捜しに人員を送り込んでくるかもしれない。そうなればもう秘ひ密みつ裏りに事を運ぶ必要は無い。大々的に軍隊が送り込まれてくるかもしれない。

　そして棄界ゲヘナは蹂じゆう躙りんされる。間違いなく。

（……結局、逃にげて見なかったふりは出来ない、という事か）

　しばし黙だまってイオリが考えていると──いつの間にか眠ってしまったらしく、タビタの寝ね息いきが聞こえてきた。

「本当に、寝付きいいよな、お前は」

　と苦笑するイオリ。

　そして──

「イオリ」

　入れ替かわりにかけられたのは、ユーフェミアの声だった。

「……起きてたのか」

「盗ぬすみ聞きをする積もりは無かったのだが」

　などと律りち儀ぎにそんな言い訳をしながら、タビタとは反対側にユーフェミアが寄ってくる気配が在った。

「イオリはタビタの望みを叶えてやりたいと言っていたが。タビタはイオリの、そして自分の祖先の居た世界を見たいのであって、ジンデル王国に行って女王になりたい訳でもなければ、あの国で裕ゆう福ふくに暮らしたい訳でもないのではないか？　ならば無理にジンデル王国に戻る必要は無いという考え方も……」

「それでいいのか、ジンデル王国の騎士？」

　と苦く笑しようして問うイオリだったが。

「私はもうジンデル王国の騎士ではない」

　意外にもはっきりとユーフェミアはそう言ってきた。

「元より騎士資格は剝はく奪だつされているが、それ以上に、私にその積もりが無い」

「それはまたどうしてだ？」

「私の忠義を捧ささげるべきもっと具体的な相手を見つけたからだ」

「…………」

　イオリは言葉に詰つまった。

　ユーフェミアの言うその相手が誰なのか、さすがに察しがつかない程ほどにイオリも馬ば鹿かでもなければ朴ぼく念ねん仁じんでもない。

「騎士のお前が、忠義を捧げるに値する身分なのか、そいつは？」

「身分とは？　王国の定めた階級の事か？　ならば王国の騎士を辞やめたという時点で私には関係が無いな。そも、歴史を少しでも紐ひも解とけば分かるが、王も皇こう帝ていもその始祖はと言えば大たい抵ていが山さん賊ぞくだの海賊だのの頭だったに過ぎない」

　確かにジンデル一世にしてからが、そうだったという話はイオリもヴィンセント・ワディンガムから聞いた事がある。国の興おこりは大抵がそういうものだと。だからあるいは自分の部下の中からいつか何ど処こかの王が立つ事も有り得るのでは無いか──そんな冗じよう談だんをユーフェミアの父は言っていた。

　末まつ端たんとはいえ、貴族としては自由に過ぎる考え方だった。

　だがだからこそ彼は、そして彼の下で育った娘むすめも、王国の正規臣民だろうが、難民だろうが、区別せずに接する事が出来たとも言える。

「私はその者に忠義を捧げる。それは贖しよく罪ざいの意味もあるし、私の個人的な──その」

　ユーフェミアが身じろぎする気配。

「感情から来たものでもあるが、いずれにせよ、私にとって私の生きる場所はその者の隣となりだし、その者の望みを私は全力で叶えたい。それを以もつて私は私の、騎士としての、そして人間として、女としての、生を全まつとうしたいと考えている」

「……相変わらずの生き真ま面じ目め振ぶりだな……」

　苦笑しながらイオリは言った。

　だが──

「そうか。そうだな。本当に──そうだよ」

　ただ生きるというだけならば、それは容易たやすいのかもしれない。

　何も考えずに、ただ、他者を貪り、他者を食い散らかし、糞ふんをひり出して。

　まるで単なるケモノの様に。

　だが胸を張って『自分は生きたのだ』『だからお前達を糧かてとしたのだ』と糧となったモノに対して言えるだけの『生』を自ら描えがき出す事は恐ろしく難しい。

　しかしそれでも、誰かの、何かの、犠ぎ牲せいの上に成り立つのが命というものの定めであるならば、それを恥はじるのでも、見て見ぬ振ふりをするのでもなく、堂々と自分が他者から生かされているのだという事を認めた上で、文字通りに感謝を捧げるべきだろう。

　その事で命は繫つながっていく。その事で命は全うされる。

　何も無む駄だな事は無く──誰もがその罪と誇ほこりを持った上で。

　そうありたい。そうあるべきだ。イオリは痛切にそう想う。

「……イオリ」

　ユーフェミアがそっとイオリの腕うでに触ふれてくる。

「私は──」

「──イオリ」

　囁ささやく様なユーフェミアの声を、しかし上から塗ぬり潰すかの様に別の声が降ってきた。

「……カチヤ？」

　薄うす闇やみの中なので分かり難いが、カチヤがイオリ達の前に立っている様だった。イオリ達が座っているので、さすがにカチヤが小こ柄がらでも見上げる形になるのだが。

「イオリ、カチヤノ、オット」

　カチヤはそう言って──あろう事か、この〈波際の踊手〉の巫み女こは、座るイオリの膝ひざの上に、すとんと腰こしを下ろしてきた。

「カチヤ、カナエタ、イオリノ、ネガイ」

「え？　あ。ああ──それは」

　イオリを自分の夫という立場にする事で、司祭とし、ここまで連れてきた、という事を言っているのだろう。

「イオリ、ハタス、ツトメ」

「務めって──おい？」

「ツトメ」

　言ってイオリの膝の上に乗ったまま、胸にカチヤは背中をすりつけてくる。

　若い男衆が全ぜん滅めつしたカチヤの部族にとって、部族を維持する上で必要なのは、部族の娘達を娶めとって子を成す若い男──である訳だが。

「イオリ。ヤクソク。チギル」

　イオリの膝の上で、天を仰あおぐかの様にして上を見てくる彼女の瞳が──薄闇の中でも奇き妙みように輝かがやいて見える。

「いや、だから……って今か!?」

「チギル」

　とカチヤは無表情に言ってくる。チギルとは夫ふう婦ふの契ちぎりの意味か。あるいはわざわざ他の娘達と異なりカチヤだけが此こ処こに残ったのはそれを考えての事なのかもしれない。

　とはいえ──

「イオリ──」

「イオリ……？」

　左ひだり腕うでに触れているユーフェミアが何やら呆あきれている様で。

　右腕にしがみついているタビタまで何やら起きてしまった様で。

　百歩譲ゆずって、たとえイオリにその気があったとしても、彼女等が左右にいる状態で──いかに薄うす暗ぐらくて見えにくいとはいえ、カチヤを抱だく訳にもいかず。

「まあ、その、疲つかれてるんだよ。また、今度な」

　さすがにタビタにしたようにカチヤを説得するだけの気力は──今のイオリには無いし、辛かろうじて現世の言葉を理解出来る程度のカチヤが、人間の情だの倫りん理りだのの、複雑な話を理解出来るとも思えない。

「……イオリ？」

　珍めずらしく表情を見せて──何やら不満げに眉まゆをひそめてイオリを見上げてくるカチヤ。

（そういえば一夫多妻って、戦争で男衆が減った時に、未亡人を生き残りに養わせる為ために確立した制度だって話を、昔、誰だれかから聞いたような……）

　戦争と呼べる規模ではないし、カチヤも別に未亡人という訳ではないのだが……これはまさしく、一夫多妻を受け入れるよう求められている状じよう況きようとも言える訳で。

（自分一人の生き方すら、中々納なつ得とく出来ずに四苦八苦している様な俺に、妻だの、それも二人だの三人だのと……他人の人生に責任なんか持てるのか？）

　カチヤは後々説得するとしても、タビタはどうも本気でイオリの子を産む積もりだ。

　それは、どうも天界を見る事よりも優先順位が高い様だが──もしイオリがそれを受け入れるなら、つまり、タビタや、タビタが産む積もりであろうイオリの子、そういった者達の人生にイオリの人生が繫がっていくという事だ。

　それはかつて、イオリが今現在、生きて在る為に犠牲になった者達の命をも、その先に繫いでいくという事に他ならず──

「…………そうか」

　イオリは苦笑して言った。

「難しく考える事は……無かったな」




　　　　●




　翌日──イオリはヒメナに対して自分の結論を告げた。

「ジンデル王国には帰る。帰るが、その為に少々準備期間が欲ほしい」

「準備期間？」

　祭さい壇だんに括くくられた古いにしえの魔ま法ほう使つかいは首を傾かしげた。

「何をどう準備する積もりじゃ？」

「そもそも……ジンデル王国の繁はん栄えいはこの棄界ゲヘナに不都合や不合理を押しつけて得られたものだ。俺はこの構造を正直、許し難がたい」

「なるほど？　ではどうする？」

　ヒメナは、怒おこらず、嘲あざけりもせず、むしろ出来の良い子を眺ながめるかの様に、何処か愉たのしげにイオリを──そして彼の左右に立つ娘達にその黒い瞳ひとみを向ける。

「あんたの言う様に聖約宮テスタメントを破は壊かいするとしても、そう簡単にはいかないだろ。そもそも俺は未まだ聖約宮テスタメントの現物を見てもいない。恐おそらく近この衛え騎き士し団が守ってるし、俺みたいな一いつ介かいの兵士が近づけるとも思えない」

　勿もち論ろん、タビタは当然の様に聖約宮テスタメントの所に連れて行かれるだろうが、その前にイオリと彼女は引き離はなされてしまう可能性が高い。

「そもそも俺はジンデル王国に別に未練は無い。俺が王族捜さがしをしていたのは、最初は惰だ性せいで、その後は──タビタが天界を、現世を、ジンデル王国を見たいと望んだからだ。だが全てを知って振り返れば、今のジンデル王国は周辺諸国が言う様な楽園でも理想郷でもないし、タビタを連れて行っても失望させるだけの、つまらない国だ」

「…………」

　タビタがイオリの隣でぱたりと、肯こう定ていするかの様に尻尾しつぽを振る。

「そんな所にタビタを連れて行っても仕方ない。それどころかタビタはジンデル王国の人ひと柱ばしらとして聖約宮テスタメントに繫がれて、挙げ句に望まぬ誰かの子を産まされるだろう。俺はタビタをそんな目に遭あわせたくは無い。だから──」

　イオリは静かに笑って──言った。

「俺はジンデル王国を、現世を、タビタを失望させない国に──する」

「……ほう」

「その一いつ環かんとして聖約宮テスタメントも破壊する事になるだろう。それでどうだろう？」

「どうだろうと言われてもな。先にも言った通り、全すべては儂わしからのお願いであって、何ら強制力を持たん。じゃが、それを知った上でも儂に気を遣つかってそう言ってくれるのであれば、儂からは何の異論も無い」

　ヒメナは頷うなずいて──イオリ達を見回す。

「胸を張って生きるが良い。この世に正解は無く、間ま違ちがいも無い。ただ必死に駆かけ抜ぬけた過程としての『生』と、その最終結果としての『死』があるだけじゃ。ならば誰にでもなく、まず自分に恥じぬ『生』を紡つむぐが良い」

　永えい劫ごうにも等しい時を生きていた大賢けん者じやは、未だ少女のものに等しいその貌かおに、我が子を慈いつくしむ母の様な笑えみを浮うかべて、そう言った。








終章









　ジンデル王国。

　千年の楽園と呼ばれた国。

　それはヒューゴ・ソーンダイクにとって憎ぞう悪おの対象だった。

　当初、直接的に彼が憎にくんだのは何人かの貴族達だ。

　彼等はヒューゴの妻を弄もてあそんだ。当時、ようやく王国の重臣という立ち位置に手を掛かけたヒューゴを──彼の未来をいわば『人質』として、ヒューゴの妻に無理難題を強いた。美しく聡そう明めいな彼女を寄って集たかって慰なぐさみものにする事で──穢けがし、壊こわす事を娯ご楽らくとして愉たのしんだのだ。自分達の欲よく望ぼうのはけ口にするのみならず、複数の兵士達の相手をさせたり、時には獣けものと交わらせるような真似まねまでしたという。

　永い平和の為か、ジンデル王国の貴族達は、淫いん蕩とうで残ざん忍にんな遊びを好んだ。彼等は賭かけ事に他人の人生や生命を用いる事すら躊ちゆう躇ちよしなかった。

　貞てい淑しゆくで真ま面じ目めだった妻は、壊れた。

　壊れて、壊れ果てて、しかしヒューゴに詫わびる手紙を遺のこして自ら命を絶った。

　妻の死後、ヒューゴはあちらこちらに貴族達の卑ひ劣れつで非道な真似を訴うつたえた。公明正大な法の下で彼等の残忍な所行が裁かれるようにと。

　だが難民から成り上がったばかりの官かん吏りに過ぎなかったヒューゴの訴えは黙もく殺さつされ、むしろ妻を『献けん上じようした』功績で彼は昇しよう進しんした。拒こばんでも昇進させられた。ヒューゴはいつの間にか愛妻を貴族達に差し出して出世した卑劣な男にされてしまっていた。ヒューゴが真実を訴えても誰も耳を貸そうとはしなかった。彼の地位が、彼の訴えから真実味を奪うばってしまったのだ。

　そうやって頭を抱かかえるヒューゴの姿すらも、貴族達の娯楽になった。

　駄だ目めだ。何もかも駄目だ。疲れ果てたヒューゴはそう想おもう様になった。

　この国は腐くさっている。

　だが巨きよ大だいに過ぎてヒューゴ個人ではどうにもならない。誰か一人を刺さし殺したとしてもどうなるものでもない。

　復ふく讐しゆうするなら用意周しゆう到とうにすべきだ。機を待ち、自分が確実に復讐を実行できる地位を手に入れるまで、『染まった』振ふりをしておこう。ヒューゴはそう決めた。

　そうして二十年以上、ヒューゴは雌し伏ふくし続けた。

　力を付け、実績を積み、人脈を築き、王国の機密事じ項こうにまで触ふれられる立場を手に入れた。そしてそんな時、王族の血脈の途と絶ぜつという事件が起こった。

　好機。ヒューゴはそう考えた。

　このまま聖約宮テスタメントが制せい御ぎよ出来なければ、ジンデル王国は遠からず滅ほろぶ。ならば棄界ゲヘナでの王族の末まつ裔えい捜さがしを失敗させてしまえば良い。いや。失敗させるのも良いが、むしろ連れ戻もどされた王族の末裔を、外国に売るというのも手だ。そうすれば外国がジンデル王国を完かん膚ぷなきまでに蹂じゆう躙りんしてくれるだろう。

　それはつまりジンデル王国を丸ごと売り払はらうという事に他ならない。

　ジンデル王国千年の繁栄は、外国に貪むさぼり尽つくされて消える。

　それが最も早く確実な復讐方法だった。

　その為にヒューゴは王族を捜そう索さくするという十二人の罪人の中に、自分の手勢──『屍し肉にく使い』の暗殺魔術師、ウォーレンを潜もぐり込ませたのだ。

　だが──

　…………

「…………」

　報しらせを受けたヒューゴは、他の十数名の重臣達と共に、夜の刑けい場じように居た。

　円形の、闘とう技ぎ場じようの如ごとき広場とそれを囲む客席。

　ただし地面に描えがかれた魔術陣じん──いや魔法陣が、ここが闘技場でもなければ競技場でもなく、『奈な落らく堕おとし』の魔法を実行する刑場だという事を物語っている。此こ処こから罪人達は棄界ゲヘナに送り込まれる。そして二度と戻ってこない。そのように大多数の国民は知らされていただろう。

　だが千年の歴史の中で今夜初めて、棄界ゲヘナからの帰き還かん者が此処に姿を現す。

　何人が生き残り、王族を連れ帰るのかは分からない。

　聖約宮テスタメントの方に、『帰還の為の魔法が発動した』という反応があったというだけだ。

　勿論、罪人達が王族を見つけられないまま、帰ってくるという可能性もあったので、その場合には無能共を粛しゆく清せいすべく、槍やりや弩いしゆみで武装した刑けい吏り達が五十人ばかり、刑場の魔法陣を囲んでいる。他にも重臣達の子飼いの魔術師も数名刑場を見下ろす位置に立っており、罪人達が暴れた場合に対処する様になっていた。

　そして……

「──開くぞ」

　誰かが喘あえぐ様な声で言う。

　地面に描かれた魔法陣が淡あわい光を放ち──まるで鼓こ動どうするかの様にその光が明めい滅めつする。

　魔術ではない。魔法。千年の時を経ても稼か働どうし続ける聖約宮テスタメントの機能の一つ。

　やがて──

「おお……」

　どよめきが広がっていくのと同時に、魔法陣の上に黒い円柱が生じていた。

　まるで影かげか闇やみを押し固めて作られたかの様な、棺かん桶おけ程ほどの大きさの──黒い柱。

　そこから、まるで垂れ幕を押しのけるかの様に、ひどく気楽な仕草で人ひと影かげが一つ、滑すべり出てきた。

　黒くろ髪かみ黒こく瞳どうの青年。

　ヒューゴはその青年に見覚えが在った。十二人の罪人の一覧には眼めを通したし、『棄界ゲヘナ送り』の刑執しつ行こう前に、監かん獄ごくで鉄てつ格ごう子し越ごしにその容姿は確かく認にんしている。イオリ・ウィンウッド。魔術猟りよう兵へいだ。確か上官殺しで棄界ゲヘナ送りに処された人物である。

　そして──

「まずは大たい儀ぎであった──ええ、なんといったか？　ウィンウッド、そうウィンウッド」

　重臣の一人が、脇わきに侍はべっていた官吏に囁ささやかれ、尊大な口調でそう告げる。

「王族の末裔を見事に探し出したのであろうな？　よもや手ぶらで戻ってきたなどという事はあるまいな？」

　そんな言葉と共に、武装した刑吏達が一歩前に出て威い嚇かくする。

　だが──その青年、イオリ・ウィンウッドはいささかも怯ひるんだ様子も無く、一歩横に退くと、自分が姿を現した黒い円柱に向けて、何か招く様な仕草をして見せた。

「……なに!?」

　重臣達が驚おどろきの声を上げたのは、円柱から姿を現した──異い形ぎようの娘むすめを見たからだ。

　異形だ。異形としか言えまい。

　髪かみは蒼あおく、獣の様な濃こい毛が生えた尖とがり耳を備え、しかも腰こしにはやはり獣の様な尻尾を備えている。しかも背中には髪の毛に繫つながった、巨大な──剣けん。人間ではない。恐らく棄界ゲヘナの現住種族なのだろう。

「なんだ、ウィンウッド、何を連れてきたのだ、貴様!?」

「まさかそのケダモノ──棄界人ゲヘナントが、王族だとでも」

　重臣達の怒いかりと苛いら立だちをたっぷりと乗せた声がイオリと、そして棄界人ゲヘナントらしき少女に向けて降り注ぐ様を、ヒューゴは静かに眺ながめていた。

　よく分からない感情が自分の胸の奥から湧わいて出てくるのを感じる。

　これは──

「そのまさかだ。この少女があんたらの求めていた王族の末裔だよ」

　イオリがそう告げると、少女は──巨大な剣に手を掛けると、その中から半はん透とう明めいの長ちよう剣けんを引き抜いて見せた。

　王権器レガリア。聖約宮テスタメントを子細に操あやつる為ための──鍵かぎ。

　それは王族にしか発現させられない奇き跡せきの筈はずだった。

「ば、馬ば鹿かな馬鹿な、あんな異形を王に据すえられるものか!?」

「有り得ぬ、有り得ぬ、許されぬ、あのような──」

　重臣達が慌あわてた様に言葉を交かわしている。

　誰だれもがこんな『異形の』王族が帰ってくるなどとは考えもしていなかったのだろう。

　だが──

「いや、落ち着け、別にあの者を表に出す必要は無い」

「そうだ、そうだとも、王は別に傀かい儡らいを立てれば良いのだ。あの者は聖約宮テスタメントを操れればそれで──」

「いや、あの者には早々に誰か我等の親族血族の中から男を宛あてがい、子を産ませねば。『予備』は必要だ、我等は此こ度たびの一件でそれをいやという程に思い知った筈だ！」

　……等々。

　本人を前に重臣達は……ジンデル王国の大貴族達は、好き勝手な事を言い合っている。

　自分達の会話が相手にどう聞こえるのかなど、まるで考えていない。聞こえたところで、難民出の一兵士や棄界人ゲヘナントには何も出来ないとたかをくくっているのだろう。

　ただ……

「……やっぱりこうなるか」

　溜ため息いきをついてそう言ったのは、イオリ・ウィンウッドだった。

　彼は傍かたわらの棄界人ゲヘナントの少女の方に眼を向けると、こう言った。

「悪いな、タビタ。こんな所に連れてきてしまって。だがもう少しだけ待ってくれるか？　手を入れれば、まあ、多少はマシになるだろうからな」

「……ん」

　と頷うなずく少女。どうやらタビタというのが名前らしい──が。

「おい、貴様。何を言っている？」

　刑吏の一人がイオリの言葉を聞き咎とがめる。

　だが次の瞬しゆん間かん──

「ヒメナ。頼たのむ」

　イオリが呟つぶやいた途と端たん、黒い円柱が──弾はじけ飛んだ。

　いや。違ちがう。それは猛もう烈れつな、破は裂れつするかの様な勢いで膨ふくらんで、次の瞬間には黒い尖せん塔とうと化していたのだ。そしてそこから──

「──!?」

　それもまた破裂するかの様に。

　全方位に、何十人──いや、百を超こえる棄界人ゲヘナント達が四方八方に向けて飛びだしていた。

「なんだと!?」

　何が起こっているのか分からない──混乱した刑吏達に、獣の如き耳と尾おを備えた棄界人ゲヘナント達は、大剣や槍を掲かかげて襲おそい掛かる。刑吏の半数はろくに反応も出来ないままに棄界人ゲヘナント達の武器に打ち据えられて地に這はった。

　残りの半数は咄とつ嗟さに武器を掲げてこれに対たい抗こうした。刑場のあちこちで鋼はがねを打ち合う音が響ひびく。魔術師達の術語詠えい唱しようの声もこれに重なった。

　そして──

「おおおおおおおおおおおおッ！」

　棄界人ゲヘナント達が吼ほえる。

　その全身が獣じゆう毛もうに覆おおわれたのは次の瞬間であった。

　一気に力を増したかの様に、棄界人ゲヘナント達は刑吏達を叩たたきのめし、踏ふみ付け、瞬またたく間に刑場を取り囲んでいた者達は制圧されてしまっていた。

「何人か魔術師がいる様だが。迂う闊かつに魔術を使うと、刑吏達も巻き込むぞ」

　と術語を唱えようとしていた魔術師達に、イオリが警告を発する。

「ついでに言うとこの棄界人ゲヘナント達は対魔術戦せん闘とうの基本も叩き込んである。五人やそこらの魔術師じゃ太た刀ち打うち出来ないと想うが、まあやりたければ好きにするといい」

　そうイオリが言っている間にも、更さらに五人十人と棄界人ゲヘナント達が黒い尖塔から姿を現す。

　既すでに二百を超える棄界人ゲヘナント達が、刑場に現れていた。

「ば、馬鹿な、何な故ぜ、どうして……」

　と重臣達は困こん惑わくするばかりで、刑吏や魔術師達に指示を飛ばす余よ裕ゆうすら無い。

　代わりに──

「──イオリ・ウィンウッド」

　ヒューゴは黒髪黒瞳の魔術猟兵に声を掛かけた。

「これは何の真似か、説明を求めても良いかね？」

「……そうだな」

　イオリは面めん倒どう臭くさそうに頭を搔かいて──そして言った。

「まあ、借金の取り立てみたいなもんだ」

「借金の、取り立て？」

「ああ。あんたらが愉たのしんできた千年の平和……その代だい償しようを払って貰もらおうって事さ」

「代償……か」

　刑吏達を打ち据え、重臣達を捕ほ縛ばくしていく棄界人ゲヘナント達を見ながら呟くヒューゴ。いや、よく見れば中には現世人も何割か混じっている様だが──ともあれ、イオリ・ウィンウッドが連れてきた『軍勢』は既にこの場を支配していた。

「悪いがこの国はもうちょいマシに作り変えるよ」

　言ってイオリは一歩前に出た。

「覚かく悟ごしてくれ」

「は…………」

　もう駄だ目めだ。堪こらえきれない。

「は……は……はは……ははは……はははははははははは！」

　ヒューゴの口からは、知らず知らずの内に哄こう笑しようが迸ほとばしっていた。

「はははははは、そうか、そうだな、なるほど、そうきたか！」

「ソーンダイク!?」

　近くに居た重臣の一人が驚いてヒューゴを見つめてくるが──

「はははははは、素す晴ばらしい、素晴らしい！　蹂じゆう躙りんせよ、ケモノ達！　この巨きよ大だいな獲え物ものを存分に喰くらってお前達の血肉にするがいい！　それでこそ、それでこそだ！」

　棄界人ゲヘナント達は、刑吏達を制圧し、重臣達を押さえると、更に魔ま術じゆつ師し達に襲い掛かっていく。追い詰つめられた魔術師達は、味方をも巻き込むのを承知で爆ばく轟ごうの魔術や、閃せん光こうの魔術を使ってはいた様だが……

「無む駄だだと言ったのにな」

　イオリの言葉通り──彼等の抵てい抗こうは無意味に終わった。

　敵味方入り交じる状じよう況きようでは数名の魔術師に、棄界人ゲヘナント達を駆く逐ちくできる力は無い。むしろ攻こう撃げきを仕し掛かけた事で、棄界人ゲヘナント達に『こいつは殺しておくのがいい』と判断されてしまい、全身をずたずたに引き裂さかれて、次々と倒たおれ伏ふしていくのが見えた。

「素晴らしい！　はははははははは！」

　自分が長年憎にくんできた国の崩ほう壊かい──その始まりを眺めながら、ヒューゴ・ソーンダイクは高らかに哄笑を続けていた。




　　　　●




　轟々と炎ほのおが吹ふき上がる音が聞こえる。

　魔術によって形成された仮想物質は、魔術の終しゆう了りようと同時に消しよう滅めつするが、その際に生じた炎は他の可燃物に燃え移っていれば、消える事は無い。

　棄界ゲヘナと繫がったままの円形広場──刑けい場じようは、既に悲鳴や怒ど号ごう、剣けん戟げきの音は絶えており、夜空を焦こがすかの様に燃える炎の唸うなりが、いつ終わるともなく続いていた。

「──イオリ」

　そう声を掛けて、駆かけ寄ってきたのは、タビタである。

　ユーフェミアとカチヤは他の者達を率いて周辺地域の制圧に向かっている。王城方面に向かったユーフェミアには、万が一の魔術攻撃に対応出来る様にと、ケネスとマルテも同行していた。

（無血制圧とまではいかずとも、無意味な殺害は避さける様に言ってあるが……さて、どうなるか……）

　一年近くイオリが訓練を施ほどこしてきた棄界人ゲヘナント達は、元々の身体能力の高さもあって、文字通りに一いつ騎き当千とも言うべき強さを備えている。今回の奇き襲しゆうに加えて、王都の地理に明るいユーフェミアの誘ゆう導どうがあれば、あるいは迅じん速そくに──死傷者をできる限り少なくして王城を落とす事も可能かもしれない。

　とはいえ……近この衛え騎き士し団の連中も全員が全員、まともに剣を振ふった事も無いボンクラという訳でもないだろうし、エイベルの様に私的な実戦経験を積んでいる騎士がいる可能性もある。さすがに多少の流血は避けられまい。ジンデル王国側にも、そしてイオリ達の側にもだ。規模こそ小さいが、これは戦争なのだから。

　しかし──

「ここが、天界？」

「そうだ。がっかりしたか？」

　苦笑を浮うかべながらそう問うイオリ。

　予あらかじめ天界が──ジンデル王国がどういう所かはとっくの昔に説明してあるが、それでもタビタはある種の憧あこがれをこの国に抱いだいていた様に思う。それは母方の祖先が生まれた場所であるのと同時に、イオリが、ユーフェミアが生まれた世界であるからだ。

　しかし……

「よく分からない」

　素す直なおにタビタはそんな事を言ってきた。

「まあそりゃそうか」

「ここが、イオリの生まれた世界、育った世界？」

「そうだな。だが天界と呼べる様な大層な場所じゃないよ。地竜だの槍やり鴉がらすだの、ああいうえげつない獣けものは居ないが、代わりにこっちは人間の方がえげつない。だから……」

　イオリはタビタの前に跪ひざまずきながら言った。

　まるで御お伽とぎ噺ばなしの──姫ひめ君ぎみに傅かしずく騎士の如ごとく。

「タビタ。先にも言ったが。俺はお前が来て良かったと思える国に、此こ処こで生きても良いと思える様な国に、作り変える。容よう赦しや無く、完全に、徹てつ底てい的に。それが今の俺の生きる目的だよ。タビタの為ためではなく、俺の為に──俺が、そうしたい」

「…………」

　タビタは眼めを瞬しばたたかせてイオリの顔を見つめている。

「タビタ。王の血を引く獣の姫ひめ」

　イオリは短いながらも深呼吸をして──こう続けた。

「改めて誓ちかおう。貴女あなたに献けん上じようする、この国を。貴女に相応ふさわしいものにして」

　タビタという女王を迎むかえられる様に。

　棄界ゲヘナとそこに住む者達に、現世の繁はん栄えいを支える為の犠ぎ牲せいを強しいる様な──ひどく一方的な搾さく取しゆの構造をぶち壊こわし、本当の意味で『生きる』事の喜びも苦しみも等しくその身に刻める世界に。

　その為に──その夢を叶かなえる為になら、イオリはもう少し生きる事に貪どん欲よくでいられる。

「イオリ……」

　普ふ段だんならタビタとイオリの間には頭一つ分の身の丈たけの差が在るが、今はイオリが跪いているのでタビタの眼の方が若じやつ干かん、イオリの視線よりも高い位置に在る。

　彼女はそっと手を伸のばすと、イオリの頰ほおに触ふれてきた。

「…………」

　そのまま身をわずかに屈かがめ、イオリの唇くちびるにタビタは自分のそれを重ねてくる。

　優やさしく、慈いつくしみ、舐なめて癒いやすかの様な──接吻キス。

　やがて唇が離はなれたのを見計らってイオリは、こう告げた。

「共に生きよう。共に生きて、苦しんで、汚よごれて、病やんで、喘あえいで、喚わめいて、笑って、怒おこって、歌って、踊おどって、喰くって、吐はいて、交わって、子を作って、老いて、衰おとろえて……ありとあらゆる事をしよう。此処で、一いつ緒しよに、死ぬまで」

「……ん」

　タビタは──小さく頷うなずくと、それから周囲を見回して。

「嬉うれしい」

　イオリだけに見せるかの様に、そっと、しかしはっきりと獣の姫は笑って見せた。
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『誰たが為ためにケモノは生いきたいといった』三巻をお届けいたします。




　準備に二年を掛かけ、色々と担当編集氏と揉もめ、今までやってこなかった多少変則的な構成をする積もりで組み立てていた本作ですが。

　期待してくださった方々には申し訳ありません、力及およばず三巻で終しゆう了りようと相成りました。




　ライトノベルの常として、編集部からは『売れれば十巻、十五巻と続いてアニメ化を目指す』シリーズを求められる事が多く、その為の大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げる事を望まれたりする訳ですが……その一方でこの出版不ふ況きようの中、文庫形式のラノベは、なかなか重版も掛からず、二巻三巻で打ち切りを喰くらう事が増えて参りました。




　本作に関しては、とりあえず早々にジンデル王国に帰き還かんする、というのは当初の予定通り（帰還までに四、五巻は掛ける予定でしたが）なのですが。

　此こ処こから棄界ゲヘナの人々を率いたイオリの、タビタの為の国盗とりの話に変わっていく筈はずでありました。




　私は、購こう読どくしてくださった方々への責任として『良いところで終わって続きが出ない』のは基本的に避さける方針でラノベ作家やっとります故、多少強引にでもお話を畳たたむ主義（そして畳めるようにシリーズ構成も設計する主義）です。

　なので、予定半ばではありますが、とりあえず王国への帰還を以てこの物語は終了とさせていただきたく……




　色々と尽じん力りよくしてくださった挿さし絵えのニリツ師にも大変申し訳無い。

　二巻発売時には販はん促そくとして、四コマ漫まん画がをツイッターに何本かＵＰするという予定外労働までさせてしまいまして（汗あせ）。




　読者の方々には次の機会がありましたら、またよろしくお願いいたします。
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